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すべての子供の学力を保障する

教育

トークラインを定期購読
頂いている方へ、本誌の
内容をより深く理解でき
る動画と写真が満載の
　　ウェブサイトです！

教育技術研究所

令和2年8月15日発行（毎月1回15日発行）第525号

明日の授業にすぐに使える
学年別・国語・算数「授業開始最初の15分の発問」
小学１年　国語「かたかなをみつけよう」 算数「10より おおきいかず」
小学２年　国語「ことばでみちあんない」 算数「式と計算」
小学３年　国語「グループの合い言葉をきめよう」 算数「あまりのあるわり算」
小学４年　国語「あなたなら、どう言う」 算数「２けたの数でわる筆算」
小学５年　国語「対話の練習」 算数「図形の角」
小学６年　国語「熟語の意味」 算数「教材研究」
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小学３年　国語「グループの合い言葉をきめよう」 算数「あまりのあるわり算」
小学４年　国語「あなたなら、どう言う」 算数「２けたの数でわる筆算」
小学５年　国語「対話の練習」 算数「図形の角」
小学６年　国語「熟語の意味」 算数「教材研究」

中学校の授業実践
理科 「実感する理科授業『ろ過』」
音楽 「楽しい！　分かった！　鑑賞授業」

特集

特別支援教育にも対応
医師・研究者の目から見た特別支援教育 …… 安原昭博
プロが教える“教室でできる言語療法”…… 下妻玄典
学校現場のスペシャリストが教える合理的配慮

特別支援教育にも対応
医師・研究者の目から見た特別支援教育 …… 安原昭博
プロが教える“教室でできる言語療法”…… 下妻玄典
学校現場のスペシャリストが教える合理的配慮

一目で分かる
板書術・ノート術
カラーで登場！
酒井式絵画指導

https://jp.surveymonkey.com/r/talkline2021

トークラインからのお知らせトークラインからのお知らせ
  読者アンケートを実施します。ご協力お願いします。
【期間】7月31日～8月31日

「心と体と学習」を
安心の中へ
「心と体と学習」を
安心の中へ

休校明けの学校生活休校明けの学校生活



今月のご紹介教材

⇒ 詳しくは54ページをお読みください。
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TOSSかけ算九九
計算尺セット「かけ算九九の助」
350円（税込）
パスワード：1xae73
プレゼント：１回のご注文につき、
１セット「一筆箋　算数の授業」

TOSSオリジナル教材　https://www.tiotoss.jp/
˒掲載商඼のタイアップظ間は2020年6月15日～ 9月14日
※パスワードを入ྗして、３か月間お得にߪ入できます。

おਃ込みઌ

トレースくん
4,500円（税込）
パスワード：ecsqd9
プレゼント：１回のご注文につき、
１セット「おてほんくん　日本地図」

　新型コロナウイルス感染症の感染拡大を防止するため、教室のレイアウトをかなり変更する必要が
あった。また、休校が明けた後も、話し合い活動ができない、教室内の整理整頓の作業は教師が行う、
まめな消毒など、子供たちの活動が制限される一方で、教師の負担はかなり大きくなった。制限された
中で、少しでも教師の負担を減らしながら、子供たちがのびのびと活動できるよう配慮した。毎日、子
供たちはメダカの成長を楽しみに観察している。係（当番）掲示カード作成のときは、自分なりに仕事
の内容を考えながらイラストを描いている子が多かった。

コロナ対策！
密を避けながら教師も子供も楽しい
学校生活を送るための工夫。

⇨机の手前側の足の床に印を
付けておくと、子供は座った
まま自分で机の整頓ができる。
机がきちんと整頓されている
だけで、教師による清掃時の
労力は大分減る。

⇦教室の端に、いつでも観察で
きる「メダカのたまごコーナー」
を設置した。解剖顕微鏡の近く
に消毒液を置き、使用の前後に
は道具や手指を消毒する。

⇧係（当番）を決めたものの、グループで集まっての掲示物作成ができない。そこで、個別に用紙を配り、名前を書かせ、思い思いにイラ
ストを描かせたり好きな形に切らせたりした。それを係ごとにまとめてカードに貼った。限られた中で、子供たちなりに工夫ができた。

ಢ໦県ಢ໦市立ಢ໦第三小学校 松
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８月号
で紹介！

アルファベットスキル
350円（税込）
パスワード：d6hbkd
プレゼント：１回のご注文につき、
１セット「アルファベットスキル
音声CD」

７月号
で紹介！
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１
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学
年
・
準
備
物

　

全
学
年
・
サ
イ
ン
ペ
ン

２

ア
イ
デ
ィ
ア
の
ね
ら
い

　

教
科
書
や
資
料
集
を
学
校
に
保
管
し
て
お
く

場
合
が
あ
る
。
保
管
場
所
に
は
、
同
じ
資
料
集

が
ず
ら
り
。自
分
の
資
料
集
が
ど
こ
に
あ
る
か
、

一
目
で
は
探
せ
な
い
。授
業
準
備
の
五
分
休
み
、

自
分
の
資
料
集
を
取
り
に
行
っ
た
り
、
友
達
の

資
料
集
を
配
っ
た
り
す
る
子
供
た
ち
。
ど
う
し

て
も
時
間
が
掛
か
り
、
密
集
状
態
に
な
る
。

　

そ
こ
で
、
出
席
番
号
を
背
表
紙
に
書
く
。
密

集
を
避
け
、
す

ぐ
に
自
分
の
資

料
集
を
取
る
こ

と
が
で
き
る
。

３

ポ
イ
ン
ト

「
背
表
紙
に
出
席
番
号
も
書
き
な
さ
い
」

　

子
供
た
ち
は
自
分
で
書
か
せ
る
と
様
々
な
工

夫
を
す
る
。
背
表
紙
に
文
字
を
書
き
に
く
い
場

合
は
、
シ
ー
ル
に
書
い
て
貼
る
と
楽
で
あ
る
。

　

特
別
支
援
を
要
す
る
子
は
、
書
い
て
あ
げ
た

り
、
シ
ー
ル
に
書
か
せ
た
り
す
る
と
よ
い
。

　

ノ
ー
ト
の
背
表
紙
に
も
書
く
と
便
利
だ
。

４

実
践
前

　

五
分
休
み
な
ど
に
、
自
分
の
資
料
集
を
棚
に

取
り
に
行
く
。
自
分
の
も
の
が
分
か
ら
ず
、
取

る
の
に
時
間
が
掛
か
る
。
密
集
状
態
に
な
っ
て

し
ま
う
。

５

実
践
後

　

出
席
番
号
が
あ
る
の
で
、
一
目
で
自
分
の
も

の
だ
と
分
か
る
。
密
集
状
態
に
な
ら
ず
に
資
料

集
を
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

ま
た
、
お
気
に
入
り
の
シ
ー
ル
や
マ
ス
キ
ン

グ
テ
ー
プ
を
背
表
紙
に
付
け
さ
せ
る
と
自
分
の

教
科
書
、
ノ
ー
ト
、
資
料
集
に
愛
着
が
も
て
る
。

背
表
紙
に
出
席
番
号
を
書
く

背
表
紙
に
出
席
番
号
を
書
く
だ
け
で
、

自
分
の
資
料
集
が
す
ぐ
に
分
か
る
。

千ち

葉ば

雄ゆ
う

二じ

東
京
都
小
平
市
立
小
平
第
四
小
学
校

▲ノートにも……



子供が変わる
！ 授業が変わる！ 板書術・ノート術超凄腕

で解説！ 一目で分かる指導のコツ写真

22020. 93

　

四
年
理
科「
春
の
生
き
物
」の
学
習
で
、「
ヒ
ョ

ウ
タ
ン
の
育
て
方
」
を
、
次
の
三
つ
の
方
法
で

ノ
ー
ト
に
ま
と
め
さ
せ
た
。

①
一
ペ
ー
ジ
に
ま
と
め
る

②
教
科
書
を
そ
の
ま
ま
写
す

③
ノ
ー
ト
ま
と
め
の
観
点
を
示
す

　

以
下
は
、
実
際
の
ノ
ー
ト
で
あ
る
。

家や

根ね

内う
ち

興こ
う

一い
ち

大
阪
府
大
阪
狭
山
市
立
南
第
二
小
学
校

１　

一
ペ
ー
ジ
に
ま
と
め
る

　

ノ
ー
ト
一
ペ
ー
ジ
に
ま
と
め
る
良
さ
は
、
次

の
三
点
で
あ
る
。

①
短
時
間
で
で
き
る
。

②
書
く
負
担
が
少
な
い
。

③
ポ
イ
ン
ト
を
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

今
回
は
、
一
・
五
時
間
の
指
導
で
完
成
さ
せ

た
。
慣
れ
て
く
る
と
、
一
時
間
で
ほ
と
ん
ど
の

子
が
完
成
で
き
る
。「
一
ペ
ー
ジ
」
だ
か
ら
、
短

時
間
で
大
事
な
ポ
イ
ン
ト
を
ま
と
め
ら
れ
る
。

２　

教
科
書
を
そ
の
ま
ま
写
す

　

教
科
書
に
載
っ
て
い
る
「
ヒ
ョ
ウ
タ
ン
の
育

て
方
」
を
、そ
の
ま
ま
写
す
よ
う
に
指
示
し
た
。

黒
板
に
か
き
方
を
示
す
と
、
子
供
た
ち
は
す
ぐ

に
ノ
ー
ト
ま
と
め
に
取
り
掛
か
る
こ
と
が
で
き

た
。
ま
ず
「
写
す
」
作
業
で
ノ
ー
ト
ま
と
め
に

慣
れ
さ
せ
る
。
そ
の
次
の
段
階
で
、

・
自
分
で
考
え
て
ま
と
め
る

・
見
開
き
二
ペ
ー
ジ
に
ま
と
め
る

こ
と
に
挑
戦
さ
せ
て
い
く
の
で
あ
る
。

３　

ノ
ー
ト
ま
と
め
の
観
点
を
示
す

上
手
に
か
け
て
い
る
見
開
き
二
ペ
ー
ジ
の
ノ
ー

ト
ま
と
め
を
見
せ
て
、
観
点
を
示
し
た
。
今
回

の
ノ
ー
ト
ま
と
め
で
は
、次
の
こ
と
を
教
え
た
。

⑴
一
ペ
ー
ジ
に
ま
と
め
る

⑵
タ
イ
ト
ル
を
目
立
た
せ
る

⑶
丁
寧
な
字
で
書
く

⑷
ヒ
ョ
ウ
タ
ン
の
絵
を
入
れ
る

⑸
色
鉛
筆
で
色
を
塗
る

⑹
空
い
た
ス
ペ
ー
ス
は
工
夫
す
る

４　

か
け
な
い
子
へ
の
指
導

　

一
人
だ
け
、
か
き
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
子

が
い
た
。
そ
こ
で
、
育
て
方
の
三
つ
の
文
の
最

初
の
数
文
字
を
赤
鉛
筆
で
書
い
て
、
続
き
を
書

か
せ
た
。
ヒ
ョ
ウ
タ
ン
の
絵
は
赤
鉛
筆
で
描
い

て
そ
れ
を
な
ぞ
ら
せ
た
。
繰
り
返
し
ノ
ー
ト
ま

と
め
を
す
る
こ
と
で
、
少
し
ず
つ
自
分
で
ま
と

め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

５　

二
学
期
の
ノ
ー
ト
ま
と
め

　

四
年
理
科
「
秋
の
生
き
物
」
で
の
、
見
開
き

二
ペ
ー
ジ
の
ノ
ー
ト
ま
と
め
を
紹
介
す
る
。

ノ
ー
ト
ま
と
め
の
最
初
の
指
導
ス
テ
ッ
プ

「
ノ
ー
ト
一
ペ
ー
ジ
」
に
「
教
科
書
を
写
す
」
こ
と
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
。
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の絵画工作授業大成功

　
初
心
者
の
た
め
の

　
　
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス

　

今
月
号
の
中
に
﹁
主
語
を
決
め
る
﹂
と

い
う
言
葉
が
出
て
く
る
。
こ
れ
は
言
葉
ど

お
り
誰
を
描
く
か
を
決
め
る
こ
と
で
あ
る
。

　

つ
ま
り
、
単
に
男
の
子
、
女

の
子
を
描
く
の
で
は
な
く
、
実

在
し
て
い
る
陽は

る

斗と

君
や
、
芽め

衣い

さ
ん
を
描
く
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。

　

こ
う
し
て
主
語
を
し
っ
か
り
決
め
て
描

く
と
、
自
然
に
ド
ラ
マ
が
生
ま
れ
、
テ
ー

マ
も
し
っ
か
り
と
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。

　

反
対
に
、
こ
れ
を
忘
れ
る
と
、
い
わ
ゆ

る
マ
ン
ガ
ふ
う
、
お
人
形
ふ
う
の
概
念
的

な
人
物
に
な
り
、
テ
ー
マ
な
ど
は
ど
こ
か

へ
吹
き
飛
ん
で
い
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

　

私
に
言
わ
せ
れ
ば
、
今
、
日
本
の
子
供

た
ち
の
絵
の
九
割
は
こ
の
よ
う
な
絵
で
あ

る
。
心
し
て
指
導
に
当
た
ろ
う
。

秋
桜
（
コ
ス
モ
ス
）
の
数
に
負
け
ず

最
後
ま
で
描
き
切
ろ
う

一
つ
一
つ
の
花
の
違
い
を
描
き
分
け
る
楽
し
さ
を
味
わ
い
な
が
ら
。

酒さ
か

井い

臣し
ん

吾ご

酒
井
式
描
画
指
導
法

②
で
は
、
花
を
一
つ
一
つ
丁
寧
に
、
十
五
個

ぐ
ら
い
描
き
、
全
体
を
見
直
す
時
間
を
取
る
。

　

一
面
に
コ
ス
モ
ス
の
花
が
咲
い
て
い
ま
す
。

こ
の
野
原
で
、
誰
と
ど
ん
な
こ
と
を
し
て
遊
び

た
い
か
、
絵
に
描
い
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

ま
ず
①
の
よ
う
に
、
自
分
が
遊
び
た
い
人
の

顔
を
描
く
。
必
ず
主
語
を
し
っ
か
り
と
決
め
て

（
左
ペ
ー
ジ
下
欄
コ
ラ
ム
参
照
）、
そ
の
人
の
顔

を
描
く
こ
と
。
実
際
に
見
て
描
い
て
も
い
い
し
、

写
真
を
見
て
も
い
い
。
目
立
つ
模
様
を
付
け
た

帽
子
を
被
せ
る
と
引
き
立
つ
。

Ⓐ
は
、「
黄き

花ば
な

コ
ス
モ
ス
」
で
あ
る
。

　

朱
色
の
花
と
緑
の
葉
は
、
完
全
な
補
色
な
の

で
心
配
で
あ
っ
た
が
、
や
れ
ば
で
き
る
こ
と
が

分
か
っ
た
。
コ
ツ
は
た
だ
一
つ
、
徹
頭
徹
尾
丁

寧
さ
を
貫
く
こ
と
。
特
に
着
色
の
と
き
に
は
絶

対
に
色
を
濁
さ
ぬ
よ
う
細
心
の
注
意
を
払
う
こ

と
。
パ
レ
ッ
ト
の
清
掃
、
水
の
入
れ
替
え
、
筆

の
水
洗
い
な
ど
の
作
業
を
確
実
に
進
め
る
こ
と
。

　

そ
の
結
果
、
左
の
よ
う
な
激
し
い
色
彩
の
対

比
が
生
ま
れ
、
力
強
い
絵
に
な
る
。

　近い人は大きめに、遠い人
は小さめに描く。ポイントは
帽子、目立つこと！

③次に花と花、花と人を重ねて描く部分を意識して作るように。
この場面が一番の山場、励ますこと。

④花と花との小さな空間も、黄緑を塗り込む。
　雲は、水を塗ってからティッシュで吸い取る。
　ここは、ゆっくり丁寧にやることで大きな達成感が得られる
　場面。大いに褒めよう。

　上のように、遠景は描かないことで、コスモス畑の中
の３人が強く浮かび上がる効果も出てくる。コスモスの
茎や葉は、緑でサッと描く。

Ⓑは、赤トンボを描くことで、近景と遠景をつなぐ構図にして
みた。なお、どの絵も山と空の境界が1ミリメートルほど空
けてある。このような技術も教えておいてほしい。
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「教師修業」という言葉について
第13回

﹁
教
師
修
業
」
と
い
う
言
葉
は
、
向
山
先
生
の
中

で
ど
の
よ
う
に
し
て
生
ま
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

「
教
師
修
業
」
と
い
う
言
葉
も
観
点
も
、
向
山

先
生
が
登
場
し
て
初
め
て
、
教
師
が
意
識
し
た

こ
と
と
思
い
ま
す
。「
教
師
修
業
」
と
い
う
言

葉
や
観
点
が
向
山
先
生
の
中
で
生
ま
れ
た
経
緯

を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

て
身
に
付
け
て
い
き
ま
す
。
本
を
読
ん
だ
だ
け

で
は
実
力
は
付
き
ま
せ
ん
。
そ
れ
が
修
業
で
す
。

　

教
師
も
同
じ
で
す
。
本
を
読
ん
だ
だ
け
で
は

う
ま
く
な
り
ま
せ
ん
。
授
業
を
や
っ
て
い
る
と

こ
ろ
を
見
て
も
ら
っ
て
、
修
業
し
て
い
き
ま
す
。

腕
を
上
げ
た
か
っ
た
ら
、
腕
の
あ
る
人
に
き
ち

ん
と
授
業
を
見
て
も
ら
っ
て
練
習
す
る
の
で
す
。

　

私
の
母
校
は
東
京
学
芸
大
学
で
す
。
親
が
教

育
委
員
会
に
い
た
り
、
ど
こ
か
の
校
長
を
し
て

い
た
り
す
る
学
生
が
多
い
大
学
で
し
た
。
そ
の

せ
い
か
、
東
京
学
芸
大
学
を
卒
業
す
る
と
、
い

ず
れ
中
央
に
行
っ
た
り
、
指
導
主
事
に
な
っ
た

り
、
校
長
に
な
っ
た
り
す
る
人
が
多
い
の
で
す
。

そ
う
い
っ
た
意
味
で
は
、
教
育
に
対
す
る
向
か

い
方
と
い
う
の
が
、
ほ
か
の
大
学
と
は
違
っ
て

い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

そ
う
い
っ
た
環
境
の
影
響
か
ら
か
、
当
時
か

ら
、
教
育
実
習
先
の
指
導
教
官
や
、
大
学
の
先

生
に
「
指
導
さ
れ
て
直
す
」
と
い
う
考
え
が
あ

ま
り
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
学
生
同
士
で
学
ぶ

と
い
う
意
識
が
す
ご
く
強
か
っ
た
の
で
す
。
教

育
実
習
先
で
の
様
子
を
「
子
供
た
ち
が
集
中
し

て
い
た
」「
理
解
力
が
高
か
っ
た
」
と
報
告
し

合
い
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
切
磋
琢
磨
の
中
か
ら
、
自
然
に

「
教
師
修
業
」
と
い
う
考
え
が
生
ま
れ
て
き
た

の
で
す
。

　
学
生
時
代
の
切せ
っ

磋さ

琢た
く

磨ま

が
原
点
で
す
。

「
教
師
修
業
」
と
い
う
こ
と
を
意
識
し
た
の
は
、

新
卒
の
と
き
か
ら
で
す
。
正
確
に
言
え
ば
、
大

学
三
年
か
四
年
の
と
き
か
ら
で
す
。

「
勉
強
」
と
い
う
概
念
と
「
修
業
」
と
い
う
概

念
は
別
で
す
。

　

勉
強
と
い
う
の
は
、
ま
ず
知
識
を
頭
に
入
れ

て
か
ら
、
そ
れ
を
実
行
し
ま
す
。
修
業
と
い
う

の
は
、
実
際
に
能
力
を
身
に
付
け
て
い
か
な
く

て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

例
え
ば
ピ
ア
ノ
の
腕
と
い
う
の
は
、
練
習
し
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オピニオン　　　教育界で起こっていること今

本誌編集長

谷
たに

和
かず

樹
き

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
オ
ン
ラ
イ
ン
教
育
の
枠
組
み
（
１
）

文
部
科
学
省
は
﹁
オ
ン
ラ
イ
ン
﹂
と
﹁
オ
フ
ラ
イ
ン
﹂
の
融
合
を
目
指
す
﹁
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
型
﹂
の
教
育
課
程
を

提
唱
し
た
。
災
害
や
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
対
す
る
反は

ん

脆ぜ
い

弱じ
ゃ
く

性せ
い

を
備
え
た
日
本
の
教
育
シ
ス
テ
ム
の
構
築
は
喫
緊
の

課
題
で
あ
る
。
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
は
こ
の
動
き
に
呼
応
し
て
、
基
本
原
則
を
確
認
し
、
具
体
的
な
動
き
を
開
始
す
る
。

・
オ
ン
ラ
イ
ン
を
活
用
し
た
心
身
の
健
康

状
態
や
学
習
状
況
の
把
握
も
進
め
る
。

　

⑵
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
の
時
代
の
ポ
イ
ン
ト

・Society5.0	

時
代
に
こ
そ
、
教
師
が
先

端
技
術
を
活
用
す
る
。

・
「
対
面
」
と
「
オ
ン
ラ
イ
ン
」
を
使

い
こ
な
す
（
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
化
）
の

展
開
。

・
「
日
本
型
学
校
教
育
」
の
良
さ
を
継

承
す
る
こ
と
。

・
履
修
主
義
と
修
得
主
義
の
考
え
方
を

柔
軟
に
併
用
す
る
こ
と
。
ス
タ
デ
ィ
・

ロ
グ
 ※
を
有
効
に
と
る
こ
と
。

・
授
業
時
間
内
の
対
面
指
導
、
遠
隔
授

業
、
オ
ン
デ
マ
ン
ド
教
材
を
取
り
入

れ
た
授
業
モ
デ
ル
を
組
み
合
わ
せ
る

こ
と
。

・
発
達
障
害
・
不
登
校
・
病
気
療
養
・

へ
き
地
等
の
児
童
生
徒
へ
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ

を
活
用
し
た
個
に
応
じ
た
き
め
細
か

な
指
導
を
す
る
こ
と
。

（
続
く
）

⑦Zoom

等
同
期
型
双
方
向
は
顔
を
見
た

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
可
能
で
あ

り
、
安
心
感
が
大
き
い
。

⑧
動
画
な
ど
の
非
同
期
型
は
時
間
的
な

融
通
な
ど
個
々
の
条
件
下
で
取
り
組

め
る
。

■
文
科
省
・
初
等
中
等
教
育
局
の
検
討
資
料

　

次
に
、
文
科
省
の
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
を
踏
ま
え
た
、
初
等
中
等
教
育
に

お
け
る
こ
れ
か
ら
の
遠
隔
・
オ
ン
ラ
イ
ン
教

育
等
の
在
り
方
に
つ
い
て
」（
令
和
二
年
六

月
十
一
日
）
か
ら
重
要
部
分
を
抜
粋
す
る
。

　

⑴
Ｗ
Ｉ
Ｔ
Ｈ
コ
ロ
ナ
の
時
代
の
ポ
イ
ン
ト

・
児
童
生
徒
の
学
び
を
保
障
す
る
た
め
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
つ
つ
、
教
師
に
よ

る
対
面
指
導
と
遠
隔
・
オ
ン
ラ
イ
ン

教
育
と
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
る
「
新

し
い
教
育
様
式
」
を
実
践
す
る
。

・
国
際
的
に
も
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る

「
日
本
型
学
校
教
育
」
の
重
要
性
を
確

認
す
る
こ
と
。
そ
の
対
面
授
業
の
中

で
も
、
今
後
さ
ら
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用

す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

①
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
は
児
童
生
徒
へ
の

教
育
行
為
で
あ
り
、
教
員
の
業
務
で

あ
る
。

②
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
は
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
対
象
で
あ
る
。（
新

学
習
指
導
要
領
:
学
校
が
適
切
な
教

育
課
程
を
編
成
す
る
）

③
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
で
は
教
科
書
を
活

用
す
る
こ
と
が
中
心
で
あ
る
。（
三
月

十
八
日
、
五
月
七
日
、
文
化
庁
著
作

権
課
）

④
オ
ン
ラ
イ
ン
教
材
を
活
用
し
た
同
時

双
方
向
型
の
オ
ン
ラ
イ
ン
指
導
等
の

必
要
な
措
置
を
講
じ
る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
。（
四
月
十
七
日
、
文
科
事
務

次
官
通
知
）

⑤
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
よ
る
学
習
ロ
グ
を
と
る
こ

と
が
必
要
で
あ
る
。（
そ
れ
に
よ
っ
て

同
じ
授
業
を
再
度
す
る
必
要
が
な
く

な
る
。
五
月
一
日
、
初
等
中
等
局
長

通
知
）

⑥
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
は
、
今
回

の
前
倒
し
措
置
に
よ
っ
て
令
和
２
年

度
中
に
完
了
予
定
で
あ
る
。

後
数
年
内
に
再
来
す
る
で
あ
ろ
う
災
害
・

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
へ
の
備
え
を
考
え
れ
ば
、

オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
教
育
を
平
時
か
ら

構
築
し
て
お
く
こ
と
は
喫
緊
の
課
題
で

あ
る
。

　

政
府
・
文
科
省
は
、
今
回
の
パ
ン
デ
ミ
ッ

ク
に
よ
っ
て
、
さ
ら
に
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る

教
育
の
重
要
性
を
認
識
し
、
強
力
に
推
進
し

よ
う
と
し
て
い
る
。

　

そ
の
ポ
イ
ン
ト
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

■
堀
田
龍
也
氏
の
ま
と
め
か
ら

　

ま
ず
、
堀
田
龍
也
氏
が
共
著
﹃
ポ
ス
ト
・

コ
ロ
ナ
シ
ョ
ッ
ク
の
学
校
で
教
師
が
考
え
て

お
き
た
い
こ
と
﹄（
東
洋
館
出
版
社
）
の
中

で
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
抜
粋
す
る
。

ス
で
進
め
て
き
た
。

２
.
そ
の
後
、
最
先
端
企
業
と
連
携
し

な
が
ら
、
電
子
黒
板
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
、

電
子
ペ
ン
な
ど
を
活
用
し
た
授
業
手

法
を
提
案
し
続
け
、
常
に
最
先
端
の

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
授
業
の
研
究
を
継
続
し

て
き
た
。

３
.
今
回
の
コ
ロ
ナ
に
よ
る
緊
急
事
態

宣
言
発
出
の
中
で
も
、
い
ち
早
く
オ

ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
セ
ミ
ナ
ー
を
設
計

し
、
そ
れ
を
効
果
的
か
つ
洗
練
さ
れ

た
手
法
に
よ
っ
て
実
施
し
て
き
た
。

２　

今
後
の
﹁
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る

　
　

教
育
﹂
の
重
要
性

コ
ロ
ナ
の
第
二
波
、
第
三
波
、
及
び
今

　

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
の
全
国
中
央
事
務
局
会
議
、
及

び
全
国
各
県
代
表
者
・
副
代
表
者
会
議
に
お

い
て
、
次
の
文
書
を
提
案
し
た
。　

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
オ
ン
ラ
イ
ン
教
育
の
枠
組
み

　

Ｗ
Ｉ
Ｔ
Ｈ
コ
ロ
ナ
、
及
び
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ

時
代
の
教
育
に
と
っ
て
、
極
め
て
重
要
な
内

容
と
考
え
る
の
で
、
今
月
号
と
来
月
号
で
紹

介
す
る
。

１　

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
オ
ン
ラ
イ
ン
教
育
の

　
　

こ
れ
ま
で
の
経
緯

１
.
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
は
一
九
九
九
年
か
ら
Ｔ

Ｏ
Ｓ
Ｓ
ラ
ン
ド
の
建
設
に
着
手
し
、

教
育
技
術
の
共
有
化
を
ウ
ェ
ブ
ベ
ー

※
学
習
履
歴
。
個
人
個
人
の
学
習
内
容
を
蓄
積
し
て
い
く
も
の
。
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イラスト：柳岡紋佳

● 学校に必要な「新しいシステム」とは
● 不安な心を安定させる学校生活の処方箋
● 安心して学習できる
  「教室環境設定」と「授業の進め方」
● 安心して学習できる「体育の授業」のコツ
  優先順位７とは
● こんなに楽しい日本の伝統文化
● ３密を防ぐ「楽しい休み時間」の知恵
  ～管理職からの提言
● ３密を防ぐ「楽しい給食」の知恵
  ～栄養教諭からの提言

休
校
明
け
の
学
校
生
活
　「
心
と
体
と
学
習
」
を
安
心
の
中
へ

特集

の
「 」

中へ
を学習と と

安心
「 と心と と体 学習
休校
明け 学校生活の

2020年

９月号
特集

１

　

い
わ
ゆ
る
「
白
銀
の
三
日
間
」
が
始
ま
る
九

月
。
今
年
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
パ
ン
デ
ミ
ッ

ク
が
世
界
中
を
襲
い
、
日
本
の
学
校
で
も
長
期

に
渡
る
休
校
措
置
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。

「
子
ど
も
の
発
達
科
学
研
究
所
」
の
和
久
田
学

氏
は
、
次
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
し
ま
し
た
。

学
校
再
開
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

~
子
ど
も
た
ち
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
を
守

る
た
め
に
~

︵http://kodom
olove.org/topics/

m
essage20200514.htm

l

︶

　

専
門
家
の
視
点
か
ら
提
言
さ
れ
た
こ
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
読
む
と
、「
休
校
明
け
に
最
も
大
切

な
こ
と
は
、
学
力
の
遅
れ
を
取
り
戻
す
こ
と
」

と
は
言
い
切
れ
ま
せ
ん
。

子
ど
も
た
ち
の
ス
ト
レ
ス
の
軽
減
を
第
一

の
目
的
と
す
る
こ
と

　

ス
ト
レ
ス
の
掛
か
る
学
習
活
動
の
強
要
は
、

か
え
っ
て
逆
効
果
で
す
。
発
達
障
害
の
子
供
た

ち
へ
の
配
慮
、
い
じ
め
の
予
防
、
虐
待
リ
ス
ク

へ
の
対
応
…
…
優
先
順
位
の
高
い
も
の
は
数
多

く
あ
り
ま
す
。

　

褒
め
、
励
ま
し
、
穏
や
か
で
、
に
こ
や
か
な

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
れ
て
い
る
中
で
こ

そ
、
学
力
も
ま
た
安
定
し
ま
す
。
本
特
集
で

は
、「
安
心
」
し
て
学
習
に
向
か
う
こ
と
の

で
き
る
手
立
て
・
工
夫
を
ご
紹
介
い
た
だ
き

ま
す
。

２

　

向
山
行
雄
氏
は
日
本
教
育
新
聞
な
ど
に
数
多

く
の
重
要
な
提
言
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
次
の
も
の
で
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
現

状
を
踏
ま
え
た
学
校
運
営
の
モ
デ
ル

例
え
ば
…
…
、

①
児
童
は
ど
の
よ
う
に
登
校
す
る
の
か
。

②
教
員
は
ど
の
よ
う
に
シ
フ
ト
す
る
の
か
。

③
授
業
時
間
の
不
足
は
ど
れ
く
ら
い
か
。

④
「
三
密
」
を
回
避
す
る
に
は
授
業
に
ど

の
よ
う
な
工
夫
が
必
要
な
の
か
。

　

具
体
的
な
モ
デ
ル
を
、
い
ち
早
く
全
国
へ
発

信
さ
れ
る
向
山
行
雄
氏
の
お
力
に
、
改
め
て
敬

服
の
念
を
強
く
し
ま
し
た
。
本
特
集
で
は
、

そ
う
し
た
情
報
の
一
部
を
解
説
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。

３

「
紙
爆
弾
」
と
ち
ま
た
で
呼
ば
れ
る
こ
と
も

あ
っ
た
そ
う
で
す
。
登
校
日
に
子
供
た
ち
に
大

量
の
プ
リ
ン
ト
を
渡
す
、
あ
る
い
は
ポ
ス
ト
へ

配
る
な
ど
を
し
、
あ
と
は
丸
投
げ
で
提
出
さ
せ

る
だ
け
、
と
い
う
課
題
の
出
し
方
で
す
。
多
く

の
先
生
方
の
声
を
実
際
に
聞
き
ま
し
た
。

　

休
校
中
に
か
え
っ
て
ス
ト
レ
ス
が
高
ま
り
、

休
校
明
け
か
ら
の
ト
ラ
ブ
ル
リ
ス
ク
を
高
め
て

い
る
可
能
性
さ
え
あ
り
ま
す
。

　

子
供
た
ち
と
再
び
出
会
い
、
楽
し
く
ス
タ
ー

ト
す
る
学
校
生
活
を
、
ど
の
よ
う
に
実
現
し
て

い
け
ば
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　

例
え
ば
、「
五
色
百
人
一
首
」（
教
育
技
術
研

究
所
）
は
学
級
経
営
を
安
定
さ
せ
る
「
最
強
の

ツ
ー
ル
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、「
向

か
い
合
う
」「
手
と
手
が
触
れ
合
う
」「
声
が
出

る
」
な
ど
の
こ
と
が
あ
る
の
で
、
実
施
は
不
可

能
に
思
え
ま
す
。

　

し
か
し
、
そ
ん
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

濃
厚
接
触
な
し
の
「
五
色
百
人
一
首
」

　

こ
の
具
体
的
な
方
法
を
、
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
の
先
生

方
は
既
に
た
く
さ
ん
開
発
し
て
い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
だ
か
ら
あ
れ
が
で
き
な
い
、
こ
れ
が

で
き
な
い
、
で
は
な
く
、「
じ
ゃ
あ
、
で
き
る

方
法
を
考
え
よ
う
」
と
い
う
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
思

考
と
行
動
で
積
極
的
に
動
い
て
い
る
先
生
も
た

く
さ
ん
い
る
の
で
す
。

　

授
業
も
同
じ
で
す
。

　

で
き
る
だ
け
ス
ト
レ
ス
を
緩
和
し
、
し
か
も

「
三
密
」
を
避
け
る
教
室
の
環
境
設
定
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　

ペ
ア
や
グ
ル
ー
プ
で
相
談
で
き
な
い
、
大
き

な
声
で
音
読
も
で
き
な
い
、
そ
う
し
た
制
約
の

中
で
も
「
友
達
と
の
つ
な
が
り
」
を
実
感
し
な

が
ら
学
習
で
き
る
授
業
の
方
法
は
な
い
の
で

し
ょ
う
か
。
休
み
時
間
の
「
安
心
」
は
？　

給

食
の
「
安
心
」
は
？

　

そ
う
し
た
知
恵
を
集
め
、
休
校
明
け
の
学
校

生
活
を
元
気
に
進
め
よ
う
と
す
る
特
集
で
す
。

（
本
誌
編
集
長　

谷
和
樹
）
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１
学
校
休
業
中
の
課
題

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
に
伴

う
学
校
の
長
期
休
業
で
、
様
々
な
課
題
が
山
積

し
た
。
学
業
の
遅
れ
、
学
習
規
律
の
低
下
、
学

習
意
欲
の
減
退
の
ほ
か
に
、
心
身
の
健
康
維
持
、

人
間
関
係
の
変
化
な
ど
、
多
方
面
で
影
響
が
表

出
し
た
。

　

文
部
科
学
省
は
、
五
月
一
日
に
「
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
と
し
て
の
学
校
の
臨

時
休
業
に
係
る
学
校
運
営
上
の
工
夫
に
つ
い

て
」
の
通
知
を
出
し
た
。

　

同
通
知
で
は
、
分
散
登
校
日
の
設
定
、
各
教

科
等
に
お
け
る
感
染
症
対
策
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
に
関
す
る
正
し
い
知
識
の
指
導
、
学
校

給
食
（
昼
食
提
供
）
の
工
夫
な
ど
の
ほ
か
、
人

的
体
制
の
確
保
に
つ
い
て
も
示
し
て
い
る
。

２
分
散
登
校
の
長
所
と
課
題

　

教
室
内
の
人
数
を
少
な
く
し
て
感
染
の
リ
ス

ク
を
低
減
す
る
と
い
う
方
法
は
有
効
で
あ
る
。

し
か
し
、
そ
れ
を
運
営
す
る
体
制
に
は
、
相
応

の
工
夫
が
求
め
ら
れ
る
。

　

私
は
こ
れ
ま
で
に
次
の
資
料
を
作
成
し
、
関

係
機
関
な
ど
に
発
信
し
て
き
た
。

三
月
十
日
﹁
臨
時
休
業
後
の
小
学
校
再
開
に
向

け
た
取
組
指
針
﹂

三
月
十
二
日
﹁
学
校
再
開
時
の
学
級
で
の
緊
急

指
導
事
例
﹂

三
月
十
六
日
﹁
小
学
校
の
臨
時
休
業
に
伴
う

﹃
リ
ス
ク
﹄
発
見
三
〇
項
目
確
認
シ
ー
ト
﹂

五
月
四
日
﹁
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
現
状
を
踏
ま
え
た
学
校
運
営
の
モ
デ
ル
﹂

五
月
六
日
﹁
学
校
の
新
し
い
様
式　

分
散
登
校

勤
務
体
制
モ
デ
ル
﹂

五
月
十
日
﹁
感
染
症
対
策
の
現
状
を
踏
ま
え
た

学
校
運
営
の
時
間
割
モ
デ
ル
﹂

　

学
校
の
本
格
的
な
授
業
体
制
ま
で
は
、
一
定

期
間
、
分
散
登
校
に
よ
る
少
人
数
指
導
を
行
う

学
校
も
多
い
と
推
察
す
る
。

　

こ
れ
に
は
、
次
の
よ
う
な
長
所
が
あ
る
。

〇「
三
密
」
を
一
定
程
度
回
避
し
、
リ
ス
ク
を

低
減
で
き
る
。

〇
学
級
の
子
供
の
数
が
少
な
い
た
め
、
効
率
的

な
学
習
が
期
待
で
き
る
。

〇
授
業
時
間
内
の
学
習
状
況
の
把
握
、
個
別
指

導
等
が
短
時
間
で
可
能
で
あ
る
。

〇
提
出
物
収
集
、
給
食
の
配
膳
、
片
付
け
、
掃

除
な
ど
が
効
率
的
に
運
営
で
き
、
時
間
短
縮

に
な
る
。

〇
教
室
移
動
、
授
業
準
備
、
集
合
・
解
散
、
下

校
準
備
な
ど
の
時
間
が
節
減
で
き
る
。

〇
休
み
時
間
後
、
給
食
前
の
手
洗
い
指
導
が
徹

底
し
や
す
い
。

〇
エ
ア
コ
ン
の
な
い
教
室
で
も
、
通
風
と
扇
風

機
で
一
定
程
度
気
温
上
昇
を
防
げ
る
。

　

し
か
し
、
そ
の
一
方
で
、
次
の
よ
う
な
課
題

に
つ
い
て
配
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。

〇
教
員
の
超
過
勤
務
の
大
幅
増
加
を
防
ぎ
、
効

率
的
な
運
営
に
留
意
す
る
。

〇
分
散
登
校
で
確
保
で
き
る
週
当
た
り
の
授
業

時
間
数
を
算
出
し
、
各
教
科
の
可
能
な
授
業

時
数
を
基
に
教
育
課
程
を
再
編
成
す
る
。

〇
学
級
を
幾
つ
か
の
グ
ル
ー
プ
に
分
散
さ
せ
る

際
の
規
準
を
作
る
。

〇
曜
日
ご
と
の
学
校
全
体
の
教
室
使
用
計
画
を

作
成
す
る
。

〇
各
学
年
の
時
間
割
を
作
成
し
、
学
校
全
体
の

時
間
割
表
を
一
覧
に
す
る
。

〇
各
特
別
教
室
や
、
校
庭
、
体
育
館
な
ど
の
使

用
割
当
表
を
再
度
作
成
す
る
。

〇
一
学
級
を
数
名
の
教
員
で
分
担
し
、
同
じ
日

に
登
校
さ
せ
る
方
法
で
は
、
各
グ
ル
ー
プ
間

の
情
報
共
有
を
綿
密
に
行
う
。

〇
一
学
級
を
一
人
の
教
員
が
担
当
し
、
数
日
間

に
分
散
登
校
さ
せ
る
方
法
で
は
、
学
級
と
し

て
の
一
体
感
を
抱
か
せ
る
手
立
て
を
講
じ
る
。

３
学
校
の
新
し
い
様
式
の
具
現
化

　

学
校
は
、
元
々
「
三
密
」
の
起
こ
り
や
す
い

環
境
で
あ
る
。
心
を
寄
せ
合
い
、
体
を
寄
せ
合

い
、
群
れ
る
こ
と
で
子
供
は
安
心
感
を
抱
き
、

成
長
し
て
い
く
。
そ
れ
を
避
け
る
と
い
う
こ
と

は
、「
人
格
の
完
成
」
と
「
国
家
や
社
会
の
形

成
者
と
し
て
の
資
質
の
育
成
」
と
い
う
教
育
の

目
的
を
果
た
せ
な
い
危
険
性
が
生
じ
る
、
と
い

う
危
機
感
を
も
つ
必
要
が
あ
る
。

　

新
し
い
様
式
を
遵
守
す
る
た
め
に
は
、
以
下

の
よ
う
な
事
項
に
つ
い
て
、
学
校
の
実
態
に
基

づ
い
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

〇
子
供
同
士
が
集
ま
る
グ
ル
ー
プ
授
業
の
工
夫

（
理
科
の
実
験
、英
会
話
、調
理
、ボ
ー
ル
ゲ
ー

ム
、
合
唱
・
合
奏
な
ど
）

〇
体
育
館
で
の
教
育
活
動
の
見
直
し
（
全
校
朝

会
、
各
種
集
会
、
講
演
会
な
ど
）

〇
多
数
の
保
護
者
の
参
加
す
る
学
校
行
事
の
運

営
の
工
夫
（
運
動
会
、
学
芸
会
、
音
楽
会
、

展
覧
会
、
卒
業
式
、
入
学
式
な
ど
）

〇
保
護
者
や
地
域
と
の
連
携
の
場
の
再
考
（
授

業
参
観
、
学
級
懇
談
会
、
個
人
面
談
、
学
校

評
議
員
の
連
絡
会
、
学
校
保
健
委
員
会
、
避

難
所
運
営
連
絡
会
、
歓
送
迎
会
な
ど
）

〇
教
員
同
士
の
接
触
回
数
の
削
減
と
運
営
の
工

夫
（
職
員
朝
会
、
職
員
会
議
、
校
内
研
修
会
、

市
の
教
育
研
究
会
、
小
中
連
携
会
議
な
ど
）

〇
校
内
の
衛
生
体
制
の
拡
充
（
校
内
で
の
手
洗

い
徹
底
、
校
内
の
手
洗
い
場
の
拡
充
、
共
用

物
の
消
毒
体
制
の
強
化
、
定
期
的
な
全
校
消

毒
、
玄
関
で
の
来
校
者
へ
の
応
対
な
ど
）

〇
教
職
員
の
時
差
通
勤
や
テ
レ
ワ
ー
ク
勤
務
の

検
討
（
早
朝
一
時
間
の
早
め
の
始
業
や
帰
宅

後
の
「Zoom

」
会
議
が
可
能
か
ど
う
か
）

〇
ア
フ
タ
ー
フ
ァ
イ
ブ
の
見
直
し
（
教
職
員
の

ス
ポ
ー
ツ
、
歓
送
迎
会
、
忘
年
会
、
賀
詞
交

換
会
、
職
場
旅
行
、
行
事
の
後
の
懇
親
会
、

自
主
的
な
研
究
会
、
私
的
な
会
食
な
ど
）

休
校
明
け
の
学
校
生
活
　「
心
と
体
と
学
習
」
を
安
心
の
中
へ

特集

向
むこう

山
やま

行
ゆき

雄
お敬愛大学こども教育学科長・教授

全国連合小学校長会顧問

学校に必要な「新しいシステム」とは

「新しい生活様式」の具現化
「アフターコロナ」について、各学校は体制の再構築が求められる。
新型コロナウイルスによる感染の第２波がやってくる可能性が高い。
危機管理の要諦は「まさかよりもしか」と ｢備えあれば憂いなし｣ である。
各学校は子供や地域の実態を踏まえて、｢新しい生活様式｣ を
具現化していくことが大切である。
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休
校
明
け
の
学
校
生
活
　「
心
と
体
と
学
習
」
を
安
心
の
中
へ

特集

休校明けの不安定さは、
「子供自身」の課題と
「教師」の課題に分ける
子供がどうなっているかを理解し、
教師の思いとのギャップを埋める。

小
こ

嶋
じま

悠
ゆう

紀
き

長野県長野市立川田小学校

不安な心を安定させる学校生活の処方箋

　

地
域
に
よ
っ
て
ば
ら
つ
き
も
あ
る
が
、「
三

か
月
間
の
休
校
期
間
」
は
、
様
々
な
課
題
を
子

供
と
教
師
に
残
し
て
い
っ
た
。

「
特
殊
な
状
況
」
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
イ
レ
ギ
ュ
ラ
ー
な
状
況
で
、
特

に
し
わ
寄
せ
が
行
く
の
が
、「
最
も
弱
い
立
場

の
子
供
た
ち
」
で
あ
る
。

　

私
の
実
感
で
い
え
ば
、
小
学
校
よ
り
も
、
幼

稚
園
・
保
育
園
の
方
が
、
影
響
が
大
き
い
。

　

定
型
発
達
の
子
供
た
ち
よ
り
も
、
発
達
に
偏

り
の
あ
る
子
供
た
ち
に
影
響
が
大
き
い
。

　

ど
の
よ
う
な
影
響
が
出
て
お
り
、
そ
し
て
、

ど
の
よ
う
に
対
応
す
べ
き
か
。

　

以
下
に
幾
つ
か
を
ま
と
め
る
。

①
学
校
生
活
の
リ
ズ
ム
が
取
り
戻
せ
な
い

　

三
か
月
に
も
わ
た
り
、
日
本
中
の
多
く
の
子

供
た
ち
が
学
校
に
行
か
な
か
っ
た
こ
と
は
、
史

上
初
と
言
っ
て
も
よ
い
。

　

子
供
た
ち
も
、
夏
休
み
以
上
の
長
期
間
、
学

校
に
行
か
な
か
っ
た
こ
と
が
な
い
。

　

そ
の
結
果
、
学
校
生
活
の
リ
ズ
ム
が
大
幅
に

崩
れ
て
い
る
。

　

家
で
規
律
正
し
く
生
活
が
で
き
て
い
た
子
供

は
、
ほ
ん
の
少
数
で
あ
る
。

　

自
分
の
ペ
ー
ス
で
生
活
を
し
て
い
る
と
、
学

校
で
の
ペ
ー
ス
を
つ
か
み
づ
ら
い
。

　

そ
の
結
果
、
五
~
六
時
間
目
ま
で
集
中
が
も

た
な
い
と
い
う
事
態
が
起
こ
っ
て
い
る
。

︿
対
応　

柔
軟
な
時
間
割
を
設
定
す
る
﹀

　

教
科
を
進
め
よ
う
と
す
る
あ
ま
り
、
一
日
に

三
~
四
時
間
も
国
語
や
算
数
を
詰
め
込
む
と
い

う
よ
う
な
学
級
が
あ
る
。

　

で
き
れ
ば
、
一
日
に
一
時
間
で
も
い
い
の
で

「
静
か
に
読
書
す
る
時
間
」「
外
に
出
て
遊
ぶ
時

間
」
を
取
る
こ
と
が
必
要
だ
。
特
に
五
~
六
時

間
目
に
は
、
疲
れ
果
て
て
い
る
子
供
に
目
を
向

け
て
考
え
て
ほ
し
い
。

②
不
登
校
傾
向
の
子
供
へ
の
ダ
メ
ー
ジ

　

不
登
校
傾
向
の
あ
る
子
供
た
ち
へ
の
ダ
メ
ー

ジ
は
深
刻
だ
。
何
と
か
不
登
校
に
な
ら
ず
に
、

登
校
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
た
子
供
た
ち
に
も
、

登
校
す
る
こ
と
へ
の
大
き
な
ハ
ー
ド
ル
が
で
き

て
し
ま
っ
た
。

︿
対
応　

心
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
注
目
す
る
﹀

　

と
に
か
く
不
登
校
へ
の
対
応
は
、
丁
寧
に
行

わ
な
い
と
い
け
な
い
。

「
心
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
と
い
う
考
え
方
が
あ
る
。

本
誌
で
連
載
中
の
小
柳
憲
司
氏
の
特
集
が
役
に

立
つ
。﹃
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
特
別
支
援
教
育
﹄
誌
13
・

14
号
に
も
講
演
記
録
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
で
、

絶
対
に
読
ん
で
ほ
し
い
。
特
に
「
身
体
症
状
=

頭
痛
や
腹
痛
」
な
ど
が
よ
く
出
て
い
る
子
供
は
、

ま
だ
ま
だ
登
校
で
き
る
状
態
で
は
な
い
。
積
極

的
に
休
み
を
取
り
入
れ
て
よ
い
。

③
抑
制
・
我
慢
や
報
酬
へ
の
反
応

「
抑
制
や
我
慢
を
す
る
」「
計
画
す
る
」
な
ど

に
は
ワ
ー
キ
ン
グ
メ
モ
リ
を
使
用
す
る
。

　

し
か
し
、
休
校
期
間
中
の
子
供
た
ち
の
多
く

は
、
ゲ
ー
ム
や
特
定
の
人
と
の
空
間
に
し
か
触

れ
て
い
な
い
。

　

ワ
ー
キ
ン
グ
メ
モ
リ
は
、
様
々
な
情
報
に

よ
っ
て
刺
激
さ
れ
、
機
能
を
保
持
す
る
。

　

そ
の
機
能
が
落
ち
る
と
い
う
こ
と
は
、「
我

慢
す
る
」
や
「
抑
制
す
る
」
と
い
っ
た
こ
と
が

苦
手
に
な
っ
て
し
ま
う
。

　

そ
の
結
果
、
叱
ら
れ
て
し
ま
う
と
、
よ
り
大

き
な
「
不
安
や
不
満
」
に
つ
な
が
っ
て
し
ま
う
。

　

ま
た
、
休
校
期
間
中
の
ゲ
ー
ム
三
昧
の
影
響

で
、「
報
酬
」
へ
の
反
応
が
大
き
く
変
わ
っ
て

い
る
。最
近
の
ゲ
ー
ム
は
「
即
報
酬
」
の
パ
タ
ー

ン
が
多
く
、
ゲ
ー
ム
を
進
め
る
と
「
細
か
く
、

強
い
報
酬
が
や
っ
て
く
る
」
よ
う
に
組
み
立
て

ら
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
「
弱
く
遅
い
報
酬
」

に
反
応
が
し
づ
ら
く
な
る
。

︿
対
応　

我
慢
は
短
く
褒
め
て
強
化
す
る
﹀

　

で
き
る
だ
け
我
慢
す
る
時
間
や
抑
制
さ
れ
る

時
間
を
短
く
し
た
い
。
ま
た
、
我
慢
が
で
き
た

こ
と
な
ど
を
褒
め
て
、
し
っ
か
り
と
強
化
す
る
。

　

そ
し
て
、
褒
め
る
と
き
も
「
素
早
く
、
強
く
」

を
意
識
す
る
。
ゲ
ー
ム
の
即
報
酬
パ
タ
ー
ン
に

負
け
て
い
て
は
い
け
な
い
。

　

し
か
し
、
子
供
の
不
安
感
は
子
供
た
ち
だ
け

が
原
因
で
は
な
い
。

　

教
師
サ
イ
ド
の
課
題
も
あ
る
。

⑴
分
散
登
校
中
の
姿
と
違
う
子
供
た
ち

　

休
校
明
け
に
分
散
登
校
な
ど
を
行
っ
た
と
こ

ろ
も
多
い
。
教
室
の
子
供
た
ち
が
半
分
に
な
る

イ
メ
ー
ジ
だ
。

「
短
い
時
間
の
中
で
、
少
人
数
で
行
わ
れ
る
教

育
活
動
」
で
は
、「
本
当
の
子
供
の
姿
」
は
見

え
な
い
し
、
子
供
も
本
心
を
出
さ
な
い
。

「
分
散
登
校
中
の
子
供
の
イ
メ
ー
ジ
」
に
引
き

ず
ら
れ
る
こ
と
で
、「
あ
ん
な
感
じ
の
子
供
だ
っ

た
っ
け
？
」
と
ギ
ャ
ッ
プ
に
戸
惑
う
教
師
も
多

い
。
や
は
り
、
分
散
登
校
中
と
全
員
が
そ
ろ
っ

た
段
階
の
子
供
の
姿
は
違
う
の
だ
。

⑵
子
供
の
実
態
と
教
師
の
認
識
が
ず
れ
る

　

こ
れ
が
最
大
の
エ
ラ
ー
の
原
因
で
あ
る
。

　

多
く
が
登
校
を
再
開
し
た
六
月
。

　

多
く
の
教
師
の
頭
の
中
は
「
通
常
の
六
月
の

状
態
に
戻
さ
な
い
と
」「
早
く
取
り
戻
さ
な
い

と
」
と
い
う
意
識
が
強
か
っ
た
。

　

し
か
し
、
子
供
た
ち
は
「
六
月
」
に
対
応
で

き
る
よ
う
な
状
態
で
は
な
い
。
四
月
と
同
じ
よ

う
な
意
識
・
状
況
で
あ
る
。

「
例
年
ど
お
り
」
に
慣
れ
て
い
る
先
生
方
は
、

教
師
と
子
供
た
ち
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
な
か
な
か

埋
め
ら
れ
な
い
。
四
月
の
子
供
た
ち
に
六
月
の

状
態
を
望
ん
で
も
、
な
か
な
か
達
成
で
き
な
い

の
は
当
た
り
前
だ
が
、
理
解
が
追
い
付
か
な
い
。

　

さ
ら
に
、
子
供
た
ち
は
脳
や
体
や
メ
ン
タ
ル

の
状
態
も
通
常
で
は
な
い
。

　

以
前
と
同
じ
よ
う
に
や
ろ
う
と
し
て
も
、
絶

対
に
同
じ
よ
う
に
は
で
き
な
い
。

　

ま
ず
は
、
子
供
の
脳
や
メ
ン
タ
ル
が
ど
う

な
っ
て
い
る
か
理
解
す
る
こ
と
。

　

そ
し
て
、
自
分
た
ち
の
子
供
の
捉
え
方
や

様
々
な
教
育
活
動
が
そ
の
実
態
か
ら
ず
れ
て
い

な
い
か
を
、
ま
ず
は
チ
ェ
ッ
ク
し
た
い
。



1819 2020. 9

（
五
月
に
教
務
主
任
と
し
て
語
っ
た
内
容
を
再
現
す
る
）

　

学
校
は
、
あ
ら
ゆ
る
教
育
活
動
を
通
し
て
子
供
の
成
長

発
達
を
実
現
す
る
場
で
あ
る
。
そ
の
大
前
提
は
、
心
身
の

安
心
・
安
全
の
保
障
で
あ
る
。
安
心
・
安
全
が
確
保
さ
れ

れ
ば
こ
そ
、
児
童
生
徒
は
伸
び
伸
び
と
成
長
し
て
い
く
。

　

安
心
・
安
全
を
保
障
す
べ
き
環
境
に
は
二
種
類
あ
る
。

　

物
的
環
境
と
人
的
環
境
で
あ
る
。

　

物
的
環
境
と
は
い
わ
ゆ
る
「
教
室
環
境
」
を
指
す
。
コ

ロ
ナ
禍
の
下
で
は
、
教
室
環
境
の
整
備
が
な
お
一
層
重
要

だ
。
毎
日
の
健
康
観
察
、
う
が
い
・
手
洗
い
の
励
行
、
せ

き
エ
チ
ケ
ッ
ト
の
徹
底
、
三
密
の
回
避
な
ど
は
基
本
の

「
き
」
で
あ
る
。
座
席
配
置
の
工
夫
や
活
動
内
容
の
精
選

に
は
、
ど
の
現
場
も
知
恵
を
絞
っ
て
い
る
に
違
い
な
い
。

毎
日
一
回
以
上
の
消
毒
作
業
も
ま
た
必
須
で
あ
る
。

　

学
校
で
実
施
す
る
だ
け
で
は
足
り
な
い
。
家
庭
と
連
携

す
る
。
抵
抗
力
を
高
め
る
た
め
の
十
分
な
睡
眠
、
適
度
な

運
動
や
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
食
事
に
つ
い
て
も
家
庭
に
協

力
を
呼
び
掛
け
る
。
い
つ
も
言
う
「
共
汗
」
関
係
で
あ
る
。

　

人
的
環
境
と
は
「
学
校
職
員
と
子
供
」
を
指
す
。
職
員

と
子
供
、
そ
し
て
子
供
同
士
の
関
係
性
を
向
上
さ
せ
る
こ

と
が
、
安
心
・
安
全
に
直
結
す
る
。
関
係
性
構
築
の
た
め

の
教
育
活
動
が
必
要
な
ゆ
え
ん
で
あ
る
。
私
た
ち
は
そ
れ

ら
を
主
と
し
、
授
業
に
お
い
て
実
践
す
る
。

　

授
業
中
の
学
習
活
動
の
取
捨
選
択
は
、「﹃
新
し
い
生
活

様
式
﹄
を
踏
ま
え
た
学
校

の
行
動
基
準
」（
文
部
科

学
省
）
に
照
ら
し
て
行
う
。

勤
務
地
は
レ
ベ
ル
１
で
あ

る
。
各
教
科
の
授
業
も
配

慮
の
上
で
、
こ
れ
ま
で
ど

お
り
に
実
施
し
得
る
。
目

に
見
え
る
学
力
の
保
証
は

も
ち
ろ
ん
重
要
で
あ
る
。

だ
が
、
人
と
関
わ
り
、
集

団
に
参
画
す
る
能
動
的
な

ス
キ
ル
を
育
む
営
み
も
ま

た
、
極
め
て
重
要
だ
。
レ

ベ
ル
３
の
地
域
な
ど
、
現

時
点
で
は
な
い
。
感
染
症

対
策
を
理
由
に
、
一
方
的
か
つ
非
協
同
的
な
学
習
ば
か
り

推
し
進
め
る
の
は
本
末
転
倒
で
あ
る
。

　

公
表
さ
れ
て
い
る
科
学
的
な
根
拠
を
基
に
議
論
す
る
の

が
よ
い
。
思
い
を
ぶ
つ
け
合
う
空
中
戦
で
は
、
往
々
に
し

て
ゼ
ロ
リ
ス
ク
信
仰
が
幅
を
利
か
せ
、
何
も
な
さ
な
い
、

何
も
変
え
な
い
、
と
の
判
断
が
下
さ
れ
が
ち
に
な
る
。

　

保
身
に
走
ら
ず
、「
子
供
に
と
っ
て
何
が
大
切
か
」
の

み
を
考
え
、
実
践
し
て
い
こ
う
。
そ
れ
で
こ
そ
本
校
の
現

状
で
あ
る
「
不
登
校
ゼ
ロ
」
が
末
永
く
続
い
て
い
く
の
だ
。

休
校
明
け
の
学
校
生
活
　「
心
と
体
と
学
習
」
を
安
心
の
中
へ

特集

休校明けに臨んで職員に
語り伝えたこと
物的環境の整備はどの学校も行う。
それ以上に重要なのが人的環境の調整・向上である。
両環境が整ってこそ安心・安全が保障される。

言霊の力を教え、
美しい言葉で子供の心を温める
休校明け、長期休業明けの子供たちの言葉遣いにメスを入れる。

長
は

谷
せ

川
がわ

博
ひろ

之
ゆき

松
まつ

島
しま

博
ひろ

昭
あき

埼玉県熊谷市立奈良中学校群馬県太田市立沢野小学校

安心して学習できる「教室環境設定」と「授業の進め方」～私の方法安心して学習できる「教室環境設定」と「授業の進め方」～私の方法

１

休
み
明
け
、
荒
れ
る
子
供
た
ち
の
言
葉

　

三
か
月
の
休
校
。
六
月
か
ら
学
校
が
再
開
し
た
。
初
日

か
ら
気
に
な
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、

子
供
た
ち
同
士
の
会
話

で
あ
る
。
特
に
、「
友
達
に
対
し
て
の
言
葉
遣
い
が
汚
い
」

「
全
く
友
達
に
話
し
掛
け
な
い
」
こ
の
二
つ
が
気
に
な
っ

た
。
休
校
中
、
長
い
時
間
を
家
庭
で
過
ご
す
。
動
画
か
ら

の
影
響
、
人
と
あ
ま
り
話
を
し
て
い
な
い
子
、
家
庭
で
ス

ト
レ
ス
を
抱
え
た
子
、
様
々
で
あ
る
。

　

い
か
に
、
友
達
同
士
で
の
関
わ
り
を
作
る
か
。
ま
ず
、

休
校
明
け
、
子
供
た
ち
が
使
う
言
葉
に
メ
ス
を
入
れ
る
。

２

言
葉
を
教
え
る
授
業

発
問
1
ど
ん
な
ク
ラ
ス
に
し
た
い
で
す
か
。

　

再
度
ク
ラ
ス
の
共
通
の
目
標
を
確
認
し
た
。（
一
学
期

に
子
供
た
ち
に
確
認
し
て
い
る
）

「
笑
顔
あ
ふ
れ
る
ク
ラ
ス
に
し
た
い
」

「
楽
し
い
ク
ラ
ス
に
し
た
い
」

　

子
供
た
ち
か
ら
キ
ー
ワ
ー
ド
を
出
さ
せ
る
。
私
は
、
全

て
ま
と
め
て
「
最
高
の
ク
ラ
ス
」
を
目
標
と
し
た
。

語
り
:
最
高
の
ク
ラ
ス
に
す
る
た
め
に
必
要
な
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
そ
れ
は
、﹁
み
ん
な
が
使
う
言
葉
﹂
で
す
。

言
葉
に
は
力
が
あ
り
ま
す
。
美
し
い
言
葉
を
使
う
と
身

の
回
り
に
良
い
こ
と
が
起
こ
り
ま
す
。
汚
い
言
葉
を
使

う
と
悪
い
こ
と
が
起
こ
り
ま
す
。
日
本
人
は
、
昔
か
ら

言
葉
の
力
︵
言
霊
︶
を
信
じ
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
だ
け
で
は
、
具
体
的
に
ど
ん
な
言
葉
を
使
え
ば
よ

い
の
か
分
か
ら
な
い
子
が
い
る
。そ
こ
で
言
葉
集
め
を
行
う
。

発
問
2
ど
ん
な
言
葉
を
使
う
と
ク
ラ
ス
の
雰
囲
気
が
良

く
な
り
ま
す
か
。

指
示
ノ
ー
ト
に
書
き
な
さ
い
。

　

書
け
た
子
か
ら
、
発
表
さ
せ
る
。（
い
い
な
と
思
う
言

葉
は
ノ
ー
ト
に
書
く
こ
と
を
伝
え
る
）

　

さ
ら
に
、
言
葉
を
発
表
す
る
と
き
の
ポ
イ
ン
ト
は
、

１
:
表
情　

２
:
目
線　

３
:
声
の
雰
囲
気

で
あ
る
こ
と
も
教
え
る
。（
楽
し
い
雰
囲
気
に
な
る
）

　

言
葉
の
大
切
さ
を
語
り
、
活
動
を
入
れ
教
え
る
。
授
業

中
・
休
み
時
間
に
、「
美
し
い
言
葉
」
を
使
っ
て
い
る
子

を
取
り
上
げ
褒
め
る
こ
と
で
強
化
す
る
。
学
期
始
め
だ
か

ら
こ
そ
「
言
霊
」
に
つ
い
て
指
導
し
、
美
し
い
言
葉
を
あ

ふ
れ
さ
せ
こ
と
で
、
ク
ラ
ス
を
安
心
で
き
る
場
と
す
る
。

▲児童のノート

▲美しい言葉を教室に掲示
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１

教
室
環
境
の
工
夫

　

予
備
の
マ
ス
ク
の
常
備
。

　

マ
ス
ク
は
新
し
い
生
活
様
式
の
最
も
基
本
的
か
つ
重
要

な
ア
イ
テ
ム
で
あ
る
。
小
一
の
我
が
子
が
マ
ス
ク
を
忘
れ

て
登
校
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
途
中
で
気
付
い
て
泣
き

出
し
て
し
ま
っ
た
ら
し
い
。
マ
ス
ク
が
な
い
こ
と
は
、
子

供
に
と
っ
て
一
大
事
な
の
だ
。
ま
た
、
夏
の
暑
い
時
期
で

あ
る
。
汗
で
マ
ス
ク
が
汚
れ
る
こ
と
も
あ
る
だ
ろ
う
。
教

室
に
マ
ス
ク
が
常
備
さ
れ
て
い
れ
ば
、
取
り
替
え
て
あ
げ

る
こ
と
も
で
き
る
。
衛
生
的
に
も
よ
い
。

２

授
業
の
進
め
方

　

休
校
明
け
の
授
業
で
大
切
に
し
た
い
こ
と
を
若
手
教
師

に
示
し
た
。
そ
の
う
ち
の
三
つ
を
紹
介
す
る
。

①
教
師
が
明
る
く
、
笑
顔
で
授
業
を
進
め
る

②
神
経
質
に
な
り
す
ぎ
て
子
供
を
不
安
に
さ
せ
な
い

③
一
週
間
に
一
回
は
ノ
ー
ト
に
コ
メ
ン
ト
を
書
く

　

明
る
く
、
笑
顔
で
授
業
を
す
る
こ
と
は
大
前
提
。
ま
た
、

教
室
環
境
と
し
て
は
三
密
を
避
け
る
工
夫
が
必
要
だ
が
、

授
業
中
は
過
度
に
気
に
し
す
ぎ
な
い
こ
と
も
大
切
だ
。
し

か
し
、
子
供
と
の
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
は
難
し
い
面
も
あ
る
。

そ
こ
で
、
何
の
教
科
で
も
よ
い
の
で
、
一
週
間
に
一
回
は

ノ
ー
ト
を
提
出
さ
せ
て
、
全
員
に
励
ま
し
の
コ
メ
ン
ト
を

書
く
機
会
を
設
け
る
こ
と
を
推
奨
し
た
。
子
供
と
の
距
離

を
縮
め
る
の
は
、
教
師
か
ら
の
言
葉
掛
け
で
あ
る
。
ノ
ー

ト
を
活
用
し
て
褒
め
、
認
め
、
安
心
で
き
る
関
係
を
作
る

こ
と
が
大
切
で
あ
る
こ
と
を
伝
え
た
。

３

保
護
者
に
も
安
心
感
を

　

子
供
と
保
護
者
の
両
者
を
安
心
さ
せ
て
、
初
め
て
安
定

し
た
学
級
・
学
年
経
営
が
な
さ
れ
る
。
例
え
ば
、
学
年
だ

よ
り
や
学
級
通
信
で
子
供
の
様
子
や
、
休
校
明
け
に
大
切

に
し
た
い
指
針
を
載
せ
る
べ
き
だ
ろ
う
。
保
護
者
は
我
が

子
の
様
子
を
心
待
ち
に
し
て
い
る
。

　

高
根
沢
町
で
は
、
学
校
の
様
子
を
各
校
の
校
長
先
生
が

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
毎
日
ア
ッ
プ
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
教

育
長
は
毎
日
各
校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い

る
。
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
る
の
は
ア
ク
セ
ス
数
の
変
動
で
あ

る
。
学
校
が
休
業
に
な
っ
た
三
月
か
ら
五
月
ま
で
の
毎
日

の
ア
ク
セ
ス
数
は
、
い
つ
も
の
倍
以
上
だ
っ
た
そ
う
だ
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
保
護
者
へ
の
強
力
な
情
報
発
信
ツ
ー
ル

な
の
だ
。
だ
か
ら
、
自
身
の
勤
務
校
で
も
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
更
新
し
て
い
る
校
長
先
生
や
担
当
者
に
、
学
年
の
様

子
や
、
前
述
し
た
よ
う
な
工
夫
点
を
載
せ
て
も
ら
え
ば
よ

い
。
保
護
者
の
安
心
感
が
一
気
に
増
す
に
違
い
な
い
。

１

一
年
生
で
も
安
心
で
き
る
﹁
授
業
﹂
づ
く
り

　

話
す
（
聞
く
）
・
読
む
・
書
く
。
こ
れ
ら
の
学
習
活
動

の
中
で
、
一
番
接
触
が
少
な
い
の
は
「
書
く
」
で
あ
る
。

書
い
た
も
の
な
ら
、
接
触
な
し
で
、
確
認
し
た
り
、
交
流

し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
一
年
生
は
書
く

こ
と
を
、
ま
だ
あ
ま
り
学
ん
で
い
な
い
。
ノ
ー
ト
に
意
見

を
書
か
せ
る
、
た
く
さ
ん
の
板
書
を
写
す
と
い
っ
た
こ
と

が
難
し
い
。「
書
く
」
以
外
の
確
認
が
必
要
だ
。
私
は
、

①
確
認
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
増
や
す

②
名
前
を
呼
ん
で
、
褒
め
る

こ
の
二
つ
の
こ
と
を
意
識
し
て
い
る
。

「
で
き
た
ら
ノ
ー
ト
を
持
っ
て
来
な
さ
い
」

　

こ
れ
は
密
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
、
使
い
づ
ら
い
。

そ
こ
で
、「
で
き
た
ら
、
右
手
を
（
左
手
を
）
挙
げ
ま
す
」

「
で
き
た
ら
、立
ち
ま
す
（
丸
を
も
ら
っ
た
ら
座
る
）」「
で

き
た
ら
、
ノ
ー
ト
を
持
ち
上
げ
て
先
生
に
見
せ
ま
す
」

　

こ
う
し
て
確
認
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
増
や
す
。

　

そ
し
て
、
ひ
た
す
ら
名
前
を
呼
ん
で
褒
め
る
。

「
~
さ
ん
、
も
う
手
を
挙
げ
て
い
る
」

　

一
年
生
は
す
ぐ
マ
ネ
を
し
て
手
を
挙
げ
る
。
褒
め
る
と
、

安
心
し
て
笑
顔
に
な
る
。
名
前
を
呼
ん
で
褒
め
る
。
ど
ん

な
状
況
で
も
、
こ
れ
が
最
高
の
確
認
法
で
あ
り
、
授
業
を

支
え
て
く
れ
る
。

２

一
年
生
で
も
安
心
で
き
る
﹁
教
室
環
境
﹂
づ
く
り

　

分
散
登
校
明
け
に
、
一
年
生
で
も
安
心
で
き
る
「
教
室

環
境
」
づ
く
り
を
試
み
た
。
ち
ょ
っ
と
し
た
試
み
が
、
安

心
感
に
つ
な
が
り
、
ク
ラ
ス
を
支
え
て
く
れ
た
。

１
︶
見
通
し
を
示
し
て
、

　

安
心

　

時
間
割
を
示
す
の
は

も
ち
ろ
ん
、
一
日
の
流

れ
（
同
僚
作
成
）
を
掲

示
し
た
。
二
週
間
ご
と

に
変
わ
る
登
校
体
制
に

対
応
し
て
、
見
通
し
を

示
す
よ
う
心
掛
け
た
。

２
︶
ク
ラ
ス
の
友
達
と
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
、
安
心

　

そ
れ
ぞ
れ
の
チ
ー
ム

に
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
か

か
せ
た
。
一
年
生
で
も

か
け
る
よ
う
に
、
絵
だ

け
で
も
Ｏ
Ｋ
と
し
た
。

ま
だ
見
ぬ
友
達
を
意
識

す
る
取
組
だ
。

休
校
明
け
の
学
校
生
活
　「
心
と
体
と
学
習
」
を
安
心
の
中
へ

特集

子供と保護者の安心を
同時に築こう
教室環境設定と授業の進め方の工夫をするのは大切である。
しかし、それを保護者にきちんと伝えて、初めて学級、学年、
学校への安心が得られる。情報発信の一工夫を！

１年生でも安心できる
授業・教室環境づくり
１年生でも安心する「授業における確認」や「教室環境における試み」を実践した。
新型コロナウイルスの状況下でもつながり合うための工夫である。
ちょっとした工夫が、授業や教室、クラスの安心感を支える。

平
ひら

山
やま

勇
ゆう

輔
すけ

水
みず

本
もと

和
かず

希
き

栃木県高根沢町教育委員会神奈川県横浜市立美しが丘西小学校

安心して学習できる「教室環境設定」と「授業の進め方」～私の方法安心して学習できる「教室環境設定」と「授業の進め方」～私の方法
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勤
務
校
で
決
め
ら
れ
た
体
育
の
三
条
件
は
、
次

の
と
お
り
で
あ
る
。

一　

接
触
し
な
い
運
動

二　

用
具
の
共
有
を
し
な
い
運
動

三　

密
集
︵
整
列
・
集
合
︶
し
な
い
運
動

　

限
ら
れ
た
条
件
の
中
で
も
で
き
る
こ
と
が
あ
る
。

優
先
順
位
１　

手
洗
い
指
導

　

体
育
授
業
で
用
い
る
共
用
の
器
具
・
用
具
（
例

え
ば
、
跳
び
箱
や
マ
ッ
ト
、
ボ
ー
ル
な
ど
）
は
簡

単
に
洗
濯
や
除
菌
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。
体
育

授
業
後
に
手
洗
い
を
実
施
す
る
こ
と
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
で
は
な
く
、
日
常
的
な
行
動

で
あ
る
。
学
校
で
統
一
し
た
手
の
洗
い
方
を
す
る

た
め
に
、
動
画
を
作
成
し
た
。
ま
た
、
流
し
に
は

手
洗
い
手
順
を
掲
示
し
て
い
る
。

優
先
順
位
２　

余
裕
の
あ
る
授
業
計
画

　

学
年
ご
と
に
使
用
す
る
水
道
が
決
ま
っ
て
い
る
。

勤
務
校
は
学
年
ご
と
に
水
道
が
十
あ
る
。
一
ク
ラ

ス
三
十
人
、
一
人
三
十
秒
の
手
洗
い
を
す
る
た
め
、

全
員
が
手
を
洗
い
終
わ
る
の
に
二
分
以
上
掛
か
る
。

五
分
の
休
み
時
間
で
は
次
の
授
業
に
影
響
が
出
る
。

そ
の
た
め
、
四
十
五
分
授
業
を
三
十
五
分
で
組
み

立
て
る
。
残
り
十
分
を
手
洗
い
の
時
間
と
し
て
確

保
す
る
。
余
裕
を
も
っ
て
授
業
計
画
を
作
成
す
る
。

　

な
お
、
授
業
計
画
案
を
作
成
し
て
校
内
に
配
布

し
た
（
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
参
照
）。
ワ
ー

ド
形
式
な
の
で
学
校
に
応
じ
て
編

集
し
て
ほ
し
い
。

優
先
順
位
３　

易
し
い
運
動

「
器
械
運
動
系
」
や
「
ボ
ー
ル
運
動
系
」
は
「
で

き
る
、
で
き
な
い
」
が
は
っ
き
り
し
て
い
て
、
子

供
に
ス
ト
レ
ス
を
与
え
る
。
そ
の
た
め
、
誰
で
も

で
き
る
易
し
い
運
動
を
行
う
。

　

体
じ
ゃ
ん
け
ん
が
お
勧
め
で
あ
る
。

⑴
運
動
能
力
の
優
劣
が
な
い
。

⑵
遊
び
の
要
素
で
、
誰
も
が
楽
し
め
る
。

⑶
全
身
を
使
っ
た
運
動
で
、
体
力
を
向
上
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

　

コ
ロ
ナ
時
期
で
も
で
き
る
体
じ
ゃ
ん
け
ん
�
を

考
え
た
（
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
参
照
）。

優
先
順
位
４　

密
集
し
な
い
場
づ
く
り

　

整
列
や
集
合
が
で
き
な
い
。
そ
の
た
め
、
体
育

館
の
床
に
テ
ー
プ
を
貼
っ
た
り
、
校
庭
に
杭
を

打
っ
た
り
し
て
子
供
の
立
ち
位
置
を
決
め
る
。

　

そ
れ
ら
が
で
き
な
い
な
ら
、
毎
時
間
の
体
育
で
、

マ
ー
カ
ー
コ
ー
ン
や
ケ
ン
ス
テ
ッ
プ
で
子
供
の
立

ち
位
置
を
決
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

優
先
順
位
５　

休
憩
を
入
れ
る

　

水
分
補
給
の
時
間
を
つ
く
る
。
ま
た
は
、
体
を

休
め
る
た
め
に
、
発
問
に
よ
る
思
考
場
面
を
つ
く

る
。
ま
た
、
手
本
と
し
て
全
体
に
紹
介
し
た
い
子

を
選
ぶ
。
朝
礼
台
や
体
育
館
ス
テ
ー
ジ
の
上
で
紹

介
す
る
。

発
問
1
○
○
さ
ん
の
ど
こ
が
上
手
で
す
か
。

　

こ
の
間
に
子
供
は
体
を
休
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

思
考
場
面
を
意
図
的
に
つ
く
る
こ
と
が
必
要
で

あ
る
。

優
先
順
位
６　
﹁
で
き
た
﹂
を
実
感

　

接
触
が
で
き
な
く
て
も
、
友
達
同
士
で
「
で
き

た
」
と
思
え
る
運
動
を
行
う
。

指
示
1
先
生
が
﹁
前
﹂
と

言
っ
た
ら
前
に
跳
び
ま
す
。

指
示
2
隣
と
ペ
ア
に
な
り

ま
す
。

発
問
2
ど
う
す
れ
ば
ペ
ア

で
動
き
を
そ
ろ
え
る
こ
と

が
で
き
ま
す
か
。

　

今
年
度
一
年
生
で
実
施
し

た
発
問
は
、﹁
ほ
か
に
ど
ん

な
跳
び
方
が
あ
り
ま
す
か
﹂
だ
。
発
言
を
聞
い
て
、

﹁
○
○
さ
ん
が
考
え
た
動
き
で
や
っ
て
み
よ
う
﹂
と

全
体
に
広
げ
る
こ
と
も
で
き
る
。

優
先
順
位
７　

新
聞
紙
ボ
ー
ル
を
作
成

　

一
人
一
個
あ
れ
ば
、
用
具
の
共
有
を
防
ぐ
こ
と

が
で
き
る
（
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
参
照
）。
ま
た
、
自
分

専
用
の
ボ
ー
ル
に
よ
り
「
用
具
の
準
備
や
片
付
け
」

の
評
価
が
で
き
る
。
で
き
な
い
こ

と
よ
り
も
、
で
き
る
こ
と
を
探
し

て
い
き
た
い
。

手洗いDVD（一部）

流しに手順を掲示

①パーで勝った。（右）

②負けた子の周りをパーの姿勢で
跳ねながら戻る。

︿
例
じ
ゃ
ん
け
ん
シ
ャ
ト
ル
ラ
ン
﹀

①～⑩

⑪～⑳

�～�

休
校
明
け
の
学
校
生
活
　「
心
と
体
と
学
習
」
を
安
心
の
中
へ

特集

教師と子供にとって
時間や気持ちに余裕ができる
授業を展開する
学校によって体育授業の条件が違う。
それでも、子供の健康の保持増進と体力の向上を目指すという
目的は同じである。

工
く

藤
どう

俊
しゅん

輔
すけ

埼玉県新座市立新堀小学校

安心して学習できる「体育の授業」のコツ　優先順位７とは
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休
校
明
け
の
学
校
生
活
　「
心
と
体
と
学
習
」
を
安
心
の
中
へ

特集

一人でゲームをするよりも、
みんなで「五色百人一首」
（教育技術研究所）をした方が楽しい！
濃厚接触しない「五色百人一首」で、子供たちを元気にする。

塩
しお

谷
や

直
なお

大
ひろ

北海道斜里町立斜里小学校

こんなに楽しい日本の伝統文化　「濃厚接触なし」の「五色百人一首」を教室でやる方法とその効果

「デジタルトークライン」で動画公開中！

TOSS教材のお問合わせ、お申込みは
教育技術研究所　0120-00-6564

◆
こ
の
ペ
ー
ジ
の
教
材
は
教
育
技
術
研
究
所
で
お
申
込
み
い
た
だ
け
ま
す
。

１
伝
統
を
断
ち
切
ら
な
い

「
五
色
百
人
一
首
」
は
「
我
が
国
の
文
化
と
伝

統
に
対
す
る
理
解
を
育
て
る
」
の
に
大
変
役
立

つ
教
材
だ
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
終
息
す

る
ま
で
「
五
色
百
人
一
首
」
を
実
践
で
き
な
い

と
い
う
こ
と
は
、
子
供
た
ち
が
百
人
一
首
に
触

れ
る
機
会
が
激
減
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
。

　

百
人
一
首
と
い
う
伝
統
を
、
コ
ロ
ナ
で

途
切
れ
さ
せ
な
い
。

　

こ
の
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
実

践
を
行
っ
た
。

２
一
人
に
一
セ
ッ
ト
と
Ｃ
Ｄ
の
用
意

　

取
り
札
児
童
数
分
を
購
入
し
た
。
接
触
感
染

を
防
ぐ
た
め
一
人
に
一
セ
ッ
ト
使
用
さ
せ
る
。

「
読
み
上
げ
音
声
Ｃ
Ｄ
」
も
購
入
し
た
。
飛
ま

つ
感
染
を
防
ぐ
た
め
だ
。
さ
ら
に
Ｃ
Ｄ
に
合
わ

せ
て
札
を
取
る
と
い
う
ゲ
ー
ム
性
が
高
ま
る
。

　

ま
た
物
を
介
し
た
接
触
感
染
を
防
ぐ
た
め
、

コ
ロ
ナ
が
落
ち
着
く
ま
で
の
間
、
使
う
札
を
個

人
管
理
さ
せ
る
。
使
わ
な
い
と
き
は
教
室
の

ロ
ッ
カ
ー
な
ど
に
入
れ
さ
せ
て
お
く
。

３
机
は
前
に
向
け
た
ま
ま
で

　

本
来
の
や
り
方
で
は
、児
童
の
机
は
「
対
面
」

さ
せ
る
が
、
飛
ま
つ
感
染
を
防
ぐ
た
め
、
全
員
、

前
面
向
き
に
す
る
。
取
り
札
を
一
人
一
セ
ッ
ト

配
付
す
る
。
青
札
を
横
五
枚
・
縦
四
段
に
並
べ

さ
せ
る
。
本
来
の
や
り
方
で
は
、
二
人
で
二
十

枚
を
十
枚
ず
つ
配
り
、
取
り
合
う
。
し
か
し
、

接
触
感
染
、
飛
ま
つ
感
染
の
リ
ス
ク
を
下
げ
る

た
め
一
人
で
二
十
枚
の
札
を
取
ら
せ
る
。

４
最
初
は
教
師
の
読
み
に
合
わ
せ
て

　

ま
ず
は
教
師
が
札
を
読
み
、
そ
の
札
を
取
る

練
習
を
行
う
。
二
十
枚
全
て
読
み
上
げ
、
札
を

一
枚
取
る
た
び
に
褒
め
て
い
く
。
取
る
と
き
は

「
は
い
」
と
言
わ
せ
る
。
取
っ
た
札
は
裏
返
し

て
、
机
の
右
隅
に
重
ね
て
置
か
せ
る
。
中
に
は

札
を
探
す
の
が
難
し
い
子
も
い
る
。
読
む
ス

ピ
ー
ド
を
調
整
し
た
り
、
下
の
句
だ
け
を
繰
り

返
し
読
み
上
げ
た
り
す
る
な
ど
の
配
慮
を
行
う
。

５
音
声
Ｃ
Ｄ
に
合
わ
せ
て
取
ら
せ
る

　

次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

説
明
1

今
か
ら
音
声
Ｃ
Ｄ
を
流
し
ま
す
。
Ｃ

Ｄ
で
す
か
ら
待
っ
て
く
れ
ま
せ
ん
。
次
の
札

を
読
み
上
げ
る
前
に
取
り
ま
す
。
取
る
前
に

次
の
札
を
読
ま
れ
て
し
ま
っ
た
場
合
は
、
も

う
取
れ
ま
せ
ん
。

　

説
明
の
後
、
Ｃ
Ｄ
を
再
生
す
る
。「
向
山
洋

一
が
読
む
五
色
百
人
一
首
」（
教
育
技
術
研
究

所
）
の
ト
ラ
ッ
ク
６
「
五
色
百
人
一
首
は
じ
め

て
の
指
導
（
初
級
）
青
札
」
を
流
す
。
向
山
洋

一
氏
の
音
声
に
合
わ
せ
て
取
ら
せ
る
。
二
十
枚

分
全
て
流
し
、
取
ら
せ
て
い
く
。

　

取
れ
な
か
っ
た
札
を
数
え
さ
せ
る
。
残
り
札

が
ゼ
ロ
な
ら
ば
初
級
は
合
格
と
す
る
。
次
に
同

Ｃ
Ｄ
に
収
録
さ
れ
て
い
る
「
上
級
」
を
少
し
だ

け
聞
か
せ
る
。
先
ほ
ど
の
初
級
と
比
べ
て
、
も

の
す
ご
く
速
い
。
子
供
た
ち
は
衝
撃
を
受
け
る
。

説
明
2

こ
れ
が
日
本
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
ス

ピ
ー
ド
で
す
。
こ
の
速
さ
で
取
れ
る
よ
う
に

練
習
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

子
供
た
ち
の
目
つ
き
が
変
わ
っ
た
。
コ
ロ
ナ

の
影
響
で
、
学
年
や
学
校
の
行
事
が
次
々
と
中

止
に
な
っ
て
い
る
。
学
級
全
員
で
挑
戦
す
る
場

面
が
減
っ
て
い
る
中
、「
上
級
ク
リ
ア
」
と
い

う
共
通
の
目
標
が
設
定
で
き
た
。

　

こ
こ
で
「
五
色
百
人
一
首
読
み
上
げ
Ｃ
Ｄ
」

（
教
育
技
術
研
究
所
）
を
紹
介
す
る
。
Ｃ
Ｄ
プ

レ
ー
ヤ
ー
の
ラ
ン
ダ
ム
再
生
が
可
能
な
の
で
、

練
習
す
る
に
は
非
常
に
便
利
で
あ
る
。
休
み
時

間
な
ど
に
も
挑
戦
し
て
よ
い
こ
と
を
伝
え
る
。

６
ラ
イ
バ
ル
制
度

　

取
る
の
に
慣
れ
て
く
る
と
、
飽
き
て
く
る
児

童
も
出
て
く
る
。
対
戦
相
手
が
い
な
い
か
ら
だ
。

そ
こ
で
、
ラ
イ
バ
ル
を
決
め
さ
せ
る
。

説
明
3

隣
の
席
の
相
手
を
ラ
イ
バ
ル
と
し
ま

す
。
ラ
イ
バ
ル
よ

り
速
く
札
を
取
り

な
さ
い
。
取
っ
た

こ
と
が
相
手
に
分

か
る
よ
う
に
﹁
は

い
！
﹂
と
言
い
な

さ
い
。

　

こ
の
制
度
を
取
り

入
れ
て
、
教
師
が
読

み
上
げ
た
り
、
Ｃ
Ｄ

に
合
わ
せ
て
取
ら
せ

た
り
す
る
と
盛
り
上

が
る
。
状
況
が
許
せ

ば
、
一
試
合
ご
と
に

座
る
席
を
入
れ
替
え
さ
せ
て
、
ラ
イ
バ
ル
を
変

化
さ
せ
る
と
、
更
に
熱
中
す
る
。

　

家
で
ゲ
ー
ム
し
て
い
る
よ
り
も
、楽
し
い
！

と
言
う
子
が
い
る
ほ
ど
だ
っ
た
。
学
校
の
新
し

い
生
活
様
式
の
中
で
も
、
工
夫
次
第
で
子
供
た

ち
を
熱
中
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
と
実
感
し
た
。
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１

通
常
の
指
導
＋
α
で
﹁
安
全
な
給
食
﹂

　

学
校
給
食
に
お
け
る
衛
生
管
理
は
「
学
校
給
食
衛
生
管

理
基
準
」
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
て
い
る
。
通
常
の
指
導
と

は
、
こ
こ
で
示
さ
れ
て
い
る
「
手
洗
い
」「
換
気
」「
給
食

当
番
の
衛
生
チ
ェ
ッ
ク
」
で
あ
る
。

　

ま
ず
は
、
こ
の
基
本
の
指
導
を
徹
底
す
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。
そ
し
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
対
応
し
た

＋
α
の
指
導
を
す
れ
ば
よ
い
。

　

予
防
方
法
は
「
体
内
に
ウ
イ
ル
ス
を
入
れ
な
い
」
と
い

う
一
点
の
み
。
特
に
給
食
時
に
留
意
す
べ
き
は
、

①
自
分
の
手
か
ら
口
へ
（
喫
食
時
）

②
空
気
中
か
ら
鼻
と
口
へ
（
呼
吸
時
）

の
二
パ
タ
ー
ン
で
あ
る
。

　

①
で
は
、
手
洗
い
後
の
行
動
に
注
意
す
る
。
扉
や
本
棚
、

髪
や
顔
な
ど
を
触
ら
な
い
よ
う
に
指
導
す
る
（
長
い
髪
は
、

手
洗
い
前
に
ヘ
ア
ゴ
ム
で
束
ね
さ
せ
る
）。「
あ
と
は
給
食

を
食
べ
る
だ
け
」
と
い
う
状
態
に
し
て
か
ら
、
配
膳
す
る
。

　

②
で
は
、
喫
食
時
は
マ
ス
ク
を
外
す
た
め
、
感
染
し
や

す
い
状
況
で
あ
る
こ
と
を
押
さ
え
る
。「
お
し
ゃ
べ
り
を

し
な
い
少
し
の
我
慢
は
、
み
ん
な
の
命
を
守
る
大
切
な
行

動
で
あ
る
」
と
い
う
趣
意
説
明
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

２

感
染
対
策
を
プ
ラ
ス
に
﹁
楽
し
い
給
食
﹂

　

給
食
時
の
制
限
を
逆
説
的
に
考
え
る
。

・
全
員
が
同
じ
方
向
を
向
く
↓
同
じ
も
の
を
見
や

す
い

・
し
ゃ
べ
ら
な
い
↓
食
事
に
集
中
し
や
す
い

　

給
食
指
導
の
絶
好
の
機
会
で
あ
る
。

☆
給
食
ク
イ
ズ
︵
視
覚
や
味
覚
を
活
用
さ
せ
る
問
題
︶

・
今
日
の
食
材
は
、
十
種
類
以
上
あ
る
。
○
か
×
か
。

・
こ
の
料
理
の
味
付
け
に
使
わ
れ
て
い
る
調
味
料
は
？

　

掲
示
で
示
す
（
タ
イ
ト
ル
横
の
写
真
参
照
。
給
食
時
の

板
書
は
避
け
る
）。
黙
読
さ
せ
、
考
え
さ
せ
る
。
答
え
合

わ
せ
は
給
食
後
。
工
夫
次
第
で
、
教
科
の
学
習
と
給
食
を

つ
な
げ
、
思
考
場
面
を
生
み
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

☆
食
事
の
仕
方
の
指
導
︵
マ
ナ
ー
指
導
や
体
験
︶

・
一
口
の
咀そ

嚼し
ゃ
く

回
数
を
数
え
る
（
味
わ
っ
て
食
べ
る
）

・
正
し
い
箸
の
持
ち
方
で
食
べ
る

　

大
切
な
の
は
家
庭
と
の
連
携
で
あ
る
。
給
食
だ
よ
り
の

ほ
か
、
学
年
通
信
な
ど
で
も
、
学
校
で
の
食
に
関
す
る
指

導
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
た
だ
け
る
と
有
難
い
。

　

笑
顔
で
給
食
を
食
べ
れ
ば
、
教
室
は
明
る
く
な
る
。
教

師
の
笑
顔
で
、
お
い
し
く
楽
し
い
給
食
時
間
に
し
た
い
。

休
校
明
け
の
学
校
生
活
　「
心
と
体
と
学
習
」
を
安
心
の
中
へ

特集

一人でできる遊びや
触れずにできる遊びの工夫
教師の得意なことなどを生かして、休み時間を楽しく過ごせる例をご紹介する。
休み時間の最後にはうがいと手洗いを忘れずに。

安全で楽しい給食の
時間を実現する
新型コロナウイルスの感染リスクが、
最も高い給食の時間。「安全」と「楽しさ」を
両立することのできる給食指導の提案。

松
まつ

井
い

明
あきら

高
たか

田
だ

直
なお

美
み

埼玉県公立小学校公立小学校　栄養教諭

３密を防ぐ「楽しい休み時間」の知恵～管理職からの提言３密を防ぐ「楽しい給食」の知恵～栄養教諭からの提言

１

雑
草
探
し

　

勤
務
校
に
は
植
物
の
知
識
が
豊
富
な
教
員
が
い
る
。
敷

地
内
に
は
八
十
を
超
え
る
種
類
の
雑
草
が
あ
る
そ
う
だ
。

そ
の
教
員
が
、
休
み
時
間
に
は
子
供
に
呼
び
掛
け
て
雑
草

探
し
を
し
て
い
る
。

　

ル
ー
ル
は
次
の
と
お
り
だ
。

①
一
人
で
探
す
。

②
一
回
の
休
み
時
間
に
摘
め
る
草
は
一
種
類
の
み
と
す
る
。

③
教
室
に
戻
っ
て
か
ら
教
員
に
雑
草
を
見
せ
る
。

　

珍
し
い
雑
草
を
見
付
け
る
と
、
高
い
ポ
イ
ン
ト
を
も
ら

え
る
。
子
供
た
ち
は
校
庭
の
隅
々
ま
で
「
探
検
」
し
て
い

る
。

　

昆
虫
が
得
意
な
方
な
ら
昆
虫
で
、
気
象
の
造
詣
が
深
い

方
な
ら
雲
の
形
で
同
じ
よ
う
な
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

タ
ブ
レ
ッ
ト
が
あ
る
学
校
な
ら
ば
、
教
室
ま
で
持
っ
て
来

な
く
て
も
、
子
供
が
撮
っ
た
写
真
で
同
じ
こ
と
が
で
き
る
。

２

ス
ク
ー
ル
ゲ
ッ
サ
ー
︵
場
所
当
て
︶

　

グ
ー
グ
ル
マ
ッ
プ
に
ジ
オ
ゲ
ッ
サ
ー
（GeoGuessr

）

と
い
う
ゲ
ー
ム
が
あ
る
。
ス
ト
リ
ー
ト
ビ
ュ
ー
上
で
ラ
ン

ダ
ム
に
飛
ば
さ
れ
る
場
所
を
当
て
る
も
の
だ
。

　

そ
れ
を
学
校
内
に
置
き
換
え
て
行
う
。
校
庭
の
片
隅
や

校
舎
の
一
部
分
を
ア
ッ
プ
で
撮
影
す
る
。
こ
こ
は
ど
こ
か
、

ど
こ
か
ら
撮
っ
た
写
真
か
を
探
さ
せ
る
。

　

タ
ブ
レ
ッ
ト
が
あ
れ
ば
、
同
じ
角
度
か
ら
撮
っ
て
き
た

も
の
を
示
せ
れ
ば
そ
れ
が
答
え
に
な
る
。

　

こ
れ
な
ら
ば
特
別
な
知
識
が
な
く
て
も
で
き
る
だ
ろ
う
。

３

エ
ア
○
○

　

い
つ
も
行
っ
て
い
る
遊
び
を
「
エ
ア
（
=
触
ら
な
い
）

○
○
」
と
し
て
行
う
こ
と
も
で
き
る
。

　

エ
ア
鬼
ご
っ
こ
で
は
、
背
後
か
ら
「
タ
ッ
チ
」
と
言
わ

れ
た
ら
捕
ま
っ
た
こ
と
に
な
る
。
エ
ア
リ
レ
ー
で
は
バ
ト

ン
を
渡
す
ふ
り
を
す
る
。

４

必
ず
う
が
い
、
手
洗
い
を

　

最
初
の
二
つ
は
「
一
人
で
遊
ぶ
こ
と
」
を
意
図
し
た
活

動
だ
。
そ
う
は
言
っ
て
も
、
子
供
同
士
は
く
っ
つ
い
て
し

ま
う
も
の
だ
。
低
学
年
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
そ
の
傾
向

は
強
ま
る
。

　

休
み
時
間
が
終
わ
っ
た
ら
、
必
ず
う
が
い
と
手
洗
い
を

行
っ
て
ほ
し
い
。

　

な
お
、
校
庭
が
狭
い
学
校
や
児
童
数
が
多
い
学
校
で
は
、

「
密
」
を
避
け
る
た
め
に
休
み
時
間
を
ず
ら
し
た
り
、
校

庭
に
出
ら
れ
る
学
年
を
限
定
し
た
り
と
い
う
工
夫
も
必
要

に
な
る
だ
ろ
う
。
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は
、
ど
の
よ
う
に
数
え
る
と
よ
い

で
し
ょ
う
。
分
か
っ
た
人
は
お
隣

さ
ん
に
教
え
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

「
印
を
付
け
な
が
ら
」「
○
を
付
け

な
が
ら
」「
10
の
固
ま
り
を
囲
む
」

な
ど
出
て
く
る
の
で
、
教
師
は
、
印

を
付
け
な
が
ら
一
緒
に
数
え
さ
せ
る
。

指
示
2
念
の
た
め
、
自
分
の
教
科

書
の
ど
ん
ぐ
り
に
も
、
印
を
か
き

な
が
ら
数
を
数
え
ま
し
ょ
う
。

指
示
3
10
個
を
大
き
な
袋
の
中
に

入
れ
ま
し
ょ
う
︵
囲
む
︶。
一
つ

の
大
き
な
固
ま
り
が
で
き
ま
し
た
。

　
　

囲
ん
だ
下
に
、
10
と
書
き
ま
す
。

発
問
3
バ
ラ
は
何
個
で
す
か
。

指
示
4
バ
ラ
の
ど
ん
ぐ
り
の
下
に

３
と
書
き
ま
し
ょ
う
。

指
示
5
先
生
の
後
に
つ
い
て
読
み

ま
す
。
10
と
３
で
13
。

発
問
4
み
さ
き
さ
ん
が
拾
っ
た
ど

ん
ぐ
り
は
何
個
で
し
ょ
う
。
同
じ

よ
う
に
書
い
て
数
え
て
み
ま

し
ょ
う
。

「
10
と
○
で
□
」
と
繰
り
返
し
言
わ

せ
、「
10
と
幾
つ
」
を
意
識
さ
せ
る
。

　

導
入
は
百
玉
そ
ろ
ば
ん
で
。

①
20
ま
で
の
順
唱
。
玉
の
動
き
に
合

わ
せ
て
テ
ン
ポ
良
く
唱
え
さ
せ

る
。

②
20
か
ら
の
逆
唱
。

③
10
の
合
成
と
分
解
。

④
20
ま
で
の
数
の
合
成
。

「
10
と
１
で
11
」「
10
と
２
で
12
」

…
…
「
10
と
10
で
20
」

10
の
固
ま
り
を
作
る
。

発
問
1
ど
ん
ぐ
り
は
幾
つ
あ
る
か

数
え
ま
し
ょ
う
。

指
示
1
念
の
た
め
、
先
生
と
一
緒

に
数
え
ま
し
ょ
う
。

　

電
子
黒
板
な
ど
を
利
用
し
て
、
全

体
で
確
認
し
な
が
ら
数
え
る
。
始
め

は
、
指
で
押
さ
え
な
が
ら
数
え
、
わ

ざ
と
教
師
が
同
じ
と
こ
ろ
を
押
さ
え

て
数
え
間
違
え
る
。
子
供
た
ち
は

口
々
に
間
違
い
を
指
摘
し
て
く
る
。

発
問
2
間
違
え
な
い
で
数
え
る
に

発問１  どんぐりは幾つあるか数
えましょう。

指示  念のため、先生と一緒に数
えましょう。

発問２ 間違えないで数えるには、
どのように数えるとよいでしょう。

東京都大田区立東糀谷小学校

下
しも

山
やま

 てるみ

「10より
おおきいかず」

「10と○で□」と繰り返し言
わせることで、「10（の固ま
り）と幾つ」と見ることがで
きるようにさせていく。

大阪府泉佐野市立第三小学校

勇
いさみ

和
かず

代
よ

「かたかなをみつけ
よう」
カタカナは少しずつ、毎日練
習することで覚えられる。

光村図書・１年上・p.112-113東京書籍・１年②・p.36-38

イラスト：ナカジマ ヤヨイ

※教科書をもとにかき起こしました。

し
、
な
か
な
か
カ
タ
カ
ナ
が
定
着
し

な
い
子
も
い
る
。

　

そ
の
た
め
、
前
述
の
カ
タ
カ
ナ
タ

イ
ム
に
問
題
を
出
し
て
練
習
を
す
る
。

︿
教
師
﹀
黒
板
の
上
部
分
に
①
~

⑤
の
番
号
を
書
く
。
そ
の
下
に

ひ
ら
が
な
で
言
葉
を
書
く
。

︿
児
童
﹀
ノ
ー
ト
の
上
部
分
に
①

~
⑤
の
番
号
を
書
く
。
そ
の
下

に
黒
板
の
言
葉
を
カ
タ
カ
ナ
に

直
し
て
書
く
。

　

言
葉
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を

変
え
て
い
く
と
飽
き
な
い
。
例

え
ば
、「
お
や
つ
編
」（
ケ
ー
キ
・

ゼ
リ
ー
・
プ
リ
ン
・
ク
ッ
キ
ー
・

ド
ー
ナ
ツ
）
な
ど
。

　

で
き
た
子
か
ら
ノ
ー
ト
を
点
検
す

る
。
時
間
差
が
で
き
る
の
で
、
早
い

子
は
ノ
ー
ト
に
そ
の
言
葉
の
イ
ラ
ス

ト
を
描
い
た
り
、
色
を
塗
っ
た
り
し

て
時
間
調
整
す
る
と
よ
い
。

１
カ
タ
カ
ナ
練
習
時
間
を
授
業

に
組
み
込
む

　

一
学
期
に
は
、
時
間
を
掛
け
て
丁

寧
に
ひ
ら
が
な
指
導
を
す
る
。
し
か

し
、
カ
タ
カ
ナ
に
は
充
分
時
間
を
取

れ
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
そ
こ
で
、

毎
時
間
七
分
程
度
、
上
記
の
よ
う
な

カ
タ
カ
ナ
問
題
を
出
す
と
よ
い
。
四

十
五
分
を
パ
ー
ツ
分
け
し
て
み
る
。

⑴
フ
ラ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
（
カ
タ

カ
ナ
言
葉
な
ど
）:
五
分

⑵
カ
タ
カ
ナ
タ
イ
ム
:
七
分

⑶
音
読
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
読
み
:

十
分

⑷
今
日
の
発
問
に
つ
い
て
ノ
ー

ト
に
答
え
を
書
く
・
意
見
交

換
:
二
十
分

⑸
授
業
の
感
想
:
三
分

２
カ
タ
カ
ナ
タ
イ
ム
の
内
容

　

九
月
は
、「
あ
か
ね
こ
カ
タ
カ
ナ

ス
キ
ル
」（
光
村
教
育
図
書
）
を
使
っ

て
カ
タ
カ
ナ
指
導
を
進
め
る
。
し
か

指示  先生の書いたひらがなの言葉を、
カタカナに直しましょう。○をもらっ
た人は、その言葉の絵を描いて待ち
ましょう。
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指示２  みんなも指でまとめます。

発問  幾つですか。
まとめて考える

（　）を使った式は、子供た
ちに「まとめて考える」仕方
を繰り返し意識させる。

指示１  地図の「公園の入り口」
に指を置きなさい。

指示２  みどりさんの案内で、大
事だと思う言葉を〇で囲みなさ
い。

「ことばでみちあん
ない」
スモールステップで大事な
言葉をメモしよう。

長野県長野市立東条小学校

小
こ

松
まつ

裕
ひろ

明
あき

兵庫県加古川市立平岡小学校

溝
みぞ

端
はた

久
く

輝
き

子
こ

光村図書・２年上・p.112-113

イラスト：ナカジマ ヤヨイ

啓林館・２年上・p.118-119

発
問
1
幾
つ
で
す
か
。

（
10
で
す
）

指
示
3
線
で
つ
な
い
で
10
と
書
き

ま
す
。

　

こ
れ
と
同
じ
や
り
方
で
、
練
習
問

題
も
解
か
せ
る
。
必
ず
指
を
当
て
さ

せ
る
。

発
問
2
ま
と
め
た
10
を
足
し
ま
す
。

　

何
＋
何
で
す
か
。

（
17
＋
10
）

指
示
4
次
の
よ
う
に
書
き
ま
す
。

　

線
の
書
き
方
は
、
そ
れ
ま
で
の
指

導
の
様
子
な
ど
で
吟
味
さ
れ
る
だ
ろ

う
。
二
つ
例
示
し
て
お
く
（
ノ
ー
ト
）。

　

次
の
よ
う
に
読
ま
せ
る
。

「
17
＋
（
６
＋
４
）
は
、
６
と
４
を
ま

と
め
て
10
、
17
＋
10
は
27
で
す
」

　

問
題
を
解
い
た
後
に
、
最
初
の
挿

絵
に
戻
っ
て
、
陸
の
あ
ひ
る
を
囲
ま

せ
、
６
＋
４
と
書
か
せ
る
。

　

子
供
に
と
っ
て
前
か
ら
順
に
計
算

し
な
い
こ
と
が
初
め
て
で
あ
る
。

「
ま
と
め
て
考
え
る
」
を
繰
り
返
し

意
識
さ
せ
る
。

（　

）
を
使
っ
た
式
。

　

教
科
書
で
は
、
次
の
考
え
方
で
一

貫
し
て
教
え
て
い
る
。

　

ま
と
め
る
。

　

見
開
き
二
ペ
ー
ジ
の
中
で
、「
ま

と
め
て
考
え
る
」「
ま
と
め
て
た
す
」

と
い
う
言
葉
が
六
回
繰
り
返
さ
れ
る
。

二
年
生
の
学
習
で
は
、（　

）
を
使
っ

た
式
は
、
三
つ
の
数
の
た
し
算
の
問

題
の
み
登
場
す
る
。

　

子
供
た
ち
の
思
考
も
、「
ま
と
め

て
足
す
」
で
進
め
て
い
く
。

﹁
ま
と
め
て
考
え
る
し
か
た
は
、

︵　
　

︶
を
つ
か
っ
て
一
つ
の
し
き

に
か
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。︵　
　

︶

の
中
は
さ
き
に
計
算
し
ま
す
。﹂

　

子
供
に
、
こ
の
ま
と
め
の
文
章
を

読
ま
せ
た
後
、
黒
板
に
式
を
書
い
て

説
明
す
る
。

指
示
1
６
と
４
を
ま
と
め
ま
す
。

（　

）
の
上
に
指
を
当
て
る
。

指
示
2
み
ん
な
も
指
で
ま
と
め
ま

す
。

な
ど
の
言
葉
を
囲
ん
で
い
た
ら
よ
い
。

〇
で
囲
ん
だ
言
葉
が
大
事
な
こ
と
を

確
認
し
、
次
の
よ
う
に
指
示
す
る
。

指
示
３

も
う
一
度
、
み
ど
り

さ
ん
の
案
内
を
読
み
ま
す
。

今
度
は
、
聞
き
な
が
ら
、
〇

で
囲
ん
だ
大
事
な
言
葉
だ
け

を
ノ
ー
ト
に
書
き
ま
し
ょ
う
。

　

教
師
が
も
う
一
度
み
ど
り
さ
ん
の

案
内
を
読
む
。
〇
で
囲
ん
だ
言
葉
が

書
け
て
い
る
か
確
認
し
、
で
き
て
い

た
ら
「
メ
モ
取
り
名
人
」
と
名
付
け
、

「
ス
ー
パ
ー
二
年
生
だ
」と
褒
め
る
。こ

れ
が
メ
モ
を
取
る
こ
と
だ
と
教
え
る
。

３
道
案
内
の
練
習

指
示
４

待
ち
合
わ
せ
の
場
所

を
決
め
て
〇
で
囲
み
な
さ
い
。

　

教
師
の
所
に
持
っ
て
来
さ
せ
、
決

ま
っ
た
児
童
か
ら
案
内
文
を
ノ
ー
ト

に
書
か
せ
る
。
次
の
時
間
は
、
案
内

を
す
る
子
、
メ
モ
を
取
る
子
に
分
か

れ
て
話
を
す
る
。

１
教
師
が
案
内
役

指
示
１

先
生
が
道
案
内
を
し

ま
す
。
地
図
の
「
公
園
の
入

り
口
」
に
指
を
置
き
な
さ
い
。

教
科
書
の
絵
は
、「
公
園
の
入
り
口
」

が
一
目
で
分
か
り
に
く
い
。
拡
大
図

を
示
し
た
り
机
間
巡
視
し
た
り
し
て
、

全
員
が
「
公
園
の
入
り
口
」
を
分
か
っ

て
い
る
か
確
認
す
る
。
み
ど
り
さ
ん

の
案
内
を
教
師
が
読
み
な
が
ら
、
子

供
は
地
図
を
た
ど
っ
て
い
く
。

２
メ
モ
を
取
る
練
習

指
示
２
み
ど
り
さ
ん
の
案
内

で
、
大
事
だ
と
思
う
言
葉
を

〇
で
囲
み
な
さ
い
。

　

大
事
な
言
葉
を
メ
モ
に
取
る
の
は

難
し
い
。
子
供
は
文
章
で
書
こ
う
と

し
て
し
ま
う
。
そ
こ
で
、
い
き
な
り

メ
モ
を
取
ら
せ
る
の
で
は
な
く
、
大

事
な
言
葉
を
選
ば
せ
る
。「
バ
ラ
園
」

「
し
ば
ら
く
行
っ
た
ら
右
」「
ベ
ン
チ
」



3233 2020. 9

現在進行形の教科書単元 すぐに追試できる開始15分間の発問算
国

M
athematic

s

算数
3年 Japanese

国語
3年発問  司会が使う言葉の例を「田

中さんたちの話し合い」の中か
ら見付けましょう。司会が使う
言葉は、どんな言葉で、どのよ
うなときに使うのでしょうか。

「グループの合い言葉
をきめよう」

「司会が使う言葉」を使って、
司会名人になろう。
初めての「話し合いを進める
役わり」である「司会」。
何度も音読し、聞き慣れ、言
い慣れ、使ってみる。

元・広島県公立学校教諭

笠
かさ

井
い

美
み

香
か

東京書籍・３年上・p.116-124

確
か
め
る
言
葉

・
こ
れ
か
ら
、
~
に
つ
い
て
話
し
合
い

ま
す
。

・
は
じ
め
に
、
~
を
出
し
合
っ
て
か
ら
、

　

次
に
、
~
を
き
め
て
い
き
ま
す
。

意
見
を
出
し
合
う
・
話
し
合
う
言
葉

・
意
見
を
出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
し
つ
も
ん
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

・
○
さ
ん
は
、
ど
う
思
い
ま
す
か
。

・
そ
ろ
そ
ろ
き
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

ま
と
め
る
言
葉

・
話
し
合
っ
た
こ
と
を
た
し
か
め
ま
す
。

・
~
は
、
○
○
に
き
ま
り
ま
し
た
。

児
童
:
長
椅
子
に
座
れ
ず
に
残
っ
た

人
の
数
で
す
。

「
８
」
の
数
字
の
下
に
「
き
ゃ
く
」、

「
３
」
の
数
字
の
下
に
「
人
」
と
書

き
込
ま
せ
る
。

　

続
け
て
、
だ
い
ち
さ
ん
・
ひ
な
た

さ
ん
の
セ
リ
フ
を
読
ま
せ
る
。

発
問
4
ひ
な
た
さ
ん
の
セ
リ
フ
は

﹁
の
こ
り
３
人
。
み
ん
な
す
わ
る

に
は
⋮
﹂、
続
き
に
ど
ん
な
言
葉

が
入
り
そ
う
で
す
か
。

児
童
:
も
う
１
脚
、
長
椅
子
が
必
要

で
す
。

発
問
5
こ
の
こ
と
が
分
か
る
図
が

教
科
書
に
あ
り
ま
す
。
指
で
押
さ

え
な
さ
い
。

　

こ
う
し
て
、
教
科
書
に
描
か
れ
て

い
る
図
か
ら
、
残
り
三
人
が
座
る
た

め
に
は
、
長
椅
子
が
も
う
一
脚
必
要

で
あ
る
こ
と
を
押
さ
え
る
。

　

式
で
表
さ
れ
る
数
字
が
何
を
表
し

て
い
る
か
、
言
葉
や
図
で
押
さ
え
る

こ
と
で
、
こ
の
よ
う
な
問
題
は
答
え

ま
で
た
ど
り
着
く
こ
と
が
で
き
る
。

　

類
題
も
同
じ
よ
う
に
問
か
せ
よ
う
。

　

式
で
表
さ
れ
る
数
字
が
何
を
表
し

て
い
る
の
か
。
次
の
よ
う
な
問
題
を

解
く
た
め
に
は
、
そ
の
こ
と
を
問
う

こ
と
が
大
事
だ
。

︿
問
題
﹀

35
人
の
子
ど
も
が
、長
い
す
１

き
ゃ
く
に
４
人
ず
つ
す
わ
っ
て

い
き
ま
す
。

　

み
ん
な
す
わ
る
に
は
、
長
い

す
が
何
き
ゃ
く
い
り
ま
す
か
。

発
問
1
式
は
ど
う
な
り
ま
す
か
。

児
童
:
35
÷
４
=
８
あ
ま
り
３
で
す
。

　

教
科
書
に
書
い
て
あ
る
の
で
、
子

供
た
ち
は
す
ぐ
に
答
え
る
こ
と
が
で

き
る
。

　

次
に
、
式
で
表
さ
れ
る
数
字
の
意

味
を
問
う
。

発
問
2
35
÷
４
=
８
あ
ま
り
３
。

﹁
８
﹂
は
何
を
表
し
た
数
で
す

か
？

児
童
:
長
椅
子
の
数
で
す
。

発
問
3
﹁
３
﹂
は
何
を
表
し
た
数

で
す
か
？

発問①  35÷４＝８あまり３。
 「８」は何を表した数ですか？
指示②  「３」は何を表した数です

か？

青森県十和田市立四和小学校

黒
くろ

滝
たき

誠
まこ

人
と

あまりを考えて～式
の数字の意味を問う
言葉や図で式の数字の意味を
確認しよう。

啓林館・３年上・p.111

科
書
に
ま
と
め
て
あ
る
）」
を
見
付

け
さ
せ
、
四
角
で
囲
ま
せ
る
。

　

さ
ら
に
、「
司
会
が
使
う
言
葉
」

は
、「
確
か
め
る
」
と
き
、「
意
見
を

出
し
合
う
」「
話
し
合
う
」と
き
、「
ま

と
め
る
」
と
き
に
使
う
こ
と
を
確
認

す
る
。

「
司
会
が
使
う
言
葉
」
は
、
何
度
も

読
ま
せ
、
言
い
回
し
に
慣
れ
さ
せ
る
。

教
科
書
に
出
て
く
る
話
し
合
い
場
面

の
司
会
役
に
な
り
き
っ
て
読
ん
だ
り
、

読
み
進
め
た
り
す
る
と
き
に
、「
司

会
が
使
う
言
葉
」
だ
け
を
大
き
い
声

や
小
さ
い
声
で
強
調
し
て
読
ん
だ
り

す
る
。
ま
た
、
教
科
書
に
出
て
く
る

登
場
人
物
の
人
数
だ
け
（
四
人
）
で

役
割
読
み
を
す
る
。「
司
会
が
使
う

言
葉
」
は
、
実
際
に
使
う
こ
と
で
定

着
し
て
い
く
の
で
、
国
語
以
外
の
時

間
も
話
し
合
い
を
設
け
る
。

　

上
枠
に
載
せ
て
い
る
表
は
、
教
科

書
に
出
て
い
る
「
司
会
が
使
う
言

葉
」
の
例
。
ク
ラ
ス
の
中
で
出
て
き

た
「
司
会
が
使
っ
た
言
葉
」
を
随
時
、

こ
の
表
に
加
え
て
い
き
た
い
。

発
問

司
会
が
使
う
言
葉
の
例

を
「
田
中
さ
ん
た
ち
の
話
し

合
い
」
の
中
か
ら
見
付
け
ま

し
ょ
う
。
司
会
が
使
う
言
葉

は
ど
ん
な
言
葉
で
、
ど
の
よ

う
な
と
き
に
使
う
の
で
し
ょ

う
か
。

指
示
1
「
司
会
が
使
う
言
葉
」

を
四
角
で
囲
み
ま
し
ょ
う
。

指
示
2
「
~
の
と
き
に
使
い
ま

す
」
の
「
~
」
を
考
え
ま
し
ょ

う
。

　

初
め
て
「
司
会
」
の
い
る
話
し
合

い
活
動
を
行
う
単
元
で
あ
る
。

　

子
供
た
ち
は
、
一
年
生
の
と
き
か

ら
、
日
直
に
な
っ
て
、
司
会
進
行
役

（
話
し
合
い
を
進
め
る
役
割
）
を
し

た
り
、
友
達
が
や
っ
て
い
た
り
、
上

級
生
が
い
ろ
い
ろ
な
行
事
で
司
会
を

し
て
い
る
の
を
聞
い
た
り
、
見
た
り

し
て
い
る
。
導
入
で
は
、
そ
ん
な
経

験
を
思
い
出
さ
せ
る
。　

　

次
に
、
話
し
合
い
活
動
の
せ
り
ふ

か
ら
、「
司
会
が
使
う
言
葉
の
例
（
教
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京都府京都市立深草小学校

安
やす

江
え

愛
あい

「あなたなら、どう
言う」

「相手の立場になって考える」
とはどういうことか。行動の
選択肢をたくさん出し合って
から、対話の練習をさせる。

光村図書・４年上・p.118-119

指示  一の位を指で隠しなさい。
商がたつ位置を指で隠しなさい。

千葉県我孫子市立我孫子第三小学校

河
こう

野
の

健
けん

一
いち

「２けたの数でわる
筆算」
指で隠すことで商の見当が
付けやすくなる。
どこを指で隠すのか。それを
教えることが大切である。

図①

2	 1	 	 8	 4	

2	 1	 	 8	 4	

図②

2	 4	 	 1	 5	 3

2	 1	 	 1	 5	 3

図③

2	 1	 	 3	 4	 5

2	 1	 	 3	 4	 5

2	 1	 	 3	 4	 5
2	 1
1	 3	 5

1

イラスト：ナカジマ ヤヨイ

と
発
問
し
、
出
た
意
見
を
板
書
し
て

い
く
。

・
家
の
外
で
遊
ぶ
。

・
一
緒
に
弟
の
片
付
け
を
手
伝
う
。

・
弟
の
掃
除
が
終
わ
っ
た
ら
、
家
で

遊
ぶ
。

・
姉
の
友
達
が
帰
っ
て
か
ら
、
一
緒

に
片
付
け
る
約
束
を
す
る
。

な
ど
の
選
択
肢
が
出
る
だ
ろ
う
。
こ

れ
が
「
相
手
の
立
場
に
な
っ
て
考
え

る
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

３
子
供
に
や
ら
せ
て
み
る

　

グ
ル
ー
プ
に
分
け
て
対
話
練
習
を

さ
せ
る
の
は
ま
だ
早
い
。
全
体
の
前

で
、
何
パ
タ
ー
ン
か
対
話
を
さ
せ
て

み
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
そ
れ
が

お
手
本
と
な
る
の
だ
。

　

け
ん
か
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、

対
話
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

そ
し
て
、
け
ん
か
に
な
っ
た
例
と

比
較
し
て
、
何
が
よ
か
っ
た
の
か
を

全
体
で
確
認
し
て
か
ら
、
グ
ル
ー
プ

で
の
対
話
練
習
を
さ
せ
る
。

１
あ
え
て
、
け
ん
か
し
て
み
る

　

ま
ず
は
、
教
師
が
姉
の
役
に
な
っ

て
、
悪
い
お
手
本
を
示
す
。
あ
え
て
、

弟
と
け
ん
か
に
な
る
対
話
を
し
て
み

せ
る
の
だ
。
そ
し
て
、

　

感
想
を
ど
う
ぞ
。

と
指
示
を
出
し
、
子
供
た
ち
に
感
想

を
言
わ
せ
る
。
姉
の
言
い
方
、
言
葉

遣
い
、
表
情
、
声
に
関
す
る
感
想
な

ど
が
た
く
さ
ん
出
る
だ
ろ
う
。

　

ま
た
、
聞
い
て
い
た
子
供
た
ち
だ

け
で
な
く
、
弟
役
を
し
た
子
供
に
も

感
想
を
言
わ
せ
る
。

２
選
択
肢
を
多
く
出
さ
せ
る

　

そ
も
そ
も
、
言
い
方
さ
え
変
え
れ

ば
い
い
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
相

手
の
（
弟
の
）
立
場
に
な
っ
て
考
え

な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
そ
の
た
め
に
、

　

け
ん
か
に
な
ら
な
い
た
め
に
、

姉
は
ど
ん
な
行
動
を
取
れ
ば
い

い
で
す
か
。

（わざと、けんかになるように教師
が演じてみせてから……）

指示  感想をどうぞ。

発問  けんかにならないために、
姉はどんな行動を取ればいいで
すか。

に
な
る
。

　

こ
の
場
合
は
、
商
は
一
の
位
に
た

つ
。
だ
か
ら
、
わ
ら
れ
る
数
１
５
３

の
３
を
隠
さ
せ
る
。
15
÷
２
と
考
え
、

７
を
た
て
る
の
で
あ
る
。

　

３
４
５
÷
21
の
よ
う
な
問
題
だ
と

図
③
の
よ
う
に
な
る
。

　

商
は
十
の
位
に
た
つ
。
だ
か
ら
、

わ
ら
れ
る
数
は
十
の
位
の
４
を
隠
す
。

　

３
÷
２
に
な
る
か
ら
、
１
が
た
つ
。

　

計
算
が
続
く
。

　

ひ
き
算
を
し
て
５
を
お
ろ
す
。

　

１
３
５
÷
21
を
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

次
に
商
が
た
つ
の
は
一
の
位
。

　

だ
か
ら
、
１
３
５
の
５
を
隠
す
。

13
÷
２
に
な
る
の
で
、
６
が
た
つ
。

　

こ
の
よ
う
に
し
て
、
指
で
隠
し
て

い
く
方
法
を
教
え
て
い
く
と
よ
い
。

１
２
桁
÷
２
桁
は
、
一
の
位
を

指
で
隠
さ
せ
る

　

商
を
た
て
る
位
置
を
確
定
さ
せ
る
。

　

次
に
、
商
の
見
当
を
付
け
る
。

　

向
山
洋
一
氏
の
指
示
を
追
試
す
る
。

　

一
の
位
を
人
差
し
指
で
隠
し

な
さ
い
。

　

例
え
ば
、
84
÷
21
な
ら
ば
、
上
の

図
①
の
よ
う
に
な
る
。

　

８
と
２
が
残
る
か
ら
、
８
÷
２
と

考
え
れ
ば
よ
い
。

　

指
で
隠
す
こ
と
に
よ
り
、
余
計
な

視
覚
情
報
が
減
り
、
考
え
や
す
く
な

る
。

　

筆
算
が
苦
手
な
子
は
、
指
で
隠
し

た
方
が
商
の
見
当
が
付
け
や
す
い
。

２
３
桁
÷
２
桁
は
、
商
が
た
つ

位
を
指
で
隠
さ
せ
る

　

３
桁
÷
２
桁
の
場
合
は
、
わ
る
数

は
一
の
位
。
わ
ら
れ
る
数
は
、
商
が

た
つ
位
を
隠
さ
せ
る
。
図
②
の
よ
う
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テ
ー
プ
な
ど
で
留
め
さ
せ
る
と
よ
い
。

「
黒
板
に
貼
り
に
来
な
さ
い
」

　

全
員
が
適
当
に
か
い
た
三
角
形
で

も
、
三
つ
の
角
度
の
和
が
等
し
く
な

る
こ
と
を
子
供
た
ち
は
発
見
す
る
。

「
三
角
形
の
三
つ
の
角
を
合
わ
せ
る

と
何
度
に
な
る
か
分
か
る
ね
」

と
言
う
と
「
１
８
０
度
」
と
一
目
瞭

然
で
あ
る
。

　

次
に
四
角
形
を
提
示
す
る
。

「
こ
の
四
角
形
を
二
つ
の
三
角
形
に

分
け
る
と
し
た
ら
、
ど
こ
を
切
り
ま

す
か
。
直
線
を
引
き
な
さ
い
」

　

図
に
線
を
引
く
だ
け
に
す
る
。

「
と
い
う
こ
と
は
、
四
角
形
の
四
つ

の
角
を
合
わ
せ
る
と
何
度
に
な
る
か
、

測
ら
な
く
て
も
分
か
り
ま
す
」

　

三
角
形
二
つ
分
で
３
６
０
度
に
な

る
。

　

以
下
、
五
角
形
・
六
角
形
で
も
、

三
角
形
に
分
け
て
考
え
さ
せ
て
い
け

ば
よ
い
。
こ
こ
ま
で
で
一
時
間
。

　

後
は
、
三
角
形
や
四
角
形
の
角
度

を
求
め
る
問
題
を
扱
え
ば
、
ほ
ぼ
こ
の

単
元
の
学
習
内
容
は
終
わ
り
と
な
る
。

　

教
科
書
で
は
、
複
数
の
三
角
形
が

提
示
さ
れ
、
分
度
器
で
角
を
測
る
活

動
か
ら
入
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ

れ
で
は
面
白
く
な
い
。

　

時
短
も
意
識
し
た
展
開
を
、
以
下

提
案
す
る
。

　

一
人
一
枚
画
用
紙
（
半
分
）
を
配

付
し
、

「
こ
の
画
用
紙
に
、
好
き
な
三
角
形

を
大
き
く
一
つ
か
き
な
さ
い
」

と
指
示
す
る
。

　

そ
の
三
角
形
を
切
り
取
ら
せ
る
。

「
三
角
形
に
は
三
つ
の
角
が
あ
り
ま

す
。
三
つ
の
角
に
、
そ
れ
ぞ
れ
マ
ー

ク
を
付
け
な
さ
い
」

　

教
師
が
演
示
す
る
。

「
こ
の
三
つ
の
角
を
、
手
で
破
っ
て

合
体
さ
せ
ま
す
」

　

こ
れ
も
教
師
が
演
示
す
る
。

　

合
体
さ
せ
る
に
は
、
裏
か
ら
セ
ロ

指示１  この画用紙に好きな三角形を大
きく一つかきなさい。

指示２  三角形には３つの角があります。
３つの角にマークをつけなさい。

指示３  この３つの角を手で破って合体
させます。

臨時休校明けは時短
で授業を進める
簡単で驚きを伴う活動から
入る。

元・公立小学校教諭

村
むら

野
の

聡
さとし

東京書籍・５年上・p.85-89
「図形の角」

ノ
ー
ト
を
見
せ
合
い
な
さ
い
。

「
こ
れ
は
い
い
」
と
思
う
も
の

が
あ
れ
ば
、
自
分
の
ノ
ー
ト

に
付
け
足
し
な
さ
い
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
チ
ー
ム
か
ら
意
見
を

出
さ
せ
た
後
、
質
疑
応
答
や
討
論
に

入
る
。
こ
こ
で
重
要
な
こ
と
。
そ
れ

は
、
次
で
あ
る
。

　

相
手
の
意
見
を
引
用
し
て
発

言
さ
せ
る
こ
と
。

　

相
手
の
意
見
を
引
用
し
て
発
言
す

る
こ
と
は
、
高
学
年
の
話
す
・
聞
く

に
関
す
る
活
動
の
重
要
な
要
素
で
あ

る
。
次
の
指
示
を
出
す
。

「
□
□
と
言
っ
て
い
ま
し
た
が
」

と
、
相
手
の
意
見
を
取
り
上
げ

て
発
言
し
な
さ
い
。

　

こ
こ
で
挙
げ
た
こ
と
は
、
単
発
で

終
わ
る
も
の
で
は
な
い
。
ほ
か
の
単

元
や
教
科
で
も
使
え
る
。

　

ま
ず
、
話
し
合
い
の
テ
ー
マ
を
設

定
す
る
。
話
し
合
い
の
テ
ー
マ
は
、

「
校
長
先
生
に
ペ
ッ
ト
を
す
す
め
る

と
し
た
ら
、
犬
と
ね
こ
の
ど
ち
ら
に

す
る
か
」
と
す
る
。（
教
科
書
に
掲

載
さ
れ
て
い
る
テ
ー
マ
で
あ
る
）

　

そ
し
て
、
次
の
指
示
を
出
す
。

理
由
を
で
き
る
だ
け
た
く
さ
ん

ノ
ー
ト
に
箇
条
書
き
し
な
さ
い
。

　

討
論
を
は
じ
め
と
し
た
話
し
合
い

が
滞
る
要
因
の
一
つ
が
、「
情
報
の

蓄
積
の
不
足
」
に
あ
る
。
こ
の
段
階

で
、
よ
り
た
く
さ
ん
の
意
見
を
も
た

せ
な
け
れ
ば
、
そ
の
後
の
話
し
合
い

が
活
性
化
し
な
い
。

　

追
加
指
示
と
し
て
、
次
の
よ
う
な

指
示
を
出
す
。

①
一
つ
書
け
た
ら
、
見
せ
に
き

な
さ
い
。

　

↓
「
す
ば
ら
し
い
意
見
だ
ね
」

と
褒
め
る
。

②
同
じ
チ
ー
ム
同
士
の
人
で

指示１  理由をできるだけたくさ
んノートに箇条書きしなさい。

指示２  「□□と言っていました
が」と、相手の意見を取り上げ
て発言しなさい。

石川県金沢市立千坂小学校

石
いし

坂
ざか

陽
あきら

光村図書・５年・p.96-97
「対話の練習　どちらを選びますか」

　犬チームの人に質問
です。
「犬は人間になつきや
すいからよい」と言っ
ていましたが、……

対話における
２つの重要な要素
まず、「情報の蓄積」が大切で
ある。情報の蓄積が話し合いの
活性化につながる。
そして、相手の意見を「引用」
させて話し合いをさせる。
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現在進行形の教科書単元 すぐに追試できる開始15分間の発問算
国

M
athematic

s

算数
6年 Japanese

国語
6年

指
示
３
﹁
制
限
﹂﹁
限
定
﹂
の
違
い

に
つ
い
て
、
ど
ん
な
小
さ
な
こ
と

で
も
構
い
ま
せ
ん
。
発
表
し
ま
す
。

　

な
か
な
か
出
に
く
い
こ
と
が
考
え

ら
れ
る
。
よ
っ
て
、
発
表
し
た
子
は
、

ど
の
よ
う
な
意
見
で
も
褒
め
る
。

「
制
限
に
は
数
字
が
付
く
」

「
限
定
に
は
場
所
が
付
く
言
葉
が
多

い
」

　

こ
の
よ
う
な
意
見
が
出
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
る
。
出
な
い
場
合
は
、

発
問
﹁
ご
当
地
限
定
キ
テ
ィ
ー

ち
ゃ
ん
﹂
と
は
言
う
け
れ
ど
﹁
ご

当
地
制
限
キ
テ
ィ
ー
ち
ゃ
ん
﹂
と

言
い
ま
す
か
。

の
よ
う
に
、
身
近
な
例
を
出
す
と
、

子
供
は
違
い
を
考
え
や
す
い
。

　

こ
の
よ
う
に
意
味
を
予
想
し
て
か

ら
「
辞
書
に
は
ど
の
よ
う
な
説
明
が

あ
る
の
だ
ろ
う
か
」
と
興
味
を
も
た

せ
て
か
ら
引
か
せ
る
。

　

教
科
書
に
は
、
ほ
か
に
も
例
題
が

あ
る
。
教
科
書
に
答
え
を
書
き
込
ま

せ
て
か
ら
辞
書
を
引
か
せ
る
。

　

教
科
書
に
は
次
の
例
題
が
あ
る
。

条
件
を
□
□
す
る
。（
制
限
・
限
定
）

　

こ
の
場
合
、「
制
限
」「
限
定
」
ど

ち
ら
も
当
て
は
ま
る
。
そ
こ
で
次
の

説
明
を
す
る
。

説
明
国
語
辞
典
で
意
味
を
調
べ
る

の
も
よ
い
で
す
が
、﹁
制
限
﹂
と

﹁
限
定
﹂
の
意
味
を
予
想
し
ま
す
。

　

教
科
書
の
例
示
を
読
ま
せ
る
。

「
制
限
時
間
」「
年
齢
制
限
を
設
け

る
」「
利
用
制
限
を
受
け
る
」「
回
数

が
無
制
限
に
な
る
」

指
示
１
こ
れ
以
外
に
﹁
制
限
﹂
が

付
く
言
葉
、
文
を
言
え
る
人
？

「
体
重
制
限
」「
校
庭
の
遊
び
場
が

制
限
さ
れ
た
」
な
ど
発
表
さ
せ
る
。

　

同
様
に
「
限
定
」
も
教
科
書
の
例

示
を
読
ま
せ
る
。

「
限
定
品
を
買
う
」「
季
節
限
定
」

指
示
２
こ
れ
以
外
に
﹁
限
定
﹂
が

付
く
言
葉
を
言
え
る
人
？

「
ご
当
地
限
定
キ
テ
ィ
ー
ち
ゃ
ん
」

「
地
域
限
定
グ
ル
メ
」「
二
重
跳
び
で

き
る
人
限
定
」
な
ど
発
表
さ
せ
る
。

こ
こ
で
指
示
す
る
。

発問  「ご当地限定キティーちゃ
ん」とは言うけど「ご当地制限
キティーちゃん」と言いますか。

埼玉県さいたま市立宮原小学校

竹
たけ

岡
おか

正
まさ

和
かず

「熟語の意味」
あらかじめ教師が例示を出せ
るように考えておくとよい。
身近な例で熟語の意味の違い
を予想させると子供は考えや
すくなる。

教育出版・６年上・p.109-110（旧教科書）
※新教科書ではp.122-123に類似単元。

↓　新しい単元に入る前の準備
動画はこちらから

山口県下関市立小月小学校

林
はやし

健
たけ

広
ひろ

新しい単元に入る前
の教材研究
４つのポイントで、子供たち
の「できた！」の声が響く。

イラスト：ナカジマ ヤヨイ

　

二
つ
目
に
、
物
で
あ
る
。
コ
ン
パ

ス
は
い
る
の
か
、
三
角
定
規
は
い
る

の
か
、
は
か
り
や
立
体
模
型
は
い
る

か
、
な
ど
。
は
か
り
や
立
体
模
型
は

単
元
が
始
ま
る
前
か
ら
教
室
後
ろ
に

置
い
て
お
く
。
子
供
た
ち
が
触
り
、

単
元
前
か
ら
慣
れ
て
い
く
。

③
学
習
指
導
要
領
に
も
書
き
込
む

　

学
習
指
導
要
領
、
解
説
も
目
を
通

す
。
大
事
だ
な
ぁ
と
思
っ
た
所
に
、

線
を
引
く
、
〇
で
囲
む
。
単
元
の
大

事
な
所
は
ど
こ
な
の
か
、
知
る
こ
と

が
で
き
る
。

④
難
所
を
乗
り
越
え
さ
せ
る
基
本
型

を
考
え
る

ど
の
よ
う
に
教
え
た
ら
、
算
数
が
一

番
苦
手
な
太
郎
君
が
「
で
き
た
！
」
と

な
る
基
本
型
が
あ
る
の
か
？　

困
っ
た

と
き
は
、「
あ
か
ね
こ
計
算
ス
キ
ル
」

（
光
村
教
育
図
書
）
を
見
る
。「
あ
か

ね
こ
計
算
ス
キ
ル
」
に
は
、
ど
の
よ

う
に
し
た
ら
簡
単
に
解
け
る
の
か
、

解
き
方
ま
で
載
っ
て
い
る
。
教
材
研

究
の
「
時
短
」
も
で
き
る
、「
あ
か

ね
こ
計
算
ス
キ
ル
」
が
、
お
薦
め
だ
。

　

新
し
い
単
元
に
入
る
と
き
、
必
ず

四
つ
の
こ
と
を
し
て
い
る
。

①
教
科
書
を
コ
ピ
ー
す
る

②
あ
れ
こ
れ
書
き
込
む

（
難
所
と
か
大
事
な
所
と
か
）

③
学
習
指
導
要
領
の
解
説
に
も

書
き
込
む

④
難
所
を
乗
り
越
え
さ
せ
る
基

本
型
を
考
え
る

①
教
科
書
を
コ
ピ
ー
す
る

　

教
科
書
は
重
い
。
持
ち
運
び
に
は

不
便
だ
。
そ
の
単
元
だ
け
コ
ピ
ー
し
、

か
ば
ん
に
入
れ
て
お
く
。
会
議
前
の

ち
ょ
っ
と
し
た
時
間
に
、
教
科
書
コ

ピ
ー
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

②
あ
れ
こ
れ
書
き
込
む

　

何
を
書
き
込
む
か
？

　

一
つ
目
が
、
難
所
で
あ
る
。
そ
の

単
元
の
一
番
難
し
い
所
は
ど
こ
か
。

各
ペ
ー
ジ
の
一
番
難
し
い
所
は
ど
こ

か
？　

イ
メ
ー
ジ
す
る
の
は
、
ク
ラ

ス
で
一
番
算
数
が
苦
手
な
太
郎
君
。

そ
の
太
郎
君
が
つ
ま
ず
く
所
は
ど
こ

か
を
探
す
。
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理科

「基礎・基本の授業例」と「主体的・対話的で深い学びの授業例」

主体

的・対
話的で深い学び 基礎・基本

理科

３年新単元「音を
出して調べよう」
の基礎・基本
導入でしっかりと問題意
識をもたせて教科書の実
験を行う。

大阪府貝塚市立二色小学校

蔭
かげ

西
にし

孝
たかし

東京書籍・３年・p.113-115

３年新単元「音を
出して調べよう」
の主体的・対話的
で深い学び
共通のものを与え、気付き
を交流する中で、学びを深
める。

大阪府貝塚市立二色小学校

蔭
かげ

西
にし

孝
たかし

東京書籍・３年・p.113-115

伝
わ
ら
な
く
な
る
の
は
な
ぜ

で
し
ょ
う
か
。

　

糸
の
ふ
る
え
が
、
つ
ま
ん
だ
所
で

止
ま
る
こ
と
に
気
付
か
せ
る
。
そ
し

て
、
音
が
伝
わ
る
と
き
、
伝
え
る
も

の
が
ふ
る
え
て
い
る
と
ま
と
め
る
。

　

こ
の
後
、
児
童
に
導
入
で
行
っ
た

机
の
実
験
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
る
。

机
が
離
れ
て
い
た
ら
ふ
る
え
が
伝
わ

ら
な
い
か
ら
コ
ツ
コ
ツ
と
聞
こ
え
て

こ
な
か
っ
た
こ
と
に
気
付
か
せ
た
い
。

４
糸
電
話
作
り

　

こ
の
後
、
紙
コ
ッ
プ
同
士
を
つ
な

げ
て
糸
電
話
遊
び
を
行
う
。
そ
の
際
、

大
き
な
声
で
話
す
と
、
糸
を
伝
わ
っ

た
音
以
外
に
空
気
を
伝
わ
っ
た
声
が

聞
こ
え
て
し
ま
う
の
で
、
小
声
で
話

す
よ
う
に
す
る
。
ま
た
、
セ
ロ
ハ
ン

テ
ー
プ
だ
け
で
糸
電
話
の
糸
を
止
め

る
と
す
ぐ
に
壊
れ
て
し
ま
う
。
Ｑ
R

コ
ー
ド
の
動
画
で
壊
れ
に
く
い
糸
電

話
の
作
り
方
を
紹

介
し
て
い
る
。

コ
ッ
プ
に
耳
を
当

て
、
ト
ラ
イ
ア
ン

グ
ル
を
た
た
く
と
、

糸
を
伝
わ
っ
て
音

が
聞
こ
え
る
。
鐘

の
音
の
よ
う
に
聞

こ
え
る
。
こ
の
と

き
、
音
に
集
中
し

て
し
ま
い
、
ふ
る
え
の
こ
と
に
気
付

か
な
い
児
童
が
出
る
た
め
「
糸
や
紙

コ
ッ
プ
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か

な
？
」
と
問
う
。
糸
や
紙
コ
ッ
プ
を

触
る
と
、
ふ
る
え
て
い
る
こ
と
が
分

か
る
。
実
験
後
、
次
の
発
問
を
す
る
。

発
問
2

途
中
を
指
で
つ
ま
み

ま
す
。
す
る
と
音
は
伝
わ
る

で
し
ょ
う
か
。

①
伝
わ
る　

②
伝
わ
ら
な
い

③
ほ
ん
の
ち
ょ
っ
と
伝
わ
る

　

挙
手
で
予
想
を
確
認
し
て
か
ら
実

験
を
行
う
。
つ
ま
む
と
音
は
伝
わ
ら

な
く
な
る
。

発
問
3

指
で
つ
ま
む
と
音
が

１
机
か
ら
音
が
伝
わ
っ
て
く
る
？

　

教
師
が
机
に
耳
を
当
て
、
手
で
机

の
端
を
優
し
く
た
た
く
。

「
机
を
伝
わ
っ
て
コ
ツ
コ
ツ
音
が
聞

こ
え
る
か
な
？
」
と
問
い
、
子
供
に

体
験
さ
せ
る
。

　

次
に
隣
の
机
と

く
っ
つ
け
て
、「
耳
を

当
て
て
な
い
方
の
机

を
た
た
き
ま
す
。
音
は

伝
わ
っ
て
く
る
？
」
と

問
う
。
机
が
く
っ
つ
い

て
い
れ
ば
、
音
は
伝
わ

る
が
、
離
れ
て
い
れ
ば

伝
わ
ら
な
い
。

２
な
ぜ
く
っ
つ
け
た
ら
伝
わ
る
？

発
問
1

ど
う
し
て
机
を
く
っ

つ
け
た
と
き
、
音
が
伝
わ
っ

て
き
た
の
か
？

　

た
た
い
た
と
き
の
ふ
る
え
が
、
伝

わ
っ
て
聞
こ
え
た
か
ら
と
予
想
で
き

る
。
次
に
め
あ
て
を
提
示
す
る
。

︿
め
あ
て
﹀
音
を
伝
え
て
い
る
も

の
は
ふ
る
え
て
い
る
の
か
？

３
糸
の
ふ
る
え
に
気
付
か
せ
る

　

下
図
の
よ
う
に
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル

と
紙
コ
ッ
プ
を
糸
で
つ
な
ぐ
。
紙

４
発
展
的
な
実
験
、
も
の
づ
く
り

　

一
つ
の
水
道
の
蛇
口
に
、
一

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
く
ら
い
間
を

空
け
て
二
つ
の
糸
電
話
を
つ
な

ぎ
ま
す
。
音
は
伝
わ
り
ま
す
か
。

　

話
し
合
い
後
に
、
確
か
め
る
。
か

す
か
で
は
あ
る
が
音
は
伝
わ
る
。

　

こ
の
後
、
紙
コ
ッ
プ
に
載
せ
た

モ
ー
ル
の
ヘ
ビ
を
声
で
躍
ら
せ
る
。

声
で
コ
ッ
プ
の
底
が
振
動
し
て
ヘ
ビ

が
動
く
。
す
る
と
、
音
が
伝
わ
る
と

き
ふ
る
え
て
い
る
こ
と
を
よ
り
実
感

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
（
詳
し
く
は

左
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
）。

２
予
想
さ
れ
る
子
供
の
活
動

①
三
人
以
上
で
の
電
話
遊
び
。

　

ク
リ
ッ
プ
部
に
三
人
以
上
つ
な
ぐ

と
、
全
員
に
声
を
伝
え
ら
れ
る
。

②
金
属
ス
プ
ー
ン
に
糸
を
つ
な
ぐ
。

　

ス
プ
ー
ン
を
た
た
く
と
、
糸
を
伝

わ
っ
て
鐘
の
音
の
よ
う
な
音
が
聞
こ

え
る
。
糸
や
紙
コ
ッ
プ
が
ふ
る
え
て

い
る
こ
と
が
分
か
り
や
す
い
。

③
ク
リ
ッ
プ
と
ク
リ
ッ
プ
の
間
に
針

金
を
入
れ
る
。

　

針
金
が
入
っ
て
も
音
は
伝
わ
る
。

３
発
見
の
交
流
と
追
加
発
問

　

付
箋
は
ノ
ー
ト
に
貼
る
。
そ
し
て

発
表
を
さ
せ
る
。
児
童
の
発
表
の
中

か
ら
次
の
三
点
を
確
認
す
る
。

⑴
音
を
伝
え
て
い
る
と
き
、
伝
え
て

い
る
も
の
は
ふ
る
え
て
い
る
。

⑵
ふ
る
え
を
止
め
る
と
音
は
伝
わ
ら

な
く
な
る
。

⑶
間
に
何
か
入
れ
て
も
、
ふ
る
え
て

い
れ
ば
音
は
伝
わ
る
。

１
糸
電
話
で
、
考
え
る
活
動

「
糸
電
話
を
作
り
ま
す
」

　

図
の
よ
う
な
片
側
だ
け
の
糸
電
話

を
作
ら
せ
る
。
糸
の
先
に
は
ク
リ
ッ

プ
を
付
け
て
い
る

（
詳
し
く
は
下
記

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
）。

「
先
生
、
紙
コ
ッ

プ
が
片
側
し
か
な

い
よ
？
」

「
そ
う
だ
ね
。
ど

う
し
た
ら
糸
電
話

に
な
る
か
な
」

　

完
成
し
た
後
、

自
由
に
遊
ぶ
時
間

を
取
る
。
ク
リ
ッ
プ
同
士
を
つ
な
ぎ
、

糸
を
張
れ
ば
声
が
伝
わ
る
こ
と
に
気

付
く
子
が
現
れ
、
だ
ん
だ
ん
周
り
に

広
ま
る
。
そ
の
後
、
次
の
指
示
を
し

て
、
た
っ
ぷ
り
自
由
試
行
さ
せ
る
。

　

こ
こ
に
自
由
に
使
っ
て
よ
い

も
の
が
あ
り
ま
す
。
気
に
な
る

こ
と
を
い
ろ
い
ろ
試
し
て
み
ま

す
。
気
付
い
た
こ
と
が
あ
っ
た

ら
、
一
つ
ず
つ
付
箋
に
書
き
な

さ
い
。

　

教
室
前
面
に
「
金
属
の
ス
プ
ー
ン
、

タ
コ
糸
、
セ
ロ
ハ
ン
テ
ー
プ
、
鉄
の

針
金
」
を
置
く
。
時
々
枚
数
を
確
認

し
、
た
く
さ
ん
書
く
よ
う
に
促
す
。

参
考
文
献
:﹃
簡
単
・
き
れ
い
・
感
動
‼

10
歳
ま
で
の
か
が
く
あ
そ
び
﹄︵
小
森
栄
治
著　

学
芸
み
ら
い
社
︶
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6年英語 5年道徳
　学習指導要領対応　 道徳・英語・プログラミングの授業実践新

「Unit4 Summer 
Vacation in the 
World」
を授業する
夏休み明け、児童に「楽し
い！」「話せた！」を実感
させるためには、「最終形」

「配列」「教科書の扱い」を
明確にしておくとよい。

山形県尾花沢市立宮沢小学校

笹
ささ

原
はら

大
だい

輔
すけ

１　やり取り（会話）の最終形を考える
　学習指導要領の目標には、音声に十分慣れ
親しませてから「読むこと」「書くこと」の
活動を行うことが明記されている。よって、

「Unit」ごとにやり取り（会話）の最終形を
意識して授業を組み立てたい。以下は

「Unit4」の最終形の例である。

Ａ：How	was	your	summer	vacation?
Ｂ：I	went	camping.
Ａ：What	did	you	eat	(see,	buy,	do)?
Ｂ：I	ate	a	lot	of	meat.	
Ａ：How	was	it?　Ｂ：It	was	delicious.

２　配列を考える
　やり取り（会話）の最終形が決まったら、
その配列を考える。１時間ごとに１つずつ増
やしていくイメージである。例えば、次だ。

〈１時間目〉
Ａ：How	was	your	summer	vacation?
Ｂ：I	went	camping.

〈２時間目〉
Ａ：What	did	you	eat?　
Ｂ：I	ate	a	lot	of	meat.

〈３時間目〉
Ａ：What	did	you	see?	
Ｂ：I	saw	beetles.

　４時間目以降は更にやり取り（会話）を増
やしていく。
３　「Your Turn」を最初に扱う
　配列が決まったら教科書を用いて授業する。
教科書に載っている学習活動の順番は以下だ。

①Starting Out→ ｢聞く｣ を中心とする活動
②Your Turn→ ｢聞く｣ ｢話す｣ ことが中心
③Enjoy Communication
　　→やり取りや発表が中心
④Over the Horizon
　　→異文化に触れて世界を広げる活動

　最初に「聞く」を中心とする活動がメイン
になっている。しかし、音が多いので、聞き
取れない児童にとっては苦痛の時間だ。
　５月に私の学級で、指導書どおりに①を最
初に扱ったところ、｢分からない！｣ ｢何言っ
てんの？｣ という反応があった。そこで、今
は②Your Turn（聞く・話す）を最初の時
間に扱うことにしている。

※教科書をもとにかき起こしました。

　上記は、人物が「I	went	to	～ .」と話して
いるのを聞いて、右側のイラストと線で結ぶ
活動である。授業の前半で十分音声に慣れ親
しんでいるので、よく分かる。教科書も使い
ようである。

東京書籍・６年・p.34-41

発
問
4
﹁
あ
る
こ
と
﹂
と
は
、
何

だ
と
思
い
ま
す
か
。

・
先
生
に
言
う
。

・「
や
め
な
さ
い
」

と
伝
え
る
。

　

下
の
ス
ラ
イ
ド
を

提
示
し
、
追
い
読
み

↓
一
人
読
み
さ
せ
る
。

４　
﹁
コ
ロ
ナ
い
じ
め
﹂
が
起
こ
っ

た
と
き
の
行
動
を
考
え
る

説
明
3
こ
ん
な
新
聞
記
事
を
見
付

け
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
に
感
染
し
た
こ
と
で
、
ひ
ど
い

こ
と
を
さ
れ
た
と
い
う
記
事
で
す
。

「
コ
ロ
ナ
い
じ
め
」
に
つ
い
て
、
ス

ラ
イ
ド
を
使
っ
て
説
明
す
る
。

発
問
5
も
し
、
あ
な
た
の
身
近
で

﹁
コ
ロ
ナ
い
じ
め
﹂
が
起
こ
っ
た
と

し
た
ら
、
何
を
し
て
あ
げ
ま
す
か
。

・「
君
は
悪
く
な
い
」
と
伝
え
る
。

・「
そ
ん
な
の
、
お
か
し
い
」
と
い

じ
め
を
止
め
る
。

「
コ
ロ
ナ
い
じ
め
」
に
歯
止
め
を
か

け
る
。
こ
れ
は
、
我
々
教
師
に
し
か

で
き
な
い
仕
事
で
あ
る
。

発
問
1
勇
馬
さ
ん
は
、
ど
ん
な
人

で
す
か
。

・
優
し
い
人

発
問
2
周
り
の
友
達
は
、
よ
い
友

達
で
す
か
、
よ
い
と
は
言
え
な
い

友
達
で
す
か
。

よ
い
友
達
：
最
後
は
、
勇
馬
さ
ん
の

考
え
に
賛
成
し
た
か
ら
。

よ
い
と
は
言
え
な
い
友
達
：
無
視
を

し
て
い
た
の
な
ら
、
い
じ
め
て
い

る
の
と
同
じ
だ
か
ら
。

３　

デ
ー
タ
を
使
っ
て
、
傍
観
者

の
行
動
を
考
え
さ
せ
る

説
明
1
周
り
で
見
て
い
る
人
の
八

三
％
は
﹁
い
じ
め
は
よ
く
な
い
﹂

と
思
っ
て
い
ま
す
。

発
問
3
実
際
に
助
け
た
人
は
、
何

％
い
る
と
思
い
ま
す
か
。

　

助
け
た
人
は
、
僅
か
「
一
〇
％
」

で
あ
る
事
実
を
伝
え
る
。

説
明
2
で
も
、
周
り
で
見
て
い
る

人
が
友
達
と
一
緒
に
﹁
あ
る
こ

と
﹂
を
す
る
と
、
五
七
％
の
い
じ

め
に
よ
い
効
果
が
あ
っ
た
ん
だ

そ
う
で
す
。

１
﹁
コ
ロ
ナ
い
じ
め
﹂
を
予
防
せ
よ

　

六
月
。
学
校
が
再
開
さ
れ
た
。
学

校
再
開
に
当
た
り
、
懸
念
さ
れ
る
こ

と
が
あ
る
。
そ
れ
は
、

コ
ロ
ナ
い
じ
め

で
あ
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に

感
染
し
た
児
童
生
徒
、
あ
る
い
は
家

族
や
近
親
者
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
に
感
染
し
た
人
が
い
る
児
童
生
徒

が
い
じ
め
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。

「
コ
ロ
ナ
い
じ
め
」
を
予
防
す
る
道

徳
授
業
の
開
発
が
急
務
で
あ
る
。

２　

教
科
書
教
材
を
授
業
す
る

﹃
授
業
の
腕
が
上
が
る
新
法
則
シ

リ
ー
ズ
「
道
徳
」
４
~
６
年
生
編
﹄

（
谷
和
樹
監
修　

河
田
孝
文
、
堀
田

和
秀
編
集　

学
芸
み
ら
い
社
）
の
森

隆
久
氏
の
実
践
を
、
修
正
追
試
し
た
。

（
授
業
コ
ン
テ
ン
ツ
は
、

下
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
）

︿
あ
ら
す
じ
﹀
九
月
か
ら
い
じ
め
ら

れ
て
い
た
僕
に
、
転
校
し
て
き
た

「
勇
馬
」
が
声
を
掛
け
て
く
れ
、
助

け
て
く
れ
た
。
勇
馬
が
帰
り
の
会
で

「
こ
ん
な
こ
と
を
す
る
の
は
ひ
き
ょ

う
だ
」
と
言
っ
た
こ
と
を
き
っ
か
け

に
、
周
り
の
友
達
も
「
こ
う
い
う
こ

と
は
い
け
な
い
」
と
言
っ
て
く
れ
た
。

　

教
材
を
読
み
聞
か
せ
、
内
容
を
確

認
し
た
後
、
次
の
よ
う
に
問
う
。

「コロナいじめ」を
未然防止するため
の授業を提案する
具体的なデータを基に、傍
観者の行動を変え、「コロナ
いじめ」を撃退する。

兵庫県洲本市立洲本第一小学校

堀
ほり

田
た

和
かず

秀
ひで

東京書籍・５年・p.38-40
「転校生がやってきた」

※
小
見
出
し
３
の
数
値
は
﹃
学
校
を
変
え
る　

い
じ
め
の
科
学
﹄︵
和
久
田
学
著　

日
本
評
論
社
︶
よ
り
。
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　学習指導要領対応　 道徳・英語・プログラミングの授業実践新

教科で使える
プログラミング実践

動画ランドはすご
い。向山氏の指導
を生かして、プロ
グラミング的思考
を育てる
６年算数「並べ方と組み合
わせ」の単元でプログラミ
ング的思考を養う。

北海道斜里町立斜里小学校

塩
しお

谷
や

直
なお

大
ひろ

わ
っ
て
も
ら
う
場
面
も
出
て
く
る
。

し
か
し
、
効
率
的
で
は
な
い
数
え
方

を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
処
理
さ
せ
て
も
、

膨
大
な
時
間
が
掛
か
っ
て
し
ま
う
。

効
率
的
な
数
え
方
の
手
順
（
最
新
の

ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
）
で
、
計
算
時
間
を

短
縮
で
き
る
こ
と
が
紹
介
さ
れ
て
い

る
。
実
際
に
、
そ
の
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム

は
身
の
回
り
で
も
役
立
っ
て
い
る
こ

と
に
触
れ
て
、
授
業
を
終
え
た
。

　

こ
の
授
業
の
指
導
案
は
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ

ラ
ン
ド
に
ア
ッ
プ
し
て
い
る
。
ま
た

授
業
コ
ン
テ
ン
ツ
は
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
―Ｓ

Ｎ
Ｓ
の
塩
谷
の
ダ
イ
ア
リ
ー
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
。

発
問
３
×
３
は
何
通
り
で
す
か
。

　

こ
れ
は
難
し
い
。
答
え
は
、
一
八

四
通
り
に
な
る
。
手
作
業
で
は
無
理

が
あ
る
だ
ろ
う
。

４
動
画
で
良
さ
を
実
感

　

そ
こ
で
日
本
科
学
未
来
館
とJST

	
ERA

T
O

湊
離
散
構
造
処
理
系
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
製
作
し
た
「﹃
フ
カ
シ

ギ
の
数
え
方
﹄
お
ね
え
さ
ん
と
い
っ

し
ょ
！
み
ん
な
で
数
え
て
み
よ

う
！
」
と
い
う
動
画
を
流

す
。
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
に
公

開
さ
れ
て
い
る
動
画
だ
。

　

動
画
で
は
、
お
姉
さ
ん

が
、
こ
の
問
題
を
一
つ
一

つ
数
え
上
げ
て
問
題
を
解

い
て
い
る
。「
３
×
３
」
で

終
わ
ら
ず
、「
４
×
４
」「
５

×
５
」
な
ど
、
マ
ス
目
を
増

や
し
て
、「
何
通
り
あ
る
の

か
」
を
数
え
て
い
く
。
ア

ニ
メ
な
の
で
分
か
り
や
す

い
。お
姉
さ
ん
の
「
数
え
方
」

を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
代

　

こ
れ
は
す
ぐ
に
分
か
る
。
ど
の
子

も
「
二
通
り
で
す
！
」
と
正
解
を
発

表
で
き
た
。
こ
の
「
組
み
合
わ
せ
」

を
左
の
よ
う
に
図
で
表
す
。

　

そ
し
て
、
次
の
問
題
を
提
示
す
る
。

今
度
は
２
×
２
の
マ
ス
目
に
な
っ
て

い
る
。

指
示
さ
っ
き
と
同
じ
よ
う
な
図
を

か
い
て
調
べ
な
さ
い
。

　

子
供
た
ち
は
、「
縦
に
行
く
。
横

に
行
く
。
横
に
行
く
…
…
」
と
言
い

な
が
ら
、
一
つ
一
つ
図
を
か
い
て
、

正
解
に
た
ど
り
着
く
こ
と
が
で
き
た
。

　

こ
れ
は
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
的
思
考

で
も
同
じ
だ
。
丁
寧
に
順
番
に
処
理

し
て
、
正
解
に
た
ど
り
着
く
体
験
が

あ
る
か
ら
こ
そ
、「
効
率
的
」
の
良

さ
を
実
感
で
き
る
。

３
算
数
﹁
組
み
合
わ
せ
﹂
の
授
業

　

六
年
生
に
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
的

思
考
を
育
て
る
算
数
の
授
業
を
行
っ

た
。
最
初
に
次
の
問
題
を
提
示
す
る
。

ス
タ
ー
ト
か
ら
ゴ
ー
ル
ま
で
何

通
り
の
通
り
方
が
あ
り
ま
す
か
。

演
映
像
で
の
向
山
氏
の
言
葉
で
あ
る
。

　

時
間
は
掛
か
る
け
れ
ど
も
、

手
間
暇
掛
か
る
け
れ
ど
も
、
必

ず
正
解
に
た
ど
り
着
く
。
そ
の

必
ず
正
解
に
た
ど
り
着
く
と
い

う
こ
と
を
体
感
さ
せ
る
の
が
、

第
一
に
必
要
な
ん
で
す
。

（
向
山
氏
）

１
﹁
効
率
的
﹂
を
教
え
る
前
に

　

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
的
思
考
に
お
い

て
、
大
切
な
視
点
の
一
つ
が
「
効
率

的
で
あ
る
か
ど
う
か
」
で
あ
る
。

「
効
率
的
に
作
図
す
る
」「
電
気
を
効

率
よ
く
利
用
」
な
ど
、
文
部
科
学
省

の
﹃
小
学
校
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育

の
手
引
（
第
三
版
）﹄
に
は
「
効
率
」

と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
が
登
場
す
る
。

　

こ
の
「
効
率
的
」
を
考
え
さ
せ
る

前
に
、
子
供
た
ち
に
体
験
さ
せ
る
べ

き
こ
と
が
あ
る
。

２
向
山
型
算
数
一
丁
目
一
番
地

　

向
山
洋
一
氏
の
「
わ
り
算
の
指

導
」
で
「
一
丁
目
一
番
地
」

と
呼
ば
れ
る
指
導
が
あ
る
。

向
山
氏
が
こ
の
指
導
に
つ

い
て
話
し
て
い
る
講
演
映

像
が
、
動
画
ラ
ン
ド
で
視

聴
で
き
る
。「
仮
商
の
見
当
」

を
教
師
が
効
率
良
く
教
え

る
の
で
は
な
く
、
１
か
ら

順
番
に
商
を
入
れ
さ
せ
る

指
導
だ
。
駄
目
な
ら
計
算

に
バ
ツ
を
付
け
さ
せ
る
。

次
に
２
を
入
れ
さ
せ
る
。

　

こ
う
し
て
順
番
に
処
理

し
て
い
け
ば
、
い
つ
か
は

必
ず
「
正
解
」
に
た
ど
り

着
く
。
次
の
言
葉
は
、
講
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楽しい！　分かっ
た！　鑑賞授業
生徒が大好きな「魔王」。
ドキドキする展開にどっ
ぷりつかる。

中

学校
の授業実践

音楽

兵庫県神戸市立魚崎中学校

大
おお

鳥
とり

真
ま

由
ゆ

香
か

中学校の授業実践

中

学校
の授業実践

と
こ
ろ
で
手
を
挙
げ
ま
す
。

「
魔
王
」
の
魔
王
の
部
分
だ
け
を
抽

出
し
て
聴
く
。（
教
科
書
の
準
拠
Ｃ

Ｄ
を
使
え
ば
簡
単
に
で
き
る
）

指
示
9
ど
ん
な
ふ
う
に
変
わ
っ
た

か
、
ノ
ー
ト
に
書
き
な
さ
い
。

指
示
10
な
ぜ
そ
う
変
わ
っ
た
の
か
、

理
由
を
書
き
な
さ
い
。

　

書
け
た
生
徒
は
持
っ
て
来
さ
せ
、

黒
板
に
書
か
せ
る
。

指
示
11
意
見
を
読
み
、
質
問
が
あ

れ
ば
ど
う
ぞ
。

４
二
つ
の
﹁
魔
王
﹂
を
聴
く

　

シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
と
レ
ー
ヴ
ェ
。
そ

れ
ぞ
れ
の
「
魔
王
」
を
聴
く
。

指
示
12
ノ
ー
ト
に
ど
ち
ら
の
魔
王

が
好
き
か
書
き
な
さ
い
。
そ
う

思
っ
た
理
由
も
書
き
な
さ
い
。

「
音
楽
を
聴
く
だ
け
で
役
割
が
分
か

る
か
ら
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
が
好
き
」

「
レ
ー
ヴ
ェ
の
方
が
穏
や
か
で
い
い
」

と
い
う
意
見
が
出
た
。

「
魔
王
」
原
語
版
を
聴
く
。

指
示
6
班
で
ま
と
め
な
さ
い
。

指
示
7
ま
と
め
た
も
の
を
代
表
が

書
き
に
い
ら
っ
し
ゃ
い
。
書
き
に

来
な
い
人
は
、
黒
板
を
写
し
ま
す
。

３
魔
王
に
特
化
し
て
聴
く

指
示
8
魔
王
の
様
子
が
変
わ
っ
た

１
全
体
の
特
徴
を
つ
か
む

発
問
1
出
て
く
る
動
物
は
何
で
す

か
。

「
魔
王
」
の
前
奏
部
分
を
聴
取
す
る
。

発
問
2
馬
は
速
く
走
っ
て
い
ま
す

か
。
遅
く
走
っ
て
い
ま
す
か
。

指
示
1
風
が
吹
い
た
ら
、
手
で
表

し
ま
す
。

　

低
音
の
上
行
形
三
連
符
が
聴
こ
え

た
ら
、
手
を
大
き
く
動
か
す
。

発
問
3
こ
の
お
話
は
、
い
い
お
話

で
す
か
。
悪
い
お
話
で
す
か
。

指
示
2
最
後
ま
で
聴
き
ま
す
。

「
魔
王
」
原
語
版
を
最
後
ま
で
聴
く
。

発
問
4
こ
の
お
話
は
、
い
い
お
話

で
す
か
。
悪
い
お
話
で
す
か
。

指
示
3
そ
う
考
え
た
理
由
も
言
い

ま
す
。

　

詩
の
最
後
「w

ar	tot.（
死
ん
だ
）」

を
紹
介
し
、
あ
ら
す
じ
を
確
認
す
る
。

２
父
、坊
や
、魔
王
の
比
較
聴
取

　

学
級
内
を
お
父
さ
ん
チ
ー
ム
、
魔

王
チ
ー
ム
、
坊
や
チ
ー
ム
に
分
け
る
。

指
示
4
お
父
さ
ん
チ
ー
ム
は
お
父

さ
ん
の
音
楽
だ
け
に
注
目
し
ま

す
。（
同
様
に
魔
王
・
坊
や
も
確

認
す
る
）

指
示
5
一
曲
を
通
し
て
、
強
弱
・

音
程
・
音
色
に
ど
の
よ
う
な
変
化

が
あ
る
の
か
聴
き
ま
す
。

教育芸術社「中学生の音楽１」
より「魔王」（シューベルト作曲）

実感する理科授業
「ろ過」

理科は暗記科目だと思う生
徒は多い。ある年の生徒ア
ンケートでは、８割がそう
答えた。
知識を暗記して終わりでは
なく、体験し実感する授業
で生徒のやる気を引っ張り
出す。

理科

北海道浦河高等学校

上
うえ

田
だ

浩
ひろ

人
と

を
行
う
。

　

演
示
し
な
が
ら
、
机
上
に
ス
ポ
イ

ト
で
水
滴
を
二
つ
作
ら
せ
る
。
次
の

よ
う
に
指
示
す
る
。

指
示
2
水
滴
を
、
で
き
る
限
り
近

づ
け
な
さ
い
。

　

あ
ち
こ
ち
で
、「
く
っ
つ
い
た
」

と
い
う
声
が
あ
が
る
。

説
明
水
に
は
、
引
き
合
う
力
が
あ

る
の
で
す
。
何
力
と
言
い
ま
す
か
。

「
表
面
張
力
」
と
い
う
言
葉
も
、
生

徒
か
ら
引
き
出
す
。

指
示
3
ろ
過
を
す
る
際
、
な
ぜ
ろ

う
と
の
先
を
ビ
ー
カ
ー
に
く
っ
つ

け
る
の
で
す
か
。
表
面
張
力
と
い

う
言
葉
を
使
っ
て
説
明
し
な
さ
い
。

「
表
面
張
力
の
お
か
げ
で
、
ろ
過
の

時
間
が
短
く
す
む
か
ら
」
な
ど
の
意

見
が
出
る
。

と
、
短
時
間
で
差
が
見
え
や
す
く
な

る
。
投
影
機
を
用
い
、
全
体
に
示
す
。

　

水
道
水
を
ろ
過
す
る
だ
け
の
実
験

だ
が
、
生
徒
の
目
は
二
つ
の
ろ
う
と

に
注
が
れ
る
。

指
示
1
実
験
を
し
て
分
か
っ
た
こ

と
、
気
付
い
た
こ
と
、
思
っ
た
こ

と
を
ノ
ー
ト
に
書
き
な
さ
い
。

　

一
つ
書
け
た
ら
ノ
ー
ト
を
持
っ
て

来
さ
せ
る
。
丸
を
付
け
、
褒
め
た
上

で
黒
板
に
書
か
せ
る
。
書
い
た
生
徒

に
発
表
さ
せ
る
。

「
ビ
ー
カ
ー
の
壁
に
付
け
た
方
が
、

ろ
過
の
ス
ピ
ー
ド
が
速
く
な
る
」
と

い
う
意
見
を
生
徒
か
ら
引
き
出
す
。

出
な
い
よ
う
な
ら
ば
、「
ほ
か
の
意

見
は
あ
り
ま
す
か
」
と
全
体
に
問
う
。

そ
れ
で
も
出
な
い
場
合
は
、
ろ
過
の

ス
ピ
ー
ド
に
注
目
さ
せ
た
上
で
、
再

実
験
さ
せ
る
。

発
問
4
な
ぜ
ビ
ー
カ
ー
に
付
け
る

と
、
ろ
過
の
ス
ピ
ー
ド
が
速
く
な

る
の
で
す
か
。

　

予
想
を
指
名
な
し
で
発
表
さ
せ
る
。

確
か
め
る
た
め
に
、
も
う
一
つ
実
験

発
問
1
ろ
過
を
す
る
際
の
注
意
点

は
何
で
す
か
。

　

ろ
過
を
し
て
い
る
図
を
示
し
、
問

う
。
列
指
名
で
発
表
さ
せ
る
。

①
ガ
ラ
ス
棒
を
伝
わ
ら
せ
て
入
れ
る
。

②
ろ
う
と
の
先
を
ビ
ー
カ
ー
の
壁
に

付
け
る
。

　

以
上
の
二
点
を
確
認
す
る
。

発
問
2
な
ぜ
ガ
ラ
ス
棒
を
使
う
の

で
す
か
。

　

理
由
を
隣
に
言
わ
せ
る
。
指
名
な

し
で
発
表
さ
せ
る
。

「
液
を
こ
ぼ
さ
な
い
た
め
」「
液
が

は
ね
る
の
を
防
ぐ
た
め
」
な
ど
の
意

見
が
出
る
。

　

ど
の
意
見
も
認
め
る
。
そ
の
上
で
、

主
と
し
て
「
こ
ぼ
さ
な
い
よ
う
に
す

る
た
め
」
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

発
問
3
な
ぜ
ろ
う
と
の
先
を
ビ
ー

カ
ー
に
付
け
る
の
で
す
か
。

　

隣
と
相
談
さ
せ
る
。
指
名
な
し
で

発
表
さ
せ
る
。

「
液
は
ね
を
防
止
す
る
た
め
」「
ろ

う
と
の
詰
ま
り
を
防
止
す
る
た
め
」

な
ど
、
様
々
な
意
見
が
出
る
。
意
見

を
言
っ
た
こ
と
を
大
い
に
褒
め
る
。

　

確
か
め
る
た
め
に
演
示
実
験
を
す

る
。
ろ
過
セ
ッ
ト
を
二
つ
用
意
し
、

ろ
う
と
の
先
を
ビ
ー
カ
ー
の
壁
に
付

け
る
も
の
、
付
け
な
い
も
の
を
比
較

さ
せ
る
。
ろ
過
す
る
水
の
量
は
同
じ

に
す
る
。
小
さ
な
ビ
ー
カ
ー
を
使
う
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数
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向山型 に挑戦！　国語・算数の難問良問 向山型に挑戦！

東京書籍・５年上
p.104-105

題
の
前
に
「
敷
き
詰
め
」
の
図
と
作
業
指
示
が

あ
っ
た（
左
図
）。理
屈
の
前
に
作
業
・
体
験
が
必

要
だ
と
い
う
の
が
二
十
年
前
の
教
科
書
で
あ
る
。

（
大
切
な
作
業
な
の
に
今
は
こ
の
図
は
な
い
！
）

１
㎝
は
簡
単
だ
か
ら
飛
ば
す
。「
２
㎝
の
正
方

形
を
全
部
か
い
た
ら
持
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
」

　

丁
寧
に
色
塗
り
も
さ
せ
て
評
定
す
る
。

　

四
つ
並
べ
た
図
に
は
必
然
性
が
あ
る
。
４
㎝

の
と
き
に
敷
き
詰
め
ら
れ
な
い
の
だ
。

　

他
社
や
過
去
の
教
科
書
も
調
べ
る
。
向
山
型

の
追
究
に
は
教
科
書
研
究
が
必
須
で
あ
る
。

　

横
の
表
の
指
示
は
北
海
道
の
中
田
氏
の
み
。

「
表
の
プ
リ
ン
ト
を
配
り
や
ら
せ
る
」
五
八
点
。

2
理
屈
の
前
に
作
業
・
体
験
が
必
要

　

表
を
か
く
こ
と
も

低
位
の
子
た
ち
に
は

難
し
い
。

　

現
在
の
教
科
書
の

表
が
上
段
。
約
数
を

意
識
し
す
ぎ
る
か
ら

複
雑
に
な
る
。

　

下
段
は
二
十
年
前

の
表
。
〇
か
×
か
だ

け
書
け
ば
よ
い
。
シ

ン
プ
ル
に
約
数
に
向

か
う
。
子
供
は
敷
き

詰
め
問
題
に
正
対
し
や
す
い
。

　

向
山
氏
は
言
っ
た
。

　

余
計
な
も
の
は
い
ら
な
い
。
シ
ン
プ
ル
に
。

　

二
十
年
前
の
東
京
書
籍
の
教
科
書
に
は
、
例

1
﹁
敷
き
詰
め
﹂
を
ど
う
扱
う
か

　

北
海
道
の
布
村
氏
。
問
題
を
理
解
で
き
ず
に

式
だ
け
を
書
く
子
が
出
る
だ
ろ
う
。
四
五
点
。

1
を
範
読
し
、
ノ
ー

ト
作
業
さ
せ
る
。
一

辺
が
１
~
12
㎝
の
場

合
に
つ
い
て
、
ノ
ー

ト
に
一
通
り
計
算
さ
せ

る
。
余
り
が
出
た
と
き

に
は
、「
隙
間
が
で
き
る
」
と
い
う
こ
と
を
確

認
さ
せ
る
。

　

千
葉
の
加
藤
氏
。
混
乱
し
そ
う
だ
。
二
五
点
。

長
方
形
を
押
さ
え
な
さ
い
。
縦
に
敷
き
詰
め

て
い
き
ま
す
。
一
番
左
だ
け
見
え
る
よ
う
に
隠

し
な
さ
い
。
一
辺
が
１
㎝
で
す
。
長
方
形
の
下

に
「
１
」
と
書
き
ま
す
。
縦
１
㎝
ず
つ
赤
鉛
筆

で
囲
み
ま
す
。
隙
間
な
く

で
き
た
の
で
１
の
下
に

「
〇
」
を
書
き
ま
す
。

指
示
3

隣
の
行
。
次
は

２
㎝
で
す
。
長
方
形
の

下
に
﹁
２
﹂
と
書
き
ま

す
。
２
㎝
ず
つ
囲
ん
で

行
き
な
さ
い
。
同
様
に

５
㎝
ま
で
一
緒
に
行
う
。

　

神
奈
川
の
田
丸
氏
。
数

字
を
簡
単
に
し
た
助
走
問

題
か
ら
入
る
授
業
も
あ
り
う
る
。
や
や
急
か
し

て
い
る
感
じ
が
す
る
。
五
〇
点
。

先
生
問
題
で
す
。
縦
４
㎝
、
横
６
㎝
の
長
方

形
が
あ
り
ま
す
（
板
書
）。
こ
れ
に
、
同
じ
大

き
さ
の
正
方
形
を
敷
き
詰
め
ま
す
。
縦
の
４
㎝

に
隙
間
な
く
敷
き
詰
め
ら
れ
る
の
は
、
正
方
形

の
一
辺
が
何
㎝
の
と
き
で
す
か
。

確
認
１
、
２
、
４
㎝
の
と
き
で
す
ね
。

説
明

４
を
わ
り
切
る
こ
と
が
で
き
る
、
１
、

２
、
４
を
４
の
約
数
と
言
い
ま
す
。

　

北
海
道
の
赤
塚
氏
。
コ
ン
テ
ン
ツ
で
見
せ
れ

ば
授
業
の
テ
ン
ポ
は
上
が
る
。
五
五
点
。

「
縦
に
隙
間
な
く
敷
き
詰
め
る
」
と
い
う
の
が

イ
メ
ー
ジ
で
き
な
い
子
が
多
く
い
る
だ
ろ
う
。

隙
間
な
く
敷
き
詰
め
る
と
い
う
こ
と
を
サ
イ
ト

で
示
し
な
が
ら
、
表
を
完
成
さ
せ
る
と
こ
ろ
に

重
点
を
お
い
て
指
導
す
る
。（
略
）

　

ま
ず
、例
題
の
設
定
「
隙
間
な
く
敷
き
詰
め
」

が
実
感
で
き
な
い
子
が
い
る
だ
ろ
う
。

　

さ
ら
に
、「
縦
」
に
限
定
し
て
求
め
る
意
味

が
分
か
ら
な
い
子
も
出
る
は
ず
だ
。

　

例
題
1
を
解
く
ス
テ
ッ
プ
①
~
⑤
の
小
問
題

の
う
ち
、
本
筋
は
①
縦
問
題
と
③
横
問
題
で
あ

る
。「
縦
と
横
を
別
々
に
求
め
て
、
共
通
す
る

数
字
を
見
付
け
る
」
と
い
う
の
が
教
科
書
の
理

屈
で
あ
る
。
向
山
洋
一
氏
は
、
教
科
書
の
理
屈

を
分
か
り
や
す
く
解
説
さ
れ
た
。

こ
れ
は
縦
に
あ
ま
り
な
く
敷
き
詰
め
ら
れ

て
い
る
。
横
に
も
あ
ま
り
な
く
敷
き
詰
め
ら

れ
て
い
る
。
両
方
と
も
で
き
る
大
き
さ
が
い

い
ん
で
す
ね
。
そ
の
た
め
に
最
初
は
①
番
で

す
。
縦
に
隙
間
な
く
敷
き
詰
め
ら
れ
る
の
は
、

正
方
形
の
一
辺
の
長
さ
が
何
㎝
の
と
き
で
す

か
。
次
に
④
番
見
て
み
ま
す
よ
。
横
に
隙
間

な
く
敷
き
詰
め
ら
れ
る
の
は
、
正
方
形
の
一

辺
の
長
さ
を
表
す
数
が
ど
ん
な
数
の
と
き
で

す
か
。
①
と
④
を
満
足
さ
せ
る
の
が
こ
の
答

え
な
ん
で
す
。（
向
山
型
算
数
セ
ミ
ナ
ー
岩

手
二
〇
〇
二
年
九
月
）

　

①
縦
を
見
て
表
を
完
成
さ
せ
る
。
②
次
は
横

を
見
る
。
向
山
氏
、「
習
っ
た
と
お
り
に
や
っ

て
ご
ら
ん
な
さ
い
、
だ
か
ら
こ
う
な
り
ま
す
」

　

ノ
ー
ト
に
表
を
書
い
て
ご
ら
ん
な
さ
い
。

敷
き
詰
め
問
題
を
教
え
る
基
本
が
二
十
年
前
の

教
科
書
に
あ
っ
た

縦
問
題
と
横
問
題
の
共
通
の
数
字
を
求
め
さ
せ
る
の
が
教
科
書
の
理
屈
だ
。
し
か
し
、
分
か
ら
な
い

子
が
い
る
。
ヒ
ン
ト
は
二
十
年
前
の
教
科
書
に
あ
っ
た
。
理
屈
の
前
に
作
業
が
必
要
だ
。

東
京
都
・
日
本
文
化
大
學
講
師

木き

村む
ら

重し
げ

夫お

木
村
重
夫
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から見た特別支援教育医師の目

﹁
不
登
校
﹂
は
学
校
に
登
校
し
な
い
状
態

の
こ
と
と
定
義
さ
れ
ま
す
。

　

主
な
特
徴
と
し
て
、
年
間
三
十
日
以
上
、
も

し
く
は
一
週
間
以
上
連
続
し
て
学
校
に
行
っ
て

い
な
い
こ
と
が
当
て
は
ま
り
ま
す
。

　

不
登
校
の
原
因
と
し
て
、
以
下
の
四
点
が
挙

げ
ら
れ
ま
す
。

①
朝
、
起
き
ら
れ
な
い　

②
疲
れ
る

③
学
校
に
行
こ
う
と
す
る
と
、
体
調
が
悪

く
な
る

④
授
業
に
つ
い
て
い
け
な
い
、
も
し
く
は

分
か
ら
な
い

　

公
立
学
校
の
問
題
と
し
て
、
ど
の
子
も
一
つ

の
方
法
で
、
ま
と
め
て
指
導
す
る
こ
と
が
良
く

な
い
と
思
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
一
人
で
も
重
度
の
牛
乳
ア
レ
ル

ギ
ー
の
子
が
い
た
ら
、
牛
乳
だ
け
で
な
く
、
少

し
で
も
牛
乳
を
含
む
物
は
全
て
駄
目
と
い
う
考

え
だ
と
私
は
思
い
ま
し
た
。

　

特
に
、
学
習
の
こ
と
に
つ
い
て
考
え
る
と
、

学
び
に
は
い
ろ
い
ろ
な
ル
ー
ト
が
あ
り
ま
す
が
、

学
校
は
学
ぶ
た
め
の
ル
ー
ト
が
一
つ
し
か
な
い

こ
と
が
お
か
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
そ
の
子
に
あ
っ
た
勉
強
方
法
や
、
レ

ベ
ル
別
の
学
び
方
も
不
十
分
だ
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
そ
の
た
め
、

不
登
校
に
対
す
る
学
力
面
で
の
対
応

が
必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

　

対
応
と
し
て
は
、
保
健
室
登
校
や
、
教
育
支

援
セ
ン
タ
ー
以
外
に
は
、
Ｙ
Ｃ
Ｃ
も
こ
も
こ
の

よ
う
な
学
習
支
援
を
行
っ
て
い
る
放
課
後
等
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
や
、
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
の
教
材
な
ど
を
活

用
し
、
子
供
の
心
身
に
無
理
の
な
い
範
囲
で
、

で
き
る
だ
け
基
礎
学
力
の
遅
れ
を
取
り
戻
す
、

ま
た
は
遅
れ
を
生
じ
さ
せ
な
い
こ
と
が
望
ま
し

い
と
思
い
ま
す
。

　

不
登
校
と
関
連
す
る
疾
患
と
し
て
、
社
交
不

安
障
害
（
他
者
と
関
わ
る
こ
と
に
強
い
恐
怖
を

感
じ
る
）
や
パ
ニ
ッ
ク
障
害
、
自
閉
ス
ペ
ク
ト

ラ
ム
症
（
Ａ
Ｓ
Ｄ
）
や
注
意
欠
如
・
多
動
症
（
Ａ

Ｄ
Ｈ
Ｄ
）、
限
局
性
学
習
症
（
Ｌ
Ｄ
）
な
ど
の

発
達
障
害
、
さ
ら
に
は
軽
度
の
精
神
遅
滞
（
知

的
障
害
）
も
不
登
校
に
関
係
し
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
、

不
登
校
に
対
す
る
医
療
機
関
で
の
対
応

も
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

薬
物
療
法
や
Ｓ
Ｓ
Ｔ
（
ソ
ー
シ
ャ
ル
ス
キ
ル

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
）
な
ど
が
中
心
と
な
り
ま
す
。

Ｓ
Ｓ
Ｔ
は
、
不
登
校
児
童
に
し
ば
し
ば
不
足
し

が
ち
な
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
技
術
の
向
上

を
図
る
た
め
に
必
要
で
す
。

　

Ｙ
Ｃ
Ｃ
そ
よ
そ
よ
（
Ｓ
Ｓ
Ｔ
集
団
訓
練
の
放

課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）
の
よ
う
な
療
育
の
場

へ
通
所
す
る
こ
と
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
と
思

い
ま
す
。

小嶋の特別支援教育　校内研修完全再現
コピーフリー　すぐに印刷して配れる！

小嶋 悠紀（こじま ゆうき）

←この連載が読める『教育
トークライン』誌（教育技術
研究所）のお申込みはこちら

特別支援教育について詳しく学べる→
『TOSS特別支援教育』誌（教育技術
研究所）のお申込みはこちら

安原 昭博
安原こどもクリニック
院長

安
原
こ
ど
も
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
　
安や

す

原は
ら

昭あ
き

博ひ
ろ

　
　
構
成
：
笹さ

さ

野の

達た
つ

哉や

Ｙ
Ｃ
Ｃ
も
こ
も
こ
香
里
園
教
室

安
原
ド
ク
タ
ー
が
考
え
る
不
登
校
と
は

不
登
校
に
対
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
。（
二
〇
二
〇
年
一
月
十
五
日

安
原
ド
ク
タ
ー
の
講
演
よ
り
抜
粋
）
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小お

野の

隆た
か

行ゆ
き

「普通学級」で効果のある特別支援教育スキル小野が答える

岡
山
県
岡
山
市
立
西
小
学
校

プロが教える
プロが教える 教室でできる

　

Ｗ
Ｉ
Ｓ
Ｃ
（
ウ
イ
ス
ク
）
と
は
、米
国
の
ウ
ェ

ク
ス
ラ
ー
に
よ
っ
て
開
発
さ
れ
た
、
国
際
的
に

広
く
普
及
さ
れ
て
い
る
一
群
の
個
別
知
能
検
査

で
あ
る
。
改
訂
を
繰
り
返
し
、
Ｗ
Ｉ
Ｓ
Ｃ
︱
Ⅳ

は
そ
の
第
四
版
で
あ
る
。
適
用
年
齢
は
、
五
歳

０
月
か
ら
十
六
歳
十
一
月
で
あ
り
、
所
要
時
間

は
約
六
十
分
か
ら
九
十
分
で
あ
る
。

　

子
供
の
潜
在
能
力
を
診
る
知
能
検
査
で
あ
り
、

知
的
能
力
の
水
準
を
測
定
す
る
全
検
査
Ｉ
Ｑ

（
Ｆ
Ｓ
Ｉ
Ｑ
）
に
加
え
、
知
的
能
力
の
特
性
も

把
握
で
き
る
こ
と
が
大
き
な
特
徴
で
あ
る
。
知

的
能
力
の
特
性
と
は
、
次
の
よ
う
な
表
現
に
集

約
で
き
る
。

　

思
考
力
と
適
応
力
の
バ
ラ
ン
ス
。

　

思
考
力
と
は
、
狭
義
の
知
能
に
当
た
る
も
の

で
あ
り
、
学
習
活
動
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

に
必
要
不
可
欠
な
も
の
で
あ
る
。
過
去
の
知
能

検
査
は
、
こ
の
思
考
力
を
重
点
的
に
測
定
す
る

も
の
が
多
か
っ
た
。
Ｗ
Ｉ
Ｓ
Ｃ
︱
Ⅳ
で
は
思
考

力
に
加
え
て
、
適
応
力
を
測
定
す
る
こ
と
が
で

き
る
の
が
画
期
的
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
い
う
適
応
力
と
は
、

思
考
力
を
人
前
で
発
揮
す
る
力

の
こ
と
で
あ
る
。
幾
ら
思
考
力
を
も
っ
て
い
て

も
、人
前
で（
教
室
内
で
）発
揮
で
き
な
け
れ
ば
、

失
敗
体
験
を
積
み
重
ね
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
。

思
考
力
の
水
準
（
い
わ
ゆ
る
Ｉ
Ｑ
）
だ
け
で
は

な
く
、
そ
の
思
考
力
を
日
常
で
バ
ラ
ン
ス
良
く

使
い
こ
な
せ
て
い
る
か
ど
う
か
を
客
観
的
に
評

価
す
る
の
は
、
と
て
も
重
要
な
こ
と
で
あ
る
。

　

例
え
ば
、
以
下
の
よ
う
な
事
例
に
対
し
て
で

あ
る
。

　

授
業
中
の
立
ち
歩
き
が
多
い
。

　

こ
の
よ
う
な
子
供
が
い
る
場
合
、
多
く
は
立

ち
歩
き
に
対
し
て
の
教
師
に
よ
る
注
意
に
終
始

す
る
対
応
を
し
が
ち
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ

で
は
問
題
は
解
決
し
な
い
。
子
供
が
こ
の
よ
う

な
行
動
を
取
る
の
に
は
、
必
ず
理
由
が
あ
る
。

そ
の
理
由
は
思
考
力
と
適
応
力
の
ア
ン
バ
ラ
ン

ス
さ
か
ら
生
じ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
そ
こ
に

本
人
も
気
付
い
て
い
な
い
こ
と
が
多
く
、
教
師

が
「
な
ぜ
授
業
中
に
立
ち
歩
く
ん
だ
！
」
と
子

供
に
詰
め
寄
っ
て
も
、
解
決
策
は
得
ら
れ
な
い
。

む
し
ろ
子
供
の
立
ち
歩
き
行
動
を
更
に
増
大
さ

せ
る
と
い
う
悪
循
環
に
つ
な
が
る
。
こ
の
よ
う

な
こ
と
は
「
理
由
（
な
ぜ
）」
の
理
解
の
前
に

「
対
応
（
ど
う
す
る
）」
が
来
て
い
る
た
め
に
起

こ
る
。
子
供
の
行
動
に
対
し
て
正
し
く
対
応
す

る
た
め
に
は
「
な
ぜ
」
の
部
分
、
特
に
思
考
力

と
適
応
力
の
バ
ラ
ン
ス
を
理
解
し
て
お
く
必
要

が
あ
る
。
こ
の
点
を
Ｗ

Ｉ
Ｓ
Ｃ
︱
Ⅳ
は
明
確
に

し
て
く
れ
る
。
次
回
は

更
に
具
体
的
に
紹
介
し

て
い
く
こ
と
と
す
る
。

言
語
聴
覚
士
　
下し

も

妻づ
ま

玄き
よ

典の
り

下妻 玄典
LD等の専門家
　巡回相談 事業
　巡回相談員
虹の子ども
　クリニック

教
師
が
知
っ
て
お
く
べ
き

知
能
検
査
の
基
礎
知
識
②

「
な
ぜ
」
を
明
確
に
す
る
。
思
考
力
と
適
応
力
の
バ
ラ
ン
ス
の

重
要
性
を
理
解
す
る
。

言語療法

イラスト：ナカジマ ヤヨイ

1

空
白
の
時
間
を
な
く
す

　

運
動
会
や
音
楽
会
の
練
習
で
、
子

供
が
集
中
し
な
く
な
る
の
は
、
空
白

の
時
間
が
多
い
か
ら
で
あ
る
。

　

次
の
よ
う
な
光
景
は
、
ど
こ
で
も

見
ら
れ
る
は
ず
で
あ
る
。

　

練
習
の
途
中
で
、
教
師
同
士

が
集
ま
っ
て
相
談
し
て
い
る
。

そ
の
間
、
子
供
た
ち
は
何
も
せ

ず
た
だ
待
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
空
白
の
時
間
を
ふ
だ

ん
の
授
業
で
行
っ
た
ら
と
考
え
る
と
、

そ
の
ひ
ど
さ
が
分
か
る
だ
ろ
う
。

　

子
供
た
ち
を
待
た
せ
た
ま
ま
に
し

て
、
騒
が
し
く
な
っ
た
ら
怒
る
。
そ

れ
は
教
師
の
責
任
で
あ
る
。

２

見
通
し
を
も
た
せ
る
指
導

　

運
動
会
練
習
で
、
リ
レ
ー
担
当
に

な
っ
た
。
子
供
た
ち
に
見
通
し
を
も

た
せ
る
指
導
を
行
う
こ
と
で
、
一
度

も
大
き
な
声
を
出
す
こ
と
な
く
通
常

の
半
分
の
時
間
で
練
習
を
終
え
た
。

　

小
野
が
示
し
た
の
は
、
次
の
二
つ
。

①
一
時
間
の
練
習
内
容
。

②
日
ご
と
の
練
習
内
容
。

　

こ
れ
ら
を
図
示
し
て
、
教
室
に

貼
っ
て
も
ら
っ
た
。
そ
し
て
、
教
室

で
担
任
に
説
明
し
て
も
ら
っ
た
。

　

そ
の
後
、
小
野
が
し
た
こ
と
は
、

「
で
き
て
い
る
子
や
で
き
て
い
る
ク

ラ
ス
を
褒
め
る
」
だ
け
だ
っ
た
。

　

こ
れ
だ
け
で
、
子
供
た
ち
は
自
分

か
ら
次
の
行
動
に
移
ろ
う
と
し
た
。

　

ま
た
、
見
通
し
を
も
た
せ
る
た
め

に
や
っ
た
こ
と
が
も
う
一
つ
あ
る
。

　

練
習
の
最
初
の
活
動
を
固
定
。

　

こ
の
と
き
は
最
初
に
、「
全
体
止

ま
れ
」
の
練
習
を
毎
回
行
っ
た
。
小

野
が
ピ
ッ
ピ
と
笛
を
吹
き
始
め
る
と
、

そ
の
場
駆
け
足
を
始
め
る
。
そ
し
て
、

「
全
体
止
ま
れ
」
を
ク
ラ
ス
ご
と
に

評
定
す
る
。
こ
れ
だ
け
で
全
体
が
一

気
に
集
中
し
た
。
反
対
に
練
習
の
最

初
に
長
々
と
説
明
し
て
い
る
と
、
子

供
た
ち
の
集
中
力
は
失
わ
れ
て
い
く
。

３

大
声
で
の
叱
責
を
な
く
す

　

行
事
の
練
習
に
な
る
と
、
な
ぜ
か

怒
鳴
る
教
師
が
い
る
。

　

運
動
場
で
の
練
習
で
、
子
供
た
ち

が
だ
ら
だ
ら
し
て
い
る
と
、
大
き
な

声
で
怒
鳴
っ
て
い
る
。
近
隣
住
民
に

丸
聞
こ
え
な
の
が
分
か
ら
な
い
の
だ

ろ
う
か
。

　

あ
る
年
、
校
門
付
近
で
保
護
者
が

何
人
も
固
ま
っ
て
運
動
会
練
習
を
見

学
し
て
い
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
挨
拶

す
る
と
、「
子
供
が
、
練
習
が
嫌
だ

と
言
う
の
で
す
」「
先
生
が
怖
い
と
言

う
の
で
す
」
と
口
を
そ
ろ
え
て
話
し

た
。
こ
の
よ
う
な
情
報
は
、
保
護
者

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
一
気
に
広
が
る
。

　

そ
こ
で
、
小
野
は
管
理
職
に
お
願

い
し
て
、
校
内
を
巡
回
し
て
も
ら
う

よ
う
に
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
怒
鳴
る

指
導
を
な
く
す
た
め
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
監
視
だ
と
思
わ
れ
た
ら
、

逆
効
果
に
な
る
こ
と
が
あ
る
。
見
栄

え
を
気
に
し
て
、
更
に
厳
し
い
指
導

に
な
っ
て
し
ま
う
の
だ
。
そ
の
た
め
、

巡
回
時
に
は
で
き
る
だ
け
褒
め
言
葉

を
掛
け
て
も
ら
う
よ
う
に
し
た
。

　

そ
う
す
る
こ
と
で
、
怒
鳴
る
指
導

は
減
っ
て
い
き
、
子
供
た
ち
も
自
然

と
集
中
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

運
動
会
音
楽
会
学
校
行
事
の
対
応
法
２

練
習
方
法
に
よ
っ
て
子
供
た
ち
の
様
子
は
激
変
す
る
。
ポ
イ
ン
ト
を
押
さ
え
た
指
導
を
行
え
ば
、

子
供
た
ち
は
集
中
し
て
練
習
に
取
り
組
む
よ
う
に
な
る
。

逆
に
、
ポ
イ
ン
ト
を
外
せ
ば
、
子
供
た
ち
は
騒
が
し
く
な
り
集
中
し
な
い
よ
う
に
な
る
。
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クラス全員が熱中するこの教材！

トークライン
読者限定

お得情報!!
くわしくは、下を

ご覧ください。

授業が激変！ TOSS指導法最前線

クラス全員が熱中するこの教材！

TOSS教材のお問合わせ、お申込みは
教育技術研究所　0120-00-6564

◆
こ
の
ペ
ー
ジ
の
教
材
は
教
育
技
術
研
究
所
で
お
申
込
み
い
た
だ
け
ま
す
。

「
か
け
算
九
九
の
助
」

（
教
育
技
術
研
究
所
）
が
生
ん
だ
子
供
の
事
実

学
年
で
一
番
早
く
九
九
を
覚
え
た

「
特
別
支
援
学
級
在
籍
」
の
Ａ
さ
ん
。

岩い
わ

永な
が

将し
ょ
う

大だ
い

長
崎
県
公
立
小
学
校

　

全
部
の
段
、
言
え
た
！

と
興
奮
状
態
の
Ａ
さ
ん
。
そ
の
満
面

の
笑
み
が
、
今
も
忘
れ
ら
れ
な
い
。

　

自
閉
症
の
Ａ
さ
ん
（
二
年
生
）
は

特
別
支
援
学
級
に
在
籍
し
、
学
力
の

定
着
に
時
間
が
掛
か
っ
た
。
加
え
て
、

飽
き
っ
ぽ
い
性
格
で
あ
り
「
も
う
無

理
！
」
が
口
癖
だ
っ
た
。

　

二
年
生
算
数
の
最
難
関
単
元
と
言

え
ば
、「
九
九
」
だ
ろ
う
。
担
任
と

し
て
、
Ａ
さ
ん
に
是
が
非
で
も
全
て

の
段
を
覚
え
さ
せ
た
か
っ
た
。
だ
が
、

う
ま
く
は
い
か
な
か
っ
た
。
九
九

カ
ー
ド
、
九
九
歌
な
ど
様
々
な
教
材

を
試
し
た
が
効
果
ど
こ
ろ
か
興
味
す

ら
示
さ
な
か
っ
た
。
し
か
し
唯
一
、

Ａ
さ
ん
が
熱
中
し
て
取
り
組
ん
だ
教

材
が
あ
っ
た
。
そ
れ
が
「
か
け
算
九

九
の
助
」で
あ
る
。途
中
で「
も
う
無

理
！
」
と
諦
め
る
か
と
も
思
っ
た
が
、

黙
々
と
九
九
を
唱
え
る
Ａ
さ
ん
の
姿

が
あ
っ
た
。「
か
け
算
九
九
の
助
」

の
何
が
彼
女
を
引
き
付
け
た
の
か
。

　

こ
っ
そ
り
と
教
え
て
く
れ
た
。

「
だ
っ
て
、
一
回
読
む
と
、
丸
を
塗

れ
る
し
、
一
つ
段
を
ク
リ
ア
す
る
と
、

シ
ー
ル
が
も
ら
え
る
で
し
ょ
。
九
九

が
楽
し
い
の
」

「
か
け
算
九
九
の
助
」
は
手
渡

す
だ
け
で
子
供
が
熱
中
し
、
不

思
議
と
覚
え
て
し
ま
う
魔
法
の

教
材
で
あ
っ
た
。

　

結
局
、
特
支
学
級
在
籍
の
Ａ
さ
ん

が
学
年
で
一
番
早
く
、
そ
れ
も
断
ト

ツ
で
早
く
、
九
九
を
覚
え
た
の
だ
。

坪つ
ぼ

谷や

賢け
ん

士じ

北
海
道
白
老
町
立
萩
野
小
学
校

ラグビーテキストを使ってできた
「日本ラグビーフットボール協会との交流」
日本代表への応援メッセージを送る。
コンテンツ：「ラグビーワールドカップ2019™日本大会レガシー推進教育テキスト」

大
おお

森
もり

雄
ゆう

一
いち

富山県富山市立城山中学校

　2015年ラグビーワールドカップ、日本の初戦は南アフリカ。当時世界ランキング３位の強
豪であり、多くの人は南アフリカが勝利すると思っていたが、大逆転で勝利をつかんだ日本
代表。しかし、その裏では、ヘッドコーチの指示（キックで同点）と、選手たちの思い（ト
ライをして大逆転を狙う）がぶつかっていた。中学生の多くは部活動に所属しているため、「監
督の指示に従わない」ことの意味を理解している。「あなたなら、監督の指示に従わず、トラ
イを狙うことができますか」と揺さぶる。真剣勝負を知っている子供ほど、この決断の大変
さが伝わる。また、日本代表は、以前から「選手自らが考え、行動すること」を練習してい
たこと、朝・昼・夜の３部練習を行うなど、努力の積み重ねがあってこその勝利であること
を伝え、日本代表を応援するメッセージを子供に書かせた。その後、日本ラグビーフットボー
ル協会から御礼の書面とお守り、ラグビーシールが届き、子供たちはラグビーワールドカッ
プに熱中した。

NPO	TOSS　http://toss.gr.jp/npo/（公式ホームページ）

TOSSテキスト
を活用した授業実践報告
TOSSテキスト
を活用した授業実践報告

TOSSオリジナル教材
https://www.tiotoss.jp/ 期間：2020年6月15日～ 9月14日

TOSSオリジナル教材ウェブサイトの
「タイアップ企画」からご注文ください。
関連商品のプレゼントなど、様々な特典
をご用意しております。７、８、９月号
でご紹介する商品は、下記の３か月間
ずっとご注文いただけます。
早めの準備をしたい方や、短い期間では
忙しくてつい買いそびれてしまう方にも
安心してお買い求めいただけます。
『教育トークライン』誌とともに、“クラス
全員が熱中する教材”もぜひご利用ください。 ８月号で紹介！

トレースくん　4,500円（税込）
パスワード：ecsqd9
プレゼント：１回のご注文につき、
１セット「おてほんくん　日本地図」

７月号で紹介！
アルファベットスキル　350円（税込）
パスワード：d6hbkd
プレゼント：１回のご注文につき、
１セット「アルファベットスキル
音声CD」

【お申込み方法】
各商品の下に記載されているパスワードを、
TOSSオリジナル教材ウェブサイトのタイアップ商
品ページにある限定コードの枠に半角英数字でご入
力ください。
※パスワードには有効期間がございますので、ご
　注意ください。

『教育トークライン』
教育技術研究所
タイアップ企画！

&

※消費増税などの影響で、期間中に値上げする可能
性がございます。何とぞ、ご承知おきください。

９月号で紹介！
TOSSかけ算九九計算尺セット
「かけ算九九の助」　350円（税込）
パスワード：1xae73
プレゼント：１回のご注文につき、
１セット「一筆箋　算数の授業」

正
進
社
の
算
数
テ
ス
ト
は
、

「
フ
ォ
ー
カ
ス
・
テ
ス
ト
」
も
活
用
し
よ
う
！

印
刷
し
て
配
る
だ
け
で
合
理
的
配
慮
が
可
能
に
な
り
、
子
供
の
意
欲
を
引
き
出
す
。

　

太
郎
君
は
、
算
数
の
テ
ス
ト
と
な

る
と
集
中
が
途
切
れ
、
休
み
時
間
を

全
部
使
っ
て
や
っ
と
終
え
る
子
だ
っ

た
。「
問
題
が
ご
ち
ゃ
ご
ち
ゃ
に
重

な
っ
て
、
ど
こ
を
や
っ
て
い
る
か
分

か
ら
な
く
な
る
」
と
嘆
い
て
い
た
。

医
師
か
ら
は
、「
ワ
ー
キ
ン
グ
メ
モ

リ
不
足
」
と
診
断
さ
れ
た
。
そ
こ
で

「
フ
ォ
ー
カ
ス
・
テ
ス
ト
」
を
取
り

入
れ
た
。
通
常
テ
ス
ト
が
分
解
さ
れ

て
、
一
~
二
問
ご
と
に
一
シ
ー
ト
に

書
か
れ
て
お
り
、
計
算
ス
ペ
ー
ス
が

十
分
に
確
保
さ
れ
て
い
る
。
正
進
社

の
算
数
テ
ス
ト
を
採
用
し
て
い
る
と
、

無
料
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
。

　

太
郎
君
だ
け
が
特
別
扱
い
と
な
ら

な
い
よ
う
、
数
名
分
を
印
刷
し
て
お

き
、
全
員
に
見
せ
な
が
ら
説
明
し
た
。

「
人
に
よ
っ
て
見
え
方
の
違
い
が
あ

り
ま
す
。
ど
ち
ら
の
テ
ス
ト
も
全
く

同
じ
問
題
だ
か
ら
、
見
や
す
い
方
を

選
ん
で
や
っ
て
ご
ら
ん
」

　

太
郎
君
を
含
め
、数
名
が「
フ
ォ
ー

カ
ス
・
テ
ス
ト
」
を
選
ん
だ
。

　

一
問
終
わ
る
た
び
に
紙
を
め
く
っ

て
い
く
。
分
か
ら
な
け
れ
ば
後
回
し

に
し
て
差
し
替
え
る
。
太
郎
君
は
時

間
内
に
全
て
の
問
題
を
終
え
、
堂
々

と
提
出
し
た
。「
こ
れ
な
ら
、
や
り

や
す
い
」
と
笑
顔
で
言
っ
た
。

　

印
刷
し
て
配
る
だ
け
で
合
理
的
配

慮
が
で
き
、
子
供
の
意
欲
を
引
き
出

す
、
優
れ
た
教
材
で
あ
る
。
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授業が激変！ TOSS指導法最前線

デジタル・トークライン連動企画！ デジタルでダウンロード、本誌で解説デジタル・トークライン連動企画！ デジタルでダウンロード、本誌で解説

プリントは、デジタル・
トークラインからダウン
ロードできます。

copy free

T
O
S
S
保
険
で

ト
ラ
ブ
ル
解
決
！

事
件
例

TOSS教職員賠償責任保険

保護者とのトラブル、同僚とのトラブル、管理職とのトラブル……
裁判になる前から弁護士に相談できるシステムでトラブルに対応します。
保険料は、年間6380円です。１日たった約20円で教師人生を守ってもらえるのです。

TOSS教職員賠償責任保険ホームページ　https://tosshoken.com/

回
答
：
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
顧
問
弁
護
士　

中な
か

井い

光ひ
か
る

　
　
構
成
：
中な

か
　た
に谷
康や

す
　ひ
ろ博

T
O
S
S
弁
護
団
事
務
局

働き方改革！

教師が　　　　　　　　 と向き合うために「やりがい」

イラスト：谷岡 聡美

学
年
主
任
日
記
　
学
年
の
動
き
を

「
見
え
る
化
」
す
る
「
資
料
」
と

学
年
団
を
動
か
す
コ
ツ

学
年
主
任
の
仕
事
は
、

①
「
先
の
見
通
し
」
を
も
つ

②
仕
事
の
流
れ
・
分
担
を
共
有
す
る

③
学
年
の
先
生
に
気
持
ち
良
く
働
い
て
も
ら
う　

の
３
つ
だ
。

清せ
い

田た

直な
お

紀き

神
奈
川
県
横
須
賀
市
立
田
浦
中
学
校

に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
た

め
に
も
使
う
。
他
愛
の
な
い
日
常
会

話
の
や
り
取
り
が
、
気
軽
に
相
談
し

や
す
い
雰
囲
気
を
作
っ
て
く
れ
る
。

４
気
持
ち
よ
く
働
い
て
も
ら
う

　

学
年
団
の
先
生
に
は
気
持
ち
良
く

働
い
て
も
ら
い
た
い
。
そ
の
た
め
に

仕
事
し
て
い
る
姿
を
見
逃
さ
ず
、
直

接
御
礼
を
伝
え
た
り
、
学
年
教
師
限

定
通
信
で
紹
介
し
た
り
し
て
い
る
。

５
通
信
を
書
く
コ
ツ

　

学
年
教
師
限
定
通
信
は
、
生
徒
の

登
校
日
に
合
わ
せ
年
間
約
二
百
号
、

学
年
通
信
は
約
四
十
号
書
い
て
い
る
。

　

毎
日
発
行
す
る
コ
ツ
は
、

「
思
考
と
作
業
」
を
分
け
る
こ
と
。

　

伝
え
た
い
事
項
は
事
前
に
メ
モ
し

て
お
く
（
思
考
）。
メ
モ
を
参
考
に

始
業
前
や
空
き
時
間
で
書
く
（
作

業
）。
一
号
分
の
執
筆
時
間
は
約
三

十
分
。
文
章
量
を
抑
え
る
の
も
大
切

だ
。

・
三
者
面
談
の
日
程
や
持
ち
物

⑵
学
年
教
師
限
定
通
信
百
号

※
学
年
の
教
師
向
け
に
発
行
し
て
い

る
通
信
。
仕
事
の
共
有
や
段
取
り
の

確
認
の
た
め
に
用
い
る
通
信
。

︿
先
を
見
通
し
て
準
備
し
よ
う
﹀

・
生
徒
と
担
任
に
よ
る
面
談
日
程

・
係
、
委
員
会
決
め
日
程

・
残
り
半
年
間
の
行
事
一
覧

⑶
合
唱
練
習
の
進
め
方

︿
合
唱
練
習
で
子
供
を
動
か
す
﹀

・
メ
ニ
ュ
ー
、
セ
リ
フ
、
役
割
分
担

・
「
流
れ
」
の
具
体
例
を
示
す

・
段
取
り

・
も
の
の
準
備
と
共
有

３
グ
ル
ー
プ
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
活
用

　

学
年
教
師
団
の
連
絡
用
に
グ
ル
ー

プ
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
作
り
使
用
し
て
い
る
。

そ
の
目
的
は
主
に
二
つ
だ
。

○
必
要
な
情
報
の
送
受
信

　

修
学
旅
行
な
ど
の
校
外
行
事
は
も

ち
ろ
ん
、
日
常
的
な
業
務
に
関
す
る

連
絡
に
も
使
用
す
る
。

○
学
年
団
の
チ
ー
ム
力
の
向
上

　

こ
の
ツ
ー
ル
は
先
生
同
士
で
気
軽

２
情
報
を
共
有
す
る
ツ
ー
ル

　

情
報
を
共
有
す
る
ツ
ー
ル
と
し
て
、

次
の
三
つ
を
紹
介
す
る
。

⑴
学
年
通
信

⑵
学
年
教
師
限
定
通
信

⑶
合
唱
練
習
の
進
め
方

で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
資
料
に
、「
い

つ
・
誰
が
・
何
を
・
ど
う
す
る
か
」

を
示
し
た
。
こ
こ
で
は
項
目
だ
け
書

く
。（
詳
細
は
実
物
資
料
参
照
）

⑴
学
年
通
信
二
十
五
号

︿
進
路
決
定
ま
で
の
動
き
・
準
備
﹀

・
卒
業
ア
ル
バ
ム
用
写
真
撮
影
日
時

・
面
接
試
験
用
の
シ
ー
ト
作
成

１
学
年
主
任
の
仕
事

　

学
年
主
任
の
仕
事
は
大
き
く
三
つ

あ
る
。

①
先
を
見
通
し
、
学
年
と
し
て
や

る
べ
き
仕
事
を
明
ら
か
に
す
る
。

②
期
限
や
内
容
な
ど
を
共
有
す
る
。

③
学
年
団
の
先
生
に
気
持
ち
良

く
働
い
て
も
ら
う
。

　

こ
の
三
つ
が
で
き
れ
ば
、
学
年
の

仕
事
を
ス
ム
ー
ズ
に
進
め
ら
れ
る
。

　

学
年
主
任
は
学
年
団
の
か
じ
取
り

役
だ
。
こ
こ
で
は
、
昨
年
度
、
実
際

に
使
用
し
た
情
報
共
有
ツ
ー
ル
を
取

り
上
げ
る
。

動
画
配
信
を
積
極
的
に

進
め
て
も
い
い
の
か

　
学
校
が
臨
時
休
業
に
な
っ
た
た

め
、
学
校
か
ら
の
メ
ー
ル
や
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
使
っ
て
、
学
習
課
題

を
配
信
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

学
習
内
容
を
補
完
す
る
ア
イ
テ
ム

と
し
て
、
保
護
者
か
ら
も
よ
い
評

価
を
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
、
文
字
や
写
真
の
情
報

だ
け
で
は
な
く
、
動
画
配
信
も
積

極
的
に
進
め
て
い
き
た
い
と
管
理

職
に
伝
え
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、

家
庭
環
境
に
よ
っ
て
は
、
パ
ソ
コ

ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
利
用
で

き
な
い
家
庭
も
あ
る
た
め
、
こ
れ

以
上
の
配
信
は
止
め
て
ほ
し
い
と

言
わ
れ
ま
し
た
。
法
的
に
は
、
動

画
配
信
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に

考
え
た
ら
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　

中
井
弁
護
士
の
回
答

　

動
画
配
信
に
つ
い
て
は
、
家
庭
で
の

学
習
を
補
完
す
る
も
の
な
の
で
、
一
律

の
平
等
を
求
め
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

動
画
を
見
な
け
れ
ば
、
学
校
の
学
習

内
容
に
つ
い
て
い
け
な
い
と
い
う
も
の

で
は
な
く
、
よ
り
深
く
理
解
が
進
め
ら

れ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
か
ら
で
す
。

　

で
す
か
ら
、
一
律
の
平
等
を
求
め
る

こ
と
は
、
行
き
過
ぎ
た
も
の
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。

　

た
だ
し
、
動
画
配
信
を
す
る
に
当
た

り
、
子
供
の
個
人
情
報
を
保
護
す
る
こ

と
は
極
め
て
大
切
で
す
。
教
室
な
ど
で

動
画
を
撮
影
す
る
場
合
、
子
供
の
顔
や

名
前
が
特
定
で
き
な
い
よ
う
に
す
る
配

慮
が
必
要
で
す
。
例
え
ば
、
教
室
の
掲

示
物
や
持
ち
物
の
画
像
に
は
、
十
分
に

注
意
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

閉
鎖
的
な
配
信
で
あ
っ
て
も
、
二
次

的
に
外
部
に
配
信
さ
れ
な
い
と
い
う
保

障
は
な
い
か
ら
で
す
。

　

次
回
の
事
件
例
。
回
答
は
次
号
。

　

最
近
、
精
神
的
に
不
安
定
な
児
童

が
増
え
た
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。

　

先
日
、
授
業
中
、
あ
る
児
童
が
急

に
教
室
か
ら
飛
び
出
し
ま
し
た
。
す

ぐ
に
追
い
か
け
ま
し
た
が
、
無
視
し

て
逃
げ
よ
う
と
し
た
た
め
、
両
腕
で

取
り
押
さ
え
て
教
室
に
戻
し
ま
し
た
。

次
の
日
、
そ
の
児
童
の
保
護
者
か
ら
、

児
童
の
首
に
片
腕
が
掛
か
っ
て
い
た

と
指
摘
が
あ
り
ま
し
た
。
保
護
者
に

は
事
情
を
説
明
し
、
謝
罪
を
し
ま
し

た
。

　

と
こ
ろ
が
、
保
護
者
は
、
説
明
が

足
り
な
い
と
言
っ
て
、
謝
罪
を
受
け

入
れ
て
く
れ
ま
せ
ん
。
ど
う
し
た
ら

い
い
の
で
し
ょ
う
か
。
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クラウドを活用した
時間短縮の仕事術

子供も教師も 
元気になる 

学級経営のコツ

働き方改革！

教師が　　　　　　　　 と向き合うために「やりがい」

で
し
ま
う
こ
と
も

あ
る
。
子
供
た
ち

の
心
の
整
理
が
付

い
た
と
こ
ろ
で
、

墓
を
建
て
る
こ
と

と
な
っ
た
。
子
供

と
一
緒
に
行
っ
て
お
参
り
も
し
た
。

　

時
間
が
た
ち
、
墓
の
存
在
も
忘
れ

か
け
た
年
度
末
。
業
務
士
さ
ん
か
ら

「
学
年
も
終
わ
る
し
、
そ
ろ
そ
ろ
お

墓
片
付
け
て
ね
！
」
と
声
を
掛
け
ら

れ
た
。
急
い
で
見

に
行
っ
て
み
る
と
、

墓
が
と
て
も
大
き

く
な
っ
て
い
た
。

　

墓
の
大
き
さ
に

笑
っ
て
し
ま
う
の

と
同
時
に
、
子
供
た
ち
の
生
き
物
へ

の
思
い
が
伝
わ
っ
て
き
て
う
れ
し
く

な
っ
た
。

　

夏
休
み
が
終
わ
り
、
二
学
期
が
始

ま
る
！　

子
供
た
ち
は
今
何
に
興
味

を
も
っ
て
い
る
の
か
。
何
を
一
緒
に

楽
し
も
う
か
と
ワ
ク
ワ
ク
し
て
い
る
。

「
ヤ
モ
リ
の
散
歩
を
さ
せ
て
き
た
！
」

「
先
生
、
ヤ
モ
リ
の
背
中
っ
て
結
構

柔
ら
か
い
ん
だ
よ
！
」

と
の
こ
と
。
今
ま
で
生
き
物
を
触
っ

た
こ
と
が
な
い
子
の
言
葉
で
あ
る
。

　

翌
日
、
私
も
散
歩
に
連
れ
て
行
っ

て
も
ら
っ
た
。

　

夏
の
懇
談
会
で
は
、
保
護
者
の
方

か
ら
も
「
子
供
が
生
き
物
の
話
を
し

て
い
て
、新
し
い
一
面
を
見
ま
し
た
」

と
感
謝
の
言
葉
を
も
ら
っ
た
。

楽
し
む
③
ヤ
モ
リ
新
聞
を
読
む

　

ヤ
モ
リ
を
飼
い
始
め
て
か
ら
新
聞

が
発
行
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

ヤ
モ
リ
の
特
徴
や
ヤ
モ
リ
の
飼
い

方
が
書
か
れ
た
新
聞
で
あ
る
。

　

ヤ
モ
リ
の
名
前
の
募
集
も
誌
面
上

で
行
わ
れ
て
い
た
。

　

発
行
の
承
認
を
得
る
た
め
、
私
の

元
へ
持
っ
て
来
る
。
そ
の
た
び
に

「
へ
ー
、
知
ら
な
か
っ
た
な
ぁ
！　
そ

う
な
の
！
」
と
子
供
と
一
緒
に
な
っ

て
楽
し
ん
だ
。

楽
し
む
？
④
ヤ
モ
リ
の
墓
を
建
て
る

　

生
き
物
を
飼
っ
て
い
れ
ば
、
死
ん

　

井
戸
氏
か
ら
聞
い
た
学
級
で
の
エ

ピ
ソ
ー
ド
を
一
つ
紹
介
す
る
。

「
先
生
、
校
庭
に
ヤ
ゴ
が
い
た
よ
」

と
井
戸
氏
に
話
し
か
け
た
Ａ
男
君
に

「
先
生
、
ヤ
ゴ
育
て
て
み
た
い
！　

と
っ
て
き
て
！
」
と
声
を
掛
け
た
そ

う
だ
。
そ
の
後
起
こ
る
、
井
戸
学
級

ヤ
ゴ
ブ
ー
ム
の
き
っ
か
け
で
あ
る
。

　

セ
ミ
ナ
ー
で
聞
い
た
話
で
あ
る
が
、

目
を
大
き
く
開
け
て
、
満
面
の
笑
み

で
声
を
掛
け
た
井
戸
氏
の
姿
が
想
像

で
き
る
。
後
か
ら
聞
い
た
話
で
あ
る

が
、
本
当
に
育
て
た
か
っ
た
そ
う
だ
。

　

井
戸
氏
は
、

　

い
つ
で
も
楽
し
ん
で
い
る
。

　

こ
れ
が
カ
ギ
だ
と
感
じ
た
。

楽
し
む
①
ヤ
モ
リ
を
飼
う

　

セ
ミ
ナ
ー
を
受
け
た
数
日
後
の
こ

と
で
あ
る
。
子
供
か
ら
「
先
生
、
生

き
物
係
で
ヤ
モ
リ
を
飼
っ
て
も
い
い

で
す
か
？
」
と
聞
か
れ
た
。

　

正
直
驚
い
た
。井
戸
氏
の
セ
ミ
ナ
ー

で
聞
い
た
直
後
で
あ
っ
た
か
ら
だ
。

「
え
！　

先
生
ヤ
モ
リ
飼
っ
た
こ
と

な
い
！　

連
れ
て
き
て
！
」
と
い
う

言
葉
が
口
を
つ
い
た
。

楽
し
む
②
ヤ
モ
リ
と
散
歩
す
る

　

休
み
時
間
の
終
わ
り
、
ヤ
モ
リ
を

入
れ
た
飼
育
ケ
ー
ス
を
持
っ
て
外
か

ら
帰
っ
て
き
た
子
が
い
た
。
何
を
し

て
い
た
の
か
聞
い
て
み
る
と
、

子供の興味が 
あることを、どれ
だけ一緒に楽しめ
るか！　これがポ
イントである

「子供も教師も元気になる」
と聞いて、一番に思い浮か
んだのは、TOSS Sunny代
表の井戸砂織氏である。井
戸氏は、いつでも楽しんで
いるのである。

愛知県名古屋市立東桜小学校

青
あお

木
き

 翔
しょう

平
へい

３	

子
供
に
任
せ
て
教
材
時
短

　

毎
月
お
楽
し
み
会
を
実
施
し
て
い

る
。
子
供
た
ち
は
自
分
た
ち
で
内
容

を
話
し
合
い
、
原
案
を
作
成
す
る
。

そ
の
際
、
ス
ピ
ー
ド
感
の
あ
る
活
動

を
行
う
た
め
に
、

「
お
楽
し
み
会
の
資
料
」

と
い
う
フ
ォ
ル
ダ
を
教
室
の
パ
ソ
コ

ン
内
に
設
け
て
お
く
。
子
供
た
ち
が

必
要
な
と
き
に
、
自
分
た
ち
で
パ
ソ

コ
ン
か
ら
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
す
れ
ば
、

即
活
動
が
可
能
に
な
る
。
パ
ソ
コ
ン

内
で
の
作
業
も
可
能
だ
。
ほ
か
に
も

次
の
フ
ォ
ル
ダ
が
あ
る
。

①
「
作
文
」
…
作
文
用
紙
や
各
種
手

本
作
文
、
作
文
宿
題
メ
ニ
ュ
ー
な
ど
。

②
「
総
合
」
…
ラ
ン
キ
ン
グ
チ
ャ
ー

ト
や
ク
ラ
ゲ
チ
ャ
ー
ト
な
ど
の
思
考

ツ
ー
ル
プ
リ
ン
ト
。

　

教
室
で
、
使
い
た
い
と
き
に
す
ぐ

に
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
子
供

も
待
た
な
く
て
よ
い
し
、
教
師
も
手

間
が
省
け
る
。

る
。
中
に
は
「
続
き
は
明
日
ね
」
な

ど
と
日
を
ま
た
い
で
学
年
会
を
行
う
。

「
働
き
方
改
革
」
と
は
無
縁
の
愚
行

だ
。
学
年
会
は
翌
週
を
見
通
す
上
で

重
要
な
会
議
で
は
あ
る
。
し
か
し
、

こ
こ
に
時
間
を
か
け
る
必
要
は
な
い
。

私
は
「
学
年
会
」
と
い
う
フ
ォ
ル
ダ

を
作
成
し
た
。
フ
ォ
ル
ダ
の
中
に
は
、

「
学
年
会
レ
ジ
ュ
メ
」

と
い
う
文
書
が
入
っ
て
い
る
。
学
年

会
で
確
認
や
検
討
す
べ
き
は
、
校
内

行
事
、
学
習
内
容
、
指
導
方
法
の
確

認
で
あ
る
。
な
ら
ば
、
そ
の
よ
う
な

項
目
を
用
意
し
た
ひ
な
形
に
、
確
認

し
た
こ
と
を
ど
ん
ど
ん
記
録
し
て
い

け
ば
よ
い
。
さ
ら
に
学
年
会
を
す
る

時
間
が
な
い
場
合
に
は
、
事
前
に
考

え
た
こ
と
を
記
入
し
て
お
け
ば
、
組

ん
で
い
る
先
生
と
軽
く
確
認
し
、
渡

す
だ
け
で
済
む
。
長
々
と
し
た
学
年

会
は
、
こ
れ
で
な
く
な
る
。

１	

月
ご
と
フ
ォ
ル
ダ
で
時
短

　

学
校
の
パ
ソ
コ
ン
に
は
、
年
間
行

事
に
関
す
る
過
年
度
文
書
が
膨
大
に

保
存
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
文
書

を
、
多
く
の
学
校
で
は
「
行
事
」
ご

と
に
フ
ォ
ル
ダ
保
存
し
て
い
る
。
一

見
、
必
要
な
文
書
が
整
理
さ
れ
て
い

る
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
、
激
務

と
言
え
る
学
校
業
務
の
中
で
、
準
備

や
検
討
の
タ
イ
ミ
ン
グ
が
遅
れ
て
し

ま
う
こ
と
が
し
ば
し
ば
起
こ
る
。
見

通
し
が
も
て
な
い
か
ら
だ
。
そ
こ
で
、

「
月
ご
と
」
に
フ
ォ
ル
ダ
管
理
を

す
る

こ
と
に
し
た
。
今
月
と
翌
月
の
フ
ォ

ル
ダ
内
を
確
認
す
る
こ
と
で
、
一
か

月
先
を
見
越
し
た
学
年
経
営
が
可
能

に
な
る
。
例
え
ば
、
五
月
に
は
五
月

と
六
月
の
フ
ォ
ル
ダ
を
見
る
。
六
月

に
修
学
旅
行
と
ペ
ア
活
動
と
社
会
科

見
学
が
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
、
検

討
・
準
備
で
き
る
。
こ
う
す
れ
ば
準

備
が
遅
れ
ず
、

効
率
的
に
時

間
を
使
う
こ

と
が
で
き
る
。

２	

学
年
会
レ
ジ
ュ
メ
で
時
短

　

学
年
会
を
長
々
と
行
う
教
員
が
い

効果的な「フォ
ルダマネジメン
ト」で時間短縮
を
フォルダ管理の仕方を工
夫することで、行事や学
年会での時間を一気に短
縮できる。

神奈川県綾瀬市立天台小学校

菅
かん

野
の

 真
まさ

智
とも



チャレン
ジング

教師の
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TOSS授業技量検定
に挑戦！

授業技量向上の法則 働き方改革！

教師が　　　　　　　　 と向き合うために「やりがい」

「15秒のつかみ
は配慮」
奇をてらうことではなく、
笑顔をつかむこと。それ
をTOSS授業技量検定の
受検から学んだ。

神奈川県大和市立南林間小学校

村
むら

上
かみ

諒
りょう

　

二
年
生
三
十
名
が
、
図
書
室
で
と
て
も
大
き

な
声
で
話
し
て
い
る
。

「
本
が
な
~
い
！
」「
先
生
~
！
」
な
ど
。

　

見
か
ね
た
担
任
の
先
生
は
、
静
か
に
す
る
よ

う
に
注
意
を
し
た
が
、
効
果
が
な
い
。
居
合
わ

せ
た
私
は
、
以
下
の
よ
う
な
指
導
を
し
た
。

﹁
二
年
生
の
皆
さ
ん
﹂

と
、
私
が
言
う
と
、
二
年
生
が
バ
ッ
と
こ
ち
ら

を
見
た
。
う
る
さ
い
図
書
室
の
中
で
も
、
全
体

に
聞
こ
え
る
声
で
言
っ
た
。
顔
は
に
こ
に
こ
し

た
ま
ま
だ
。

﹁
お
話
が
あ
り
ま
す
。
お
へ
そ
を
こ
ち
ら
に
向

け
な
さ
い
。
す
ご
い
な
ぁ
！　

す
ぐ
に
で
き
て

い
る
ね
。
あ
と
十
秒
で
話
し
始
め
ま
す
﹂

　

子
供
た
ち
は
、
持
っ
て
い
る
本
を
閉
じ
た
り

姿
勢
を
正
し
た
り
し
た
。

﹁
図
書
室
で
は
、
と
~
っ
て
も
小
さ
な
声
で
お

話
を
し
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
ど
れ
く
ら
い

小
さ
な
声
か
。
や
っ
て
み
ま
す
。
先
生
の
ま
ね

を
し
ま
す
。
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。︵
無
声

音
で
、
ヒ
ソ
ヒ
ソ
声
で
言
っ
て
み
せ
る
︶﹂

　

す
る
と
、
二
年
生
の
子
た
ち
は
、
ま
ね
を
し

た
。
念
の
た
め
、
も
う
一
回
繰
り
返
し
、
ヒ
ソ

ヒ
ソ
声
の
練
習
を
し
た
。

﹁
す
ば
ら
し
い
な
ぁ
！　

図
書
室
で
は
、
そ
の

よ
う
な
声
で
、
お
話
を
し
ま
す
。
で
き
そ
う
な

人
？
﹂

と
、
挙
手
を
求
め
た
。

　

二
年
生
の
全
員
が
ビ
シ
ッ
と
手
を
挙
げ
た
。

﹁
で
は
、
今
か
ら
一
分
間
、
み
ん
な
が
小
さ
な

声
で
過
ご
せ
る
か
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
す
。
合
格
し

た
人
は
、
続
け
て
図
書
室
が
使
え
ま
す
﹂

　

あ
る
子
が
、（
で
き
る
）
と
ヒ
ソ
ヒ
ソ
声
で

言
っ
た
。
私
は
、（
偉
い
）
と
ヒ
ソ
ヒ
ソ
声
で

言
っ
た
。

﹁
で
は
、
始
め
﹂

と
言
う
と
、
二
年
生
た
ち
は
静
か
に
、
静
か
に

活
動
し
て
い
る
。
途
中
で
、

﹁
三
十
秒
た
ち
ま
し
た
。
す
ば
ら
し
い
で
す
。

ス
ー
パ
ー
二
年
生
！
﹂

と
褒
め
た
。

　

そ
し
て
、
一
分
が
経
過
し
た
。

﹁
一
分
た
ち
ま
し
た
。
全
員
、
合
格
で
す
。
図

書
室
は
、
そ
の
よ
う
な
小
さ
な
声
で
過
ご
す
の

が
マ
ナ
ー
で
す
。
で
は
、
調
べ
も
の
、
頑
張
っ

て
く
だ
さ
い
ね
﹂

　

ど
の
子
も
静
か
に
図
書
室
で
活
動
を
し
た
。

こ
れ
は
サ
ー
ク
ル
で
学
ん
だ
﹁
や
っ
て
み
せ
、

や
ら
せ
、
褒
め
る
﹂
指
導
で
あ
る
。

　

し
か
し
、︿
知
識
﹀
と
し
て
知
っ
て
い
る
だ

け
で
は
決
し
て
で
き
な
い
。

「
声
の
出
し
方
」「
褒
め
方
」「
間
」「
目
線
」

な
ど
の
︿
技
能
﹀
を
サ
ー
ク
ル
で
鍛
え
て
も

ら
っ
た
賜た

ま

物も
の

で
あ
る
。

青あ
お

山や
ま

智と
も

士ひ
と

静
岡
県
浜
松
市
立
和
田
東
小
学
校

二
分
間
で
で
き
る
！

図
書
室
で
小
学
校
二
年
生
を
「
静
か
に
過
ご
さ
せ
る
」
指
導
。

４　

十
五
秒
か
ら
一
分
へ

　

そ
ん
な
私
も
、
Ｂ
表
に
挑
戦
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
。
谷
和
樹
氏
か
ら
こ

の
よ
う
な
こ
と
を
教
え
て
も
ら
っ
た
。

　

毎
回
の
授
業
を
一
分
間
全
力

で
や
れ
ば
、
力
が
付
き
ま
す
。

　

し
か
し
、
三
十
秒
で
息
切
れ
す
る
。

全
力
で
一
分
や
り
切
る
に
は
、
ま
だ

ま
だ
修
業
が
必
要
だ
。

　

松
崎
力
氏
か
ら
教
え
て
も
ら
っ
た

こ
と
に
も
挑
戦
し
て
い
る
。

　

Ｄ
表
で
満
点
を
取
れ
る
力
を

付
け
よ
う
！

　

到
底
満
点
に
は
至
ら
な
い
。
甘
め

に
自
己
評
価
し
て
も
、
Ｄ
表
満
点
の

実
力
は
な
い
。
そ
れ
で
も
、
あ
ん
な

に
嫌
い
だ
っ
た
「
始
め
十
五
秒
の
つ

か
み
」
は
、
私
に
と
っ
て
「
配
慮
」

を
教
え
て
く
れ
た
存
在
だ
。
こ
れ
か

ら
の
教
師
人
生
で
も
、
き
っ
と
楽
し

み
な
が
ら
関
わ
っ
て
い
く
の
だ
ろ
う
。

こ
れ
か
ら
は
、
子
供
た
ち
の
笑
顔
を

も
「
つ
か
む
」
教
師
に
な
り
た
い
。

　

赤
い
字
読
み
ま
す
。
さ
ん
は
い
。

奇
を
て
ら
わ
ず
と
も
、
活
動
を
入

れ
て
誰
も
が
取
り
組
む
こ
と
が
で
き

れ
ば
、
大
人
も
子
供
も
笑
顔
に
な
る

と
、
気
付
い
た
の
だ
。
こ
の
こ
と
を

私
は
、
サ
ー
ク
ル
の
先
生
方
か
ら
学

ん
だ
。
す
ば
ら
し
い
先
生
方
の
「
つ

か
み
」を
私
は
吸
収
し
た
。「
つ
か
み
」

に
貪
欲
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

共
に
学
ぶ
先
生
方
の
姿
を
見
て
、

私
は
成
長
し
、
教
室
の
子
供
た
ち
に

還
元
し
て
き
た
気
が
す
る
。
次
の
夏
、

私
は
Ｄ
表
を
突
破
し
、
冬
に
は
Ｃ
表

に
挑
戦
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

３　
﹁
つ
か
み
﹂
が
楽
し
い
！

　

現
実
は
非
情
だ
。
謙
虚
に
な
れ
ば

つ
か
み
が
う
ま
く
な
る
わ
け
で
は
な

か
っ
た
。
私
は
授
業
が
う
ま
く
な
い
。

し
か
し
、
級
が
上
が
る
に
つ
れ
て
、

教
室
や
職
員
室
で
の
事
実
が
生
ま
れ

た
。
始
め
十
五
秒
の
つ
か
み
に
苦
し

ん
で
い
た
私
も
、
い
つ
の
間
に
か

「
つ
か
み
」
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

１　

奇
を
て
ら
っ
て
﹁
つ
か
め
ず
﹂

　

数
年
前
の
夏
、
教
員
採
用
試
験
に

落
ち
た
。
わ
ら
を
も
す
が
る
気
持
ち

で
、
授
業
力
向
上
を
目
指
し
、
Ｔ
Ｏ

Ｓ
Ｓ
授
業
技
量
検
定
を
受
検
し
た
。

　

第
一
声
は
、
こ
う
だ
っ
た
。

　

こ
れ
、
何
で
す
か
？

　

た
く
さ
ん
本
を
読
ん
で
挑
ん
だ
私

は
、
誰
も
分
か
ら
な
い
で
あ
ろ
う
写

真
を
見
せ
て
、
発
問
を
し
た
。
当
然

結
果
は
、
留
め
置
き
。
仲
間
は
、
昇

級
し
た
。
当
然
だ
。
配
慮
に
欠
け
て

い
た
の
だ
か
ら
。
そ
れ
で
も
、
意
固

地
に
な
っ
て
い
た
私
は
、
「
授
業
の

つ
か
み
」
に
奇
を
て
ら
い
続
け
た
。

Ｄ
表
二
十
六
級
か
ら
、
私
は
一
年
間

抜
け
出
せ
な
い
で
い
た
。
「
始
め
十

五
秒
の
つ
か
み
」
が
憎
か
っ
た
。

２　

謙
虚
に
﹁
つ
か
む
﹂

　

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
若
大
将
と
い
う
サ
ー
ク

ル
で
私
は
学
ん
で
い
る
。
と
は
い
っ

て
も
、
受
検
対
策
を
し
た
こ
と
は
な

い
ま
ま
、
日
々
は
、
過
ぎ
て
い
っ
た
。

当
時
は
、
授
業
を
見
ら
れ
る
の
が
嫌

だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

だ
が
、
そ
の
年
数
多
く
の
先
生
に

助
け
て
も
ら
い
、
私
は
採
用
試
験
に

合
格
で
き
た
。
い
や
、
合
格
さ
せ
て

も
ら
え
た
。
こ
の
頃
か
ら
、
授
業
の

「
つ
か
み
」
が
変
化
し
た
気
が
す
る
。

私
の
第
一
声
は
、
こ
う
変
化
し
た
。
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授業技量向上の法則

伴
一
孝
の
教
師
道

伴ば
ん

一か
ず

孝た
か

Ｔ
︲
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
ｒ
（
元
長
崎
県
教
諭
）

「
足
を
踏
ん
だ
？
？
」

３
子
供
の
足
を
踏
ん
だ
、

そ
の
意
味
は
？

　

有
田
氏
の
授
業
は
も
ち
ろ
ん
、
す

ば
ら
し
か
っ
た
は
ず
だ
。

　

授
業
が
終
わ
り
、
多
く
の
教
師
が

有
田
氏
の
分
科
会
に
集
ま
る
。

　

研
究
協
議
会
が
始
ま
っ
た
。

　

有
田
氏
が
自
評
を
述
べ
、
活
発
な

議
論
が
続
い
て
い
く
。

　

協
議
会
の
司
会
者
が
、
参
観
者
か

ら
の
質
問
を
受
け
付
け
た
。

　

先
の
若
い
教
師
は
、
ど
う
し
て
も

我
慢
で
き
な
か
っ
た
。
研
究
協
議
会

の
本
来
の
テ
ー
マ
と
は
違
う
の
だ
が
、

彼
は
思
い
切
っ
て
質
問
し
た
。

「
有
田
先
生
、
先
生
が
授
業
中
に
机

間
巡
視
を
さ
れ
た
と
き
、
机
の
下
で

一
人
の
子
供
の
足
を
踏
ん
で
い
ま
し

た
ね
。
あ
れ
は
、
何
を
し
て
い
た
の

で
す
か
？
」

　

有
田
氏
は
何
と
答
え
た
だ
ろ
う
か
。

　
（
続
く
）

　

そ
れ
だ
け
の
こ
と
だ
。

　

場
面
と
し
て
は
そ
れ
だ
け
の
こ
と

な
の
だ
が
、
そ
の
と
き
、
そ
の
授
業

を
参
観
し
て
い
た
若
い
教
師
の
一
人

が
、
あ
る
こ
と
に
気
付
い
た
。

　

そ
の
子
に
指
導
を
し
な
が
ら
、

有
田
氏
は
、
机
の
下
で
そ
の
子

の
足
を
踏
ん
で
い
た
。

　

有
田
氏
は
自
分
の
足
で
、
そ
の
子

の
足
の
甲
を
ギ
ュ
ッ
と
踏
み
つ
け
て

い
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

　

当
然
、
踏
ま
れ
た
子
に
は
、
何
ら

か
の
「
踏
ま
れ
た
」
と
い
う
感
覚
が

あ
っ
た
だ
ろ
う
。
し
か
し
、

「
先
生
、
痛
い
」

と
も
、

「
先
生
、
踏
ん
で
い
る
よ
」

と
も
、
そ
の
子
は
何
も
言
わ
な
い
。

　

足
を
踏
ま
れ
た
ま
ま
で
指
導
を
受

け
た
。
有
田
氏
は
、
何
事
も
な
か
っ

た
よ
う
に
そ
の
ま
ま
立
ち
去
っ
た
。

　

気
が
付
い
た
若
い
教
師
は
び
っ
く

り
す
る
。

１
有
田
和
正
氏
の
非
言
語
的

な
対
応
と
は

　

日
本
屈
指
の
社
会
科
教
師
と
い
え

ば
、
有
田
和
正
氏
を
挙
げ
な
い
わ
け

に
は
い
か
な
い
。

　

筑
波
大
学
附
属
小
学
校
時
代
。
そ

の
全
国
的
な
研
究
発
表
で
の
公
開
授

業
。
有
田
氏
は
、
当
時
、
超
有
名
な

人
気
教
師
で
あ
る
。
雑
誌
に
も
数
多

く
の
論
文
を
書
き
、
た
く
さ
ん
の
著

書
も
出
版
さ
れ
て
い
た
。

　

有
田
氏
の
教
室
に
は
、
当
然
、
大

変
な
数
の
教
師
が
押
し
寄
せ
て
い
る
。

　

そ
の
授
業
中
、
有
田
氏
が
、
子
供

た
ち
に
「
机
間
巡
視
」
を
し
た
と
き

の
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
あ
る
。

　

そ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
書
か
れ
て
い

た
雑
誌
の
記
事
を
、
私
は
若
い
頃
に

読
ん
だ
。
し
か
し
、
ど
の
雑
誌
の
ど

の
記
事
な
の
か
、
今
と
な
っ
て
は
分

か
ら
な
い
。

　

記
憶
に
よ
る
再
生
な
の
で
、
か
な

り
曖
昧
で
不
正
確
だ
が
、
お
お
む
ね

次
の
よ
う
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
だ
っ
た
。

２
有
田
和
正
氏
が
、
机
間
巡
視

中
に
子
供
の
足
を
踏
ん
だ
？

　

有
田
氏
は
、
一
人
の
男
の
子
の
所

で
止
ま
り
、
そ
の
子
の
ノ
ー
ト
を
見

た
。
そ
し
て
何
ら
か
の
指
導
を
し
て
、

そ
の
子
の
所
を
離
れ
て
い
っ
た
。

授業のベーシック
スキル６

「授業での対応・
応答」�
戦後の日本を代表する、超有
名な実力派社会科教師といえ
ば、「ネタ論」有田和正氏だ。
その有田氏も「非言語的な対
応」の名手だった。笑顔はもち
ろんだが、それだけではない。

　

水
泳
の
授
業
を
や
ら
な
い
学
校
が
あ
る
と
い

う
。
非
常
に
も
っ
た
い
な
い
。
日
本
は
四
方
を

海
に
囲
ま
れ
た
国
。
川
は
急
流
が
多
い
。
天
災

も
含
め
、
水
難
事
故
が
多
い
。
一
九
五
五
年
に

修
学
旅
行
の
子
供
た
ち
が
大
勢
亡
く
な
っ
て
以

来
、
学
校
で
の
水
泳
指
導
も
盛
ん
に
な
っ
た
。

こ
ん
な
国
は
ほ
か
に
な
い
。
数
年
前
、
他
国
で

同
様
に
大
き
な
客
船
の
事
故
が
あ
っ
た
。
運
航

の
問
題
が
取
り
沙
汰
さ
れ
た
が
、
多
く
の
報
道

は
日
本
人
同
様
に
客
が
「
泳
げ
る
」
と
い
う
前

提
だ
っ
た
。
誤
解
だ
。
ほ
と
ん
ど
の
人
が
泳
げ

る
の
は
日
本
だ
け
な
の
で
あ
る
。
学
校
に
プ
ー

ル
（
同
時
に
体
育
館
）
が
設
置
さ
れ
た
の
は
、

別
に
理
由
が
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
の

国
の
教
育
に
「
水
練
」
の
伝
統
が
あ
っ
た
の
は

間
違
い
な
い
。
私
が
知
る
最
古
の
も
の
は
江
戸

時
代
の
会
津
藩
校
「
日
新
館
」
の
記
録
だ
。ち
ゃ

ん
と
プ
ー
ル
が
設
置
し
て
あ
る
。
指
導
内
容
は

古
式
泳
法
だ
ろ
う
。
現
在
の
西
洋
式
泳
法
と
は

違
う
。

　

長
崎
は
港
町
（
軍
港
）
な
の
で
「
水
練
」
は

必
至
だ
。
私
が
小
学
生
の
頃
ま
で
は
、
夏
休
み

に
長
崎
港
内
の
「
ね
ず
み
島
」
に
船
で
通
っ
た
。

学
年
関
係
な
し
に
甲
乙
丙
丁
の
ク
ラ
ス
に
分
け

て
古
式
泳
法
の
稽
古
が
行
わ
れ
る
。
私
の
頃
は

ク
ロ
ー
ル
も
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
た
し
、
初
心

者
は
水
着
だ
っ
た
。
だ
が
男
性
上
級
者
は
赤
い

ふ
ん
ど
し
で
あ
る
。
泳
法
は
「
小
堀
流
」
と
言

い
、
一
時
間
立
ち
泳
ぎ
な
ど
は
小
学
生
で
も
普

通
だ
っ
た
。
基
本
は
忍
術
で
、
城
に
潜
入
す
る

た
め
に
、
ほ
り
の
水
を
音
も
な
く
泳
い
だ
り
潜

行
し
た
り
す
る
た
め
の
修
練
だ
っ
た
。
イ
ベ
ン

ト
の
と
き
は
立
ち
泳
ぎ
の
ま
ま
扇
子
に
筆
で
文

字
を
書
い
た
り
、
装
束
を
着
け
て
水
中
で
大
名

行
列
を
や
っ
た
り
し
た
。
長
崎
市
内
の
多
く
の

子
供
が
小
学
校
高
学
年
か
ら
毎
年
通
っ
た
。
学

校
に
プ
ー
ル
が
な
か
っ
た
時
代
で
あ
る
。
通
わ

な
い
子
は
泳
げ
な
か
っ
た
。

　

長
崎
大
の
附
属
小
学
校
で
は
二
年
生
く
ら
い

か
ら
「
体
育
館
の
二
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー
か
ら
の
飛

び
降
り
」
と
い
う
授
業
が
あ
っ
た
。
こ
れ
は
初

期
の
﹃
楽
し
い
体
育
の
授
業
﹄
誌
（
明
治
図
書
）

で
も
見
た
こ
と
が
あ
る
。
今
で
は
考
え
ら
れ
な

い
が
、
当
時
は
マ
ジ
で
や
っ
て
い
た
。
最
初
は

跳
び
箱
か
ら
マ
ッ
ト
に
飛
び
降
り
る
。
六
段

や
っ
た
ら
、
跳
び
箱
を
体
育
館
の
ス
テ
ー
ジ
に

上
げ
る
。
少
し
ず
つ
段
を
上
げ
て
飛
び
降
り
る
。

ス
テ
ー
ジ
上
の
跳
び
箱
六
段
は
「
ギ
ャ
ラ

リ
ー
」
に
近
く
な
る
。
い
よ
い
よ
本
番
と
な
る
。

下
に
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
マ
ッ
ト
を
設
置
し
て
挑
戦

す
る
。
泣
き
叫
ぶ
子
供
も
い
た
。
今
な
ら
虐
待
。

し
か
し
こ
れ
は
「
船
が
沈
む
」
と
な
っ
た
と
き
、

渦
が
で
き
る
前
に
飛
び
降
り
て
逃
げ
る
た
め
の

ラ
イ
フ
・
ス
キ
ル
な
の
だ
。

プ
ー
ル
の
設
置
理
由
は
不
純
だ
ろ
う
が
「
水
泳
」
授
業
は
大
事

小
学
校
の
プ
ー
ル
設
置
率
は
九
割
に
近
い
。
プ
ー
ル
が
な
い
学
校
も
近
く
の
学
校
や
町
内
プ
ー
ル
な

ど
に
出
向
い
て
授
業
し
て
い
る
。
日
本
は
海
洋
国
家
だ
。
離
島
の
学
校
で
は
校
庭
横
の
海
岸
で
授
業

し
て
い
た
。
誰
も
が
幻
想
を
抱
く
だ
ろ
う
が
、
そ
こ
は
漁
船
の
垂
れ
流
す
廃
油
で
ギ
ト
ギ
ト
だ
っ
た
。
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回答

高
段
者
が
答
え
る「
私
が
困
っ
て
い
る
こ
と
Q

A

」

＆

A

Q コ
ロ
ナ
禍
で
の
教
師
の
対
応

教
師
は
機
嫌
よ
く
、
子
供
た
ち
と
の
心
を
つ
な
ぎ
、

情
動
を
安
定
さ
せ
る
よ
う
に
努
め
る
。

実践日誌
長谷川博之の

長は

谷せ

川が
わ

博ひ
ろ

之ゆ
き

埼
玉
県
熊
谷
市
立
奈
良
中
学
校

か
ら
こ
そ
、
先
生
た
ち
は
、
意
識
し
、
機
嫌
よ

く
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

研
修
で
、
特
別
支
援
だ
よ
り
で
、
打
ち
合
わ

せ
で
…
…
。
様
々
な
場
面
で
「
み
ん
な
で
機
嫌

よ
く
」
の
大
切
さ
を
伝
え
、
教
師
が
共
通
理
解

す
る
と
よ
い
だ
ろ
う
。

２　

教
師
が
名
前
で
呼
び
掛
け
る

　

向
山
洋
一
氏
は
本
誌
七
月
号
で
、
休
校
中
に

子
供
た
ち
に
「
は
が
き
を
書
く
」
こ
と
を
推
奨

し
て
い
る
。

　

大
切
な
こ
と
は
、

必
ず
そ
の
子
の
名
前
で
呼
び
掛
け
る
と
い

う
こ
と

と
あ
る
。

　

子
供
た
ち
と
の
心
を
つ
な
ぐ
努
力
を
す
る
の

で
あ
る
。
学
年
、
学
校
を
挙
げ
て
取
り
組
む
こ

と
が
可
能
だ
。

３　

楽
し
そ
う
に
授
業
す
る

　

情
動
が
荒
れ
て
い
る
と
き
、
脳
に
知
識
は

入
っ
て
い
か
な
い
。
1
や
2
を
遂
行
す
る
こ
と

が
、
各
教
科
を
学
習
す
る
脳
の
体
制
を
整
え
る

の
で
あ
る
。

１　

教
師
が
機
嫌
よ
く
、
安
定
し
た
態
度
で

　

公
益
社
団
法
人
子
ど
も
の
発
達
科
学
研
究
所

か
ら
「
子
ど
も
た
ち
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
を
守

る
た
め
に
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
公
開
さ
れ

て
い
る
。

　

何
よ
り
も
先
生
た
ち
が
機
嫌
良
く
、
安

定
し
た
態
度
で
子
ど
も
た
ち
に
臨
ん
で
く

だ
さ
い
。

　

テ
レ
ビ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
は
、
不
安
を

あ
お
る
ニ
ュ
ー
ス
が
た
く
さ
ん
発
信
さ
れ
て
い

る
。
学
校
生
活
の
中
に
は
、
禁
止
事
項
や
注
意

事
項
が
増
え
た
。

　

子
供
た
ち
は
、
社
会
・
家
庭
・
学
校
の
大
人

た
ち
の
言
動
、
表
情
に
敏
感
に
な
っ
て
い
る
。

先
生
方
の
気
を
抜
け
な
い
日
々
に
よ
る
緊
張
、

疲
れ
は
、
否
応
な
く
子
供
た
ち
に
伝
わ
る
。
だ

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
対

応
で
、
分
散
登
校
す
る
学
校
も
あ
り
、

勤
務
校
も
気
を
抜
け
な
い
日
々
が
続
い

て
い
ま
す
。

　
特
別
支
援
の
観
点
か
ら
、
今
後
の
学
校

運
営
上
、
ど
の
よ
う
な
対
応
が
現
場
で
求

め
ら
れ
る
の
か
、
各
教
科
を
進
め
る
上
で

の
ポ
イ
ン
ト
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

仕
事
の
範
囲
は
自
ら
決
め
る

誰
か
が
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
で
、
そ
れ
を
誰
も
や
ら
な
い
の
で
あ
れ
ば

自
分
が
や
る
。
こ
の
メ
ン
タ
リ
テ
ィ
で
過
ご
し
て
損
を
し
た
こ
と
は
一
度
も
な
い
。

　

六
月
半
ば
の
本
日
、
熊
谷
市
の
気
温
は
三
十

四
度
ま
で
上
昇
し
た
。
夜
に
な
っ
て
も
外
は
蒸

し
暑
い
。

　

分
散
登
校
二
週
目
の
中
日
、
私
に
は
三
時
間

の
空
き
が
あ
っ
た
。
三
時
間
の
う
ち
一
時
間
弱

を
、
来
年
三
月
ま
で
の
月
間
予
定
の
微
修
正
に

充
て
た
。校
長
の
意
思
を
聞
き
、こ
ち
ら
も
様
々

な
提
案
を
し
、
予
定
を
組
み
直
し
た
。
結
果
、

課
業
日
と
し
て
百
八
十
五
日
を
確
保
す
る
こ
と

が
で
き
る
見
込
み
が
立
っ
た
。

　

一
、
二
学
年
は
月
一
か
ら
金
六
ま
で
の
全
て

で
「
年
三
十
五
コ
マ
」
を
達
成
で
き
る
。
三
学

年
は
二
月
末
に
公
立
高
校
入
試
が
あ
る
ゆ
え
、

三
月
の
授
業
コ
マ
に
頼
れ
な
い
。
各
授
業
者
の

創
意
工
夫
も
も
ち
ろ
ん
必
要
だ
が
、
裏
付
け
と

し
て
、
手
厚
い
配
慮
が
い
る
。
そ
の
具
体
的
方

策
を
校
長
に
提
案
し
、
議
論
の
俎そ

上じ
ょ
う

に
載
せ
た
。

　

そ
の
上
で
、
年
間
行
事
計
画
「
第
八
版
」
を

作
成
し
、
確
保
し
得
る
コ
マ
数
を
明
示
し
て
配

付
し
た
。

「
忙
し
い
」
の
ほ
と
ん
ど
は
、
多
忙
で
な
く
多

忙
感4

で
あ
る
。
同
様
に
、「
時
間
が
足
り
な
い
」

の
ほ
と
ん
ど
に
も
、
根
拠
が
な
い
。
数
字
を
根

拠
と
し
て
示
せ
ば
、
な
す
べ
き
こ
と
が
は
っ
き

り
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

数
字
を
基
に
方
針
と
方
策
を
決
め
る
。

　

こ
れ
が
向
山
洋
一
氏
に
学
ん
だ
プ
ロ
の
仕
事

で
あ
る
。

　

さ
て
、
残
り
の
二
時
間
強
は
何
を
し
た
か
。

校
舎
内
全
箇
所
の
大
掃
除
を
行
っ
た
。
分
散
登

校
中
は
掃
除
の
時
間
を
設
け
て
い
な
い
。
よ
っ

て
、
教
師
が
行
わ
な
け
れ
ば
汚
れ
て
い
く
一
方

な
の
だ
。
各
人
が
消
毒
作
業
は
き
っ
ち
り
行
う

が
、
掃
除
ま
で
は
な
か
な
か
余
裕
が
な
か
っ
た
。

　

案
の
定
、
汚
れ
の
目
立
つ
場
所
が
複
数
あ
っ

た
。
全
て
の
廊
下
、
階
段
、
踊
り
場
を
ほ
う
き

で
掃
き
、
雑
巾
が
け
を
し
た
。
教
室
の
サ
ッ
シ

に
つ
い
た
ほ
こ
り
を
は
ら
っ
た
。
会
議
室
や
特

別
室
の
黒
板
周
り
を
き
れ
い
に
し
、
モ
ッ
プ
を

か
け
た
。
職
員
用
、
来
賓
用
の
靴
箱
全
て
を
開

け
、
扉
と
内
部
を
磨
い
た
。
職
員
玄
関
の
砂
や

ほ
こ
り
を
掃
き
出
し
た
。
じ
ゅ
う
た
ん
類
に
掃

除
機
を
か
け
た
。
様
々
な
場
所
に
置
か
れ
た
観

葉
植
物
の
落
葉
な
ど
を
き
れ
い
に
し
、
水
を

や
っ
た
。ま
た
、数
日
前
に
生
じ
た
ダ
ウ
ン
バ
ー

ス
ト
 ※
で
校
庭
に
散
ら
か
っ
た
木
っ
端
を
集
め

た
。
つ
い
で
に
、
校
庭
の
ベ
ン
チ
や
ラ
グ
ビ
ー

ポ
ー
ル
ガ
ー
ド
の
修
繕
も
行
っ
て
お
い
た
。

休
憩
な
し
、
超
特
急
で
取
り
組
ん
で
も
、
二

時
間
以
上
掛
か
っ
た
。
終
盤
に
は
教
頭
先
生
も

参
画
し
て
く
れ
た
。二
人
で
大
い
に
汗
を
か
い
た
。

　

退
勤
時
刻
ま
で
動
い
て
学
校
を
出
た
。
汗

び
っ
し
ょ
り
だ
が
、
心
は
と
て
も
快
適
だ
っ
た
。

手て

塚づ
か

美み

和わ

静
岡
県
静
岡
市
立

公
立
小
学
校

イラスト：ナカジマ ヤヨイ

※
発
達
し
た
積
乱
雲
の
下
で
起
こ
る
強
い
下
降
気
流
が
地
面
に

ぶ
つ
か
り
、
水
平
方
向
に
突
風
と
し
て
吹
き
出
す
現
象
。
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風
の
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訓

30

れ
の
あ
る
裏
山
へ
の
避
難
は
必
要
な
い
」
と

の
意
見
に
影
響
を
受
け
た
。

　

そ
の
土
地
に
長
く
住
ん
で
い
る
住
民
は
、

祖
先
か
ら
の
言
い
伝
え
も
聞
い
て
き
た
。
こ

れ
ま
で
に
も
数
々
の
風
雪
に
も
耐
え
て
き
た
。

　

数
年
で
異
動
す
る
校
長
が
、「（
地
域
）
住

民
の
認
識
が
根
拠
を
欠
く
も
の
」
と
伝
え
た

り
、「
説
得
し
、
そ
の
認
識
を
改
め
さ
せ
」

た
り
す
る
こ
と
が
ど
れ
ほ
ど
難
し
い
も
の
で

あ
る
か
。

　

今
後
、
各
学
校
は
本
最
高
裁
判
決
を
受
け

て
、
極
め
て
高
度
な
防
災
計
画
を
作
成
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。

　

大
き
な
災
害
の
際
に
、
地
域
住
民
が
テ
レ

ビ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
、「
七
十
年
以
上
住

ん
で
い
る
け
ど
、
川
が
こ
ん
な
に
あ
ふ
れ
た

の
は
初
め
て
だ
」
と
答
え
る
。

赴
任
し
て
半
年
の
校
長
（
安
全
担
当
の

教
員
）
が
、
何
十
年
も
住
ん
で
い
る
そ
の

地
域
住
民
を
説
得
し
て
、
認
識
を
改
め
さ

せ
る
義
務
を
負
っ
た
。
私
は
、
公
教
育
の

教
員
に
そ
こ
ま
で
の
義
務
を
負
わ
せ
る
の

は
無
理
だ
と
思
う
の
だ
が
…
…
。
し
か
し
、

司
法
の
判
断
だ
か
ら
従
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

困
っ
た
。

か
も
、
本
件
安
全
確
保
義
務
を
履
行
す
る
た

め
の
知
識
と
経
験
を
収
集
、
蓄
積
で
き
る
職

務
上
の
立
場
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
上

記
義
務
を
遺
漏
無
く
履
行
す
る
た
め
に
、
危

機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
す
る
過
程
に
お

い
て
、
釜
谷
地
区
に
は
津
波
は
来
な
い
と
い

う
釜
谷
地
区
の
住
民
の
認
識
が
根
拠
を
欠
く

も
の
で
あ
る
こ
と
を
伝
え
、
説
得
し
、
そ
の

認
識
を
改
め
さ
せ
た
上
で
、
在
籍
児
童
の
避

難
行
動
と
釜
谷
地
区
住
民
の
避
難
行
動
を
整

合
的
な
も
の
と
な
る
よ
う
調
整
を
図
る
義
務

が
あ
っ
た
と
い
う
べ
き
で
あ
る
」

　

校
長
（
学
校
）
は
、
地
域
住
民
よ
り
も
そ

の
土
地
の
状
況
を
把
握
し
、
対
策
を
立
て
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
厳
し
い
責
任
を
課
し
た
。

　

果
た
し
て
、
数
年
お
き
に
異
動
す
る
公
教

育
の
教
員
た
ち
が
、
そ
の
地
域
の
古
老
よ
り

も
災
害
に
対
す
る
深
い
認
識
を
抱
く
こ
と
が

で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。
大
川
小
学
校
は
、
異

動
間
も
な
い
教
員
が
大
半
を
占
め
て
い
た
。

　

大
川
小
学
校
は
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
は

津
波
の
浸
水
域
に
は
入
っ
て
い
な
か
っ
た
。

だ
か
ら
避
難
所
に
指
定
さ
れ
て
い
た
。

　

当
日
の
避
難
行
動
の
際
に
も
、
地
区
の
区

長
ら
の
「
津
波
は
来
な
い
の
で
崖
崩
れ
の
恐

南
ま
で
を
貫
く
多
数
の
火
山
帯
、
背
骨
か
ら

海
へ
注
ぐ
短
く
て
急
な
河
川
、
河
口
の
沖
積

平
野
に
立
地
し
た
大
都
市
、
世
界
有
数
の
豪

雪
地
帯
に
居
住
す
る
特
殊
性
。

　

祖
先
は
、
こ
れ
ら
の
自
然
災
害
を
鎮
魂
す

る
た
め
に
祈
り
を
さ
さ
げ
て
き
た
。
皮
肉
な

こ
と
だ
が
、
そ
の
営
み
が
豊
か
な
伝
統
や
文

化
、
祭
礼
を
育
ん
だ
。

　

祖
先
は
石
に
刻
ん
で
事
変
を
記
録
し
た
。

神
話
や
伝
承
に
し
て
後
世
に
伝
え
た
。
文
字

や
絵
画
に
し
て
教
訓
を
託
し
た
。

　

私
た
ち
は
そ
の
幾
つ
か
を
学
ん
で
き
た
。

し
か
し
、
や
が
て
自
然
へ
の
畏
怖
を
減
じ
さ

せ
て
き
た
。「
蛇じ

ゃ

落ら
く

地ち

悪あ
し

谷だ
に

」
と
い
う
土
地

を
開
発
し
て
住
宅
地
に
し
た
。
鬼
怒
川
と
か

荒
川
と
い
う
よ
う
な
名
の
河
川
に
も
、
恐
れ

を
抱
か
ぬ
よ
う
に
な
っ
た
。

　

そ
し
て
近
年
の
気
候
変
動
に
よ
る
自
然
の

猛
威
で
「
し
っ
ぺ
返
し
」
を
受
け
た
。

三

大
川
小
学
校
津
波
訴
訟
、
最
高
裁
判
決

「
大
川
小
学
校
長
等
は
、
石
巻
市
に
お
け
る

公
教
育
を
円
滑
に
運
営
す
る
た
め
の
本
件
安

全
確
保
義
務
を
負
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、
し

た
ち
の
引
取
り
訓
練
を
見
守
っ
た
。
東
日
本

大
震
災
、
交
通
機
関
が
遮
断
さ
れ
た
銀
座
で
、

翌
朝
ま
で
保
護
者
へ
の
引
渡
し
を
行
っ
た
。

よ
う
や
く
翌
日
の
午
前
九
時
に
完
了
し
た
。

　

こ
う
し
て
引
渡
し
側
に
い
た
私
が
、
初
め

て
引
取
り
に
行
く
立
場
に
な
っ
た
。
引
き
取

る
立
場
に
な
っ
て
見
え
て
く
る
風
景
も
あ
る
。

参
考
に
な
っ
た
。

　

全
面
実
施
に
な
っ
た
学
習
指
導
要
領
五
年

社
会
。
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

「
自
然
災
害
は
国
土
の
自
然
条
件
な
ど
と
関

連
し
て
発
生
し
て
い
る
こ
と
や
、
自
然
災
害

か
ら
国
土
を
保
全
し
国
民
生
活
を
守
る
た
め

に
国
や
県
な
ど
が
様
々
な
対
策
や
事
業
を
進

め
て
い
る
こ
と
を
理
解
す
る
こ
と
」

　

地
球
上
の
自
然
災
害
損
出
額
の
う
ち
、
二

割
近
く
は
日
本
列
島
で
発
生
し
て
い
る
。
そ

れ
は
国
土
の
自
然
条
件
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

　

大
陸
と
大
洋
に
挟
ま
れ
た
国
土
、
北
か
ら

マ
ス
メ
デ
ィ
ア
で
も
「
夏
休
み
明
け
に
要
注

意
」
の
報
道
が
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
国

民
全
体
が
関
心
を
抱
く
の
は
い
い
こ
と
だ
。

二

昨
秋
の
台
風
の
被
害

　

九
月
一
日
は
引
取
り
訓
練
の
日
で
も
あ
る
。

元
々
は
関
東
大
震
災
の
日
に
、
大
地
震
の
警

戒
発
令
を
予
測
し
て
実
施
す
る
訓
練
と
し
て

始
ま
っ
た
。
し
か
し
、
近
年
で
は
予
測
困
難

な
地
震
発
生
よ
り
、
台
風
接
近
に
伴
う
対
応

策
と
し
て
の
位
置
付
け
の
方
が
現
実
味
を
帯

び
て
き
た
。

　

昨
秋
の
十
月
二
十
五
日
、
大
雨
の
影
響
で

孫
を
小
学
校
の
教
室
ま
で
引
取
り
に
行
っ
た
。

校
庭
は
池
の
よ
う
に
水
が
張
っ
て
い
た
。

　

新
卒
の
と
き
に
避
難
訓
練
係
に
な
っ
た
。

始
ま
っ
た
ば
か
り
の
引
取
り
訓
練
の
計
画
を

立
て
た
。
校
長
に
な
っ
て
、
防
災
服
で
子
供

一

夏
休
み
明
け
の
子
供
の
変
化

　

ス
ー
パ
ー
の
蚊
取
り
線
香
や
花
火
の
安
売

り
が
夏
の
終し

ゅ
う

焉え
ん

を
告
げ
る
。
代
わ
り
に
新

学
期
用
の
雑
巾
や
上
履
き
、
学
用
品
コ
ー

ナ
ー
が
特
設
さ
れ
る
。

　

ス
ー
パ
ー
の
店
先
は
色
彩
豊
か
だ
。
梨
や

リ
ン
ゴ
に
早
め
の
ミ
カ
ン
、
栗
や
ま
つ
た
け
。

コ
ン
ビ
ニ
で
も
、
お
で
ん
が
再
開
す
る
。

　

多
少
の
倦け

ん

怠た
い

感
と
期
待
の
中
で
新
学
期
が

始
ま
る
。
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
い
つ
も
の
年

と
比
べ
て
、
短
い
夏
休
み
だ
っ
た
。

　

短
い
夏
休
み
で
も
、
親
子
で
感
動
の
場
面

に
遭
遇
し
た
か
。
テ
レ
ビ
ば
か
り
で
、
生
活

習
慣
が
乱
れ
た
か
。
何
事
も
な
く
淡
々
と
過

ご
し
た
か
。
一
人
一
人
の
新
学
期
へ
の
思
い

は
異
な
る
。

　

教
師
は
、
新
学
期
早
々
の
子
供
の
変
化
に

敏
感
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
数
年
は
、
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特

別

連

載
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T
O
S
S
と
の
幸
福
な
出
会
い

連
載
を
始
め
る
に
当
た
っ
て
、
改
め
て
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
の
皆
様
と
の

交
流
を
振
り
返
り
、
感
謝
し
た
い
。

４

こ
れ
か
ら
の
連
載
に
当
た
っ
て

　

私
が
今
勤
め
て
い
る
関
西
外
国
語
大
学
は

小
学
校
教
員
養
成
課
程
も
有
し
て
お
り
、
中

高
の
英
語
教
員
も
数
多
く
輩
出
し
て
い
る
。

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
の
皆
様
に
は
大
学
で
も
い
ろ
い
ろ

と
ご
相
談
、
お
願
い
す
る
こ
と
も
あ
る
と

思
っ
て
い
る
。

　

こ
の
連
載
に
つ
い
て
、
質
問
、
感
想
が
あ

れ
ば
、
ぜ
ひ
直
接
連
絡
い
た
だ
け
れ
ば
と
思

う
（nobonisi＠

kansaigaidai.ac.jp

）。
そ

れ
ぞ
れ
個
別
に
お
答
え
は
で
き
な
い
が
、
こ

れ
か
ら
の
連
載
の
中
で
触
れ
さ
せ
て
い
た
だ

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

の
観
光
教
育
の
教
材
が
あ
っ
と
い
う
間
に
完

成
し
た
の
に
続
い
て
、
静
岡
の
手
塚
氏
か
ら
、

頑
張
っ
た
子
供
た
ち
に
何
か
称
号
を
与
え
ら

れ
な
い
か
と
い
う
相
談
を
も
ら
っ
た
。
そ
こ

か
ら
「
子
ど
も
観
光
大
使
」
が
誕
生
し
た
。

　

こ
れ
が
画
期
的
な
の
は
、
国
や
自
治
体
か

ら
委
託
を
受
け
て
行
う
の
で
は
な
く
、
Ｔ
Ｏ

Ｓ
Ｓ
の
先
生
方
が
自
主
的
に
各
地
域
で
進
め

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　

二
〇
一
五
年
に
は
日
光
で
全
国
大
会
が
開

催
さ
れ
た
。私
は
、毎
回
参
加
さ
せ
て
も
ら
っ

て
い
る
が
、
子
供
た
ち
の
発
表
が
個
性
あ
ふ

れ
る
内
容
で
ク
オ
リ
テ
ィ
ー
が
高
い
こ
と
に

毎
回
感
動
す
る
。
そ
し
て
本
年
の
第
六
回
大

会
で
は
「
大
会
会
長
」
と
い
う
名
誉
も
頂
い

た
。

　

今
回
の
コ
ロ
ナ
騒
動
の
中
、
一
年
前
か
ら

周
到
に
準
備
し
て
も
ら
っ
て
い
た
新
潟
で
開

催
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
し
か
し
、

そ
の
代
わ
り
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
開
催
が

実
現
し
て
、
新
た
な
形
で
の
開
催
と
い
う
こ

と
も
経
験
で
き
た
画
期
的
な
大
会
に
な
っ
た
。

今
回
で
一
応
の
区
切
り
と
い
う
こ
と
だ
が
、

こ
れ
か
ら
も
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
会
長
と
し

て
考
え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

い
た
だ
い
た
。

　

そ
の
と
き
の
「
ノ
ボ
ニ
シ
通
信
」
は
約
百

回
に
及
び
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
発
信
し
た
。

そ
の
中
で
も
特
に
、
向
山
氏
の
言
葉
「
一
匹

オ
オ
カ
ミ
の
た
く
ま
し
さ
と
野
武
士
の
ご
と

き
集
団
を
」
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
部
の

モ
ッ
ト
ー
と
し
て
い
こ
う
と
伝
え
た
。

　

向
山
氏
が
子
供
た
ち
に
伝
え
た
こ
の
言
葉

は
、
最
近
の
学
習
指
導
要
領
が
ね
ら
い
と
し

て
い
る
「
生
き
る
力
」
を
先
取
り
し
て
い
る

し
、
そ
し
て
何
よ
り
ど
ん
な
組
織
で
も
通
用

す
る
も
の
で
あ
る
。
関
西
外
大
の
学
生
に
も

伝
え
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

３

子
ど
も
観
光
大
使

　

そ
の
後
、
私
は
、
母
校
で
あ
る
京
都
大
学

の
理
事
・
副
学
長
に
就
任
し
た
。
京
都
に
着

任
し
た
際
に
は
、
関
西
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
の
皆
様
が

温
か
く
迎
え
て
く
れ
た
。
関
西
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
事

務
局
の
例
会
に
も
参
加
さ
せ
て
も
ら
い
、
勉

強
会
も
ご
一
緒
さ
せ
て
も
ら
っ
た
。

　

そ
の
よ
う
な
交
流
の
中
で
特
筆
す
べ
き
は
、

私
の
観
光
庁
時
代
か
ら
始
ま
り
、
今
も
続
い

て
い
る
子
ど
も
観
光
大
使
の
取
り
組
み
で
あ

る
。
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
の
皆
様
の
協
力
で
全
市
町
村

　

そ
の
後
、
い
ろ
い
ろ
な
セ
ミ
ナ
ー
や
合
宿

な
ど
に
参
加
し
、
い
ろ
い
ろ
な
先
生
方
と
知

り
合
い
に
な
っ
た
が
、
こ
ん
な
に
教
育
に
真

摯
で
、
そ
し
て
明
る
い
先
生
方
が
全
国
に
い

る
の
だ
と
、
い
つ
も
元
気
を
も
ら
い
、
爽
や

か
な
気
持
ち
に
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
。

２

ノ
ボ
ニ
シ
通
信

　

観
光
庁
の
後
、
私
は
文
部
科
学
省
に
戻
り
、

大
臣
官
房
文
教
施
設
企
画
部
長
に
就
任
し
た
。

　

部
長
に
就
任
し
て
思
っ
た
こ
と
は
、
私
も

国
の
役
人
と
し
て
い
ろ
い
ろ
な
上
司
の
下
で

仕
事
を
し
て
様
々
な
経
験
を
し
て
き
た
が
、

自
分
の
部
下
た
ち
に
は
、
失
敗
を
恐
れ
ず
前

向
き
に
、
そ
し
て
楽
し
く
仕
事
を
し
て
充
実

し
た
毎
日
を
送
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と
で

あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
私
の
思
い
を
部
の
皆

さ
ん
に
伝
え
る
た
め
に
、「
ノ
ボ
ニ
シ
通
信
」

と
題
し
て
折
に
触
れ
て
部
員
全
員
に
メ
ー
ル

を
出
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
こ
と
を
し
た
部
長
は
か
つ
て

い
な
か
っ
た
と
思
う
。
今
回
の
こ
の
連
載
の

表
題
は
、
そ
れ
を
継
承
し
た
も
の
で
あ
る
。

ち
な
み
に
副
題
の
言
葉
は
、
尊
敬
す
る
作
家
、

遠
藤
周
作
氏
の
エ
ッ
セ
イ
か
ら
借
用
さ
せ
て

知
り
、
更
に
び
っ
く
り
し
た
。

　

ア
プ
ロ
ー
チ
を
し
て
き
た
の
は
、
鈴
木
俊

博
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
で
あ
っ
た
。
鈴
木
氏
の

話
を
聞
い
て
、「
観
光
立
国
教
育
の
全
国
大

会
を
一
緒
に
や
り
ま
し
ょ
う
」
と
即
座
に
お

答
え
し
た
。
そ
の
後
、
す
ぐ
に
向
山
氏
、
谷

氏
、
師
尾
氏
は
じ
め
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
の
主
要
な
メ

ン
バ
ー
が
訪
ね
て
き
て
く
れ
た
。
こ
の
よ
う

に
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
と
私
を
結
び
付
け
て
く
れ
た
恩

人
が
鈴
木
氏
で
あ
る
。

　

最
初
に
参
加
し
た
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
の
セ
ミ
ナ
ー

は
、
静
岡
の
杉
山
氏
と
山
梨
の
雨
宮
氏
両
代

表
主
催
の
富
士
山
サ
ミ
ッ
ト
で
あ
っ
た
。
Ｔ

Ｏ
Ｓ
Ｓ
の
先
生
方
の
真
剣
で
熱
心
な
セ
ミ

ナ
ー
を
目
の
当
た
り
に
し
て
、
こ
れ
は
本
物

だ
と
感
心
し
た
。

１

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
と
の
出
会
い

　

今
で
は
い
ろ
ん
な
場
面
で
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
の
先

生
方
と
親
し
く
お
付
き
合
い
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
い
る
が
、
最
初
の
出
会
い
は
二
〇
〇
七

年
、
私
が
国
土
交
通
省
に
観
光
担
当
の
審
議

官
と
し
て
出
向
し
て
い
た
と
き
だ
っ
た
。

　

当
時
、
国
土
交
通
省
で
は
、
観
光
立
国
推

進
の
た
め
に
観
光
庁
を
設
置
し
よ
う
と
し
て

お
り
、
そ
の
た
め
に
子
供
た
ち
へ
の
観
光
教

育
の
推
進
も
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
た
。

　

そ
ん
な
と
き
、
室
長
か
ら
観
光
立
国
教
育

に
取
り
組
ん
で
い
る
教
育
団
体
が
あ
る
と
聞

い
た
。
そ
ん
な
殊
勝
な
団
体
が
あ
る
の
か
と

驚
き
、
そ
し
て
そ
の
団
体
の
代
表
が
教
育
技

術
の
法
則
化
運
動
で
著
名
な
向
山
洋
一
氏
と

西
にし

阪
さか

昇
のぼる

イラスト：水川勝利

nobonisi@kansaigaidai.ac.jp

関西外国語大学
教授兼学長補佐



道標

教師としての高みを目指して

702020. 971

向山洋一が教育界に創ってきたもの

向
山
論
文

「
五
色
百
人
一
首
」（
教
育
技
術
研
究
所
）
は

革
命
的
な
シ
ス
テ
ム
で
あ
る

教
師
な
ら
で
は
の
発
想
で
百
人
一
首
を
教
室
に
持
ち
込
み
、
合
理
的
な
シ
ス
テ
ム
で

子
供
た
ち
を
熱
中
さ
せ
た
。

渡わ
た

辺な
べ

喜よ
し

男お

解
説
:
元
・
神
奈
川
県
横
浜
市
立
小
学
校
教
諭

て
、「
色
別
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
」
な
ど
も
生

れ
ま
す
。

　

む
ろ
ん
、
二
組
四
〇
枚
、
三
組
六
〇
枚

の
試
合
な
ど
を
や
っ
て
も
い
い
の
で
す
。

　

カ
ー
ド
に
色
が
つ
い
て
ま
す
か
ら
、
ま

ざ
っ
て
も
大
丈
夫
で
す
。

　

百
人
一
首
に
細
分
化
の
原
則
を
持
ち
こ

ん
だ
こ
と
こ
そ
、「
五
色
百
人
一
首
」
の

す
ば
ら
し
さ
な
の
で
す
。

　

三
練
習
中
に
覚
え
る
シ
ス
テ
ム

　

五
色
百
人
一
首
の
も
う
一
つ
す
ぐ
れ
た

点
は
、
と
り
札
の
裏
に
上
の
句
が
書
い
て

あ
る
こ
と
で
す
。

表

裏

　

試
合
の
と
き
「
表
」
が
出
て
い
ま
す
。

　

試
合
中
に
、
ち
ょ
っ
と
し
た
時
間
が
あ

る
も
の
で
す
。
読
み
始
め
て
、
す
ぐ
札
を

と
っ
た
と
き
な
ど
は
、
続
き
を
読
ん
で
い

　

五
色
百
人
一
首
は
、
一
〇
〇
枚
の
札
を

五
つ
の
色
に
分
け
ま
す
。

　

カ
ー
ド
が
色
つ
き
に
な
っ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
ブ
ル
ー
の
札
は
二
〇
校
あ
り
ま
す
。

　

最
初
は
「
一
つ
の
色
」
だ
け
で
百
人
一

首
を
や
り
ま
す
。

　

一
〇
〇
枚
で
は
な
く
、
二
〇
枚
で
い
い

の
で
す
。
一
〇
〇
枚
だ
か
ら
大
変
な
の
で
、

二
〇
枚
な
ら
す
ぐ
に
で
き
ま
す
。

　

考
え
て
み
れ
ば
、
簡
単
な
こ
と
で
す
。

　

し
か
し
、
今
ま
で
、
誰
一
人
と
し
て
考

え
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

な
ま
じ
数
百
年
の
歴
史
が
あ
る
か
ら
こ

そ
、
い
じ
れ
な
か
っ
た
の
で
す
。（
中
略
）

　

そ
う
で
す
。
こ
れ
は
「
細
分
化
の
原
則
」

の
応
用
な
の
で
す
。「
百
人
一
首
」
に
、「
細

分
化
の
原
則
」
を
あ
て
は
め
た
の
で
す
。

　

こ
う
す
る
こ
と
で
「
一
〇
〇
枚
を
覚
え

な
け
れ
ば
い
け
な
い
」
と
い
う
圧
力
か
ら
、

子
ど
も
は
解
放
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
面
は
、
一
種
類
、
二
〇
枚
だ
け
を
覚

え
れ
ば
い
い
の
で
す
。

　

試
合
時
間
も
短
縮
さ
れ
ま
す
。（
中
略
）

　

四
分
程
度
で
一
試
合
が
で
き
る
の
で
す

か
ら
、
負
担
は
大
き
く
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　

帰
り
の
時
間
、
ち
ょ
っ
と
時
間
が
あ

ま
っ
た
と
き
な
ど
に
も
、
す
ぐ
に
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

一
色
を
覚
え
た
ら
、
次
の
色
に
す
す
め

ば
い
い
の
で
す
。

　

や
が
て
「
今
日
は
、
ど
の
色
に
し
よ
う

か
」
と
い
う
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

子
ど
も
に
も
、
得
意
の
色
な
ど
が
で
き

る
時
間
が
手
も
ち
ぶ
さ
た
で
す
。

　

こ
ん
な
と
き
で
す
。

　

五
色
百
人
一
首
は
、
目
の
前
の
札
を

ひ
っ
く
り
返
し
て
上
の
句
を
見
て
い
い
の

で
す
。
試
合
中
に
見
て
い
い
の
で
す
。

　

つ
ま
り
、
試
合
中
に
「
覚
え
る
練
習
を

し
て
い
い
」
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
画
期
的
な
こ
と
で
す
。

　

今
ま
で
、
百
人
一
首
を
覚
え
る
の
は
、

家
で
一
人
で
や
っ
た
も
の
で
し
た
。（
中
略
）

　

し
か
し
、
五
色
百
人
一
首
は
、
試
合
中

に
覚
え
ら
れ
る
の
で
す
。
そ
れ
も
、
試
合

中
の
空
き
時
間
を
使
っ
て
で
す
。

　

子
ど
も
は
、
試
合
で
勝
と
う
と
し
て
ま

す
か
ら
、
や
る
気
十
分
で
す
。

　

や
る
気
十
分
で
、
試
合
中
の
空
き
時
間

（
す
き
間
時
間
）
を
利
用
し
て
、
百
人
一

首
を
覚
え
る
の
で
す
。
こ
れ
ほ
ど
合
理
的

か
つ
効
率
的
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

五
色
百
人
一
首
を
や
れ
ば
分
り
ま
す
が
、

子
ど
も
は
試
合
を
や
る
た
び
に
百
人
一
首

を
覚
え
て
い
き
ま
す
。

（『
教
室
ツ
ー
ウ
ェ
イ
』
誌

　

一
九
九
〇
年
十
一
月
号　

明
治
図
書
）

人
一
首
」
に
熱
中
し
た
。

「
五
色
百
人
一
首
」
は
、
瞬
く
間
に
全
国
に
広

ま
っ
て
い
っ
た
の
だ
。

「
五
色
百
人
一
首
」
は
、
ま
さ
に
シ
ス
テ
ム
で

あ
る
。
そ
れ
は
学
び
の
シ
ス
テ
ム
を
も
っ
て
い

る
と
い
う
こ
と
だ
。

　

取
り
札
の
裏
に
上
の
句
が
書
い
て
あ
る
。
読

ま
れ
た
札
が
取
ら
れ
て
し
ま
っ
た
ら
、
次
の
札

が
読
ま
れ
る
ま
で
、
札
を
裏
返
し
て
上
の
句
を

見
て
よ
い
。
こ
れ
は
、
試
合
中
に
練
習
し
て
よ

い
、
学
ん
で
よ
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
ん

な
「
そ
の
場
主
義
」
の
教
材
は
、
滅
多
に
な
い
。

　

こ
の
シ
ス
テ
ム
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
札
を
取

ら
れ
て
し
ま
っ
て
も
、
次
の
札
は
覚
え
て
取
ろ

う
と
い
う
気
に
な
る
。

　

そ
し
て
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
の
中
で
、
子
供
た

ち
は
「
覚
え
る
と
得
だ
」
と
理
解
し
て
、
札
を

覚
え
る
よ
う
に
な
る
。
さ
ら
に
熱
中
し
て
い
く

の
で
あ
る
。

「
五
色
百
人
一
首
」
は
向
山
洋
一
氏
が
教
室
に

広
め
た
傑
作
で
あ
る
。
こ
の
「
五
色
百
人
一
首
」

を
、
次
の
千
年
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

「
五
色
百
人
一
首
」
は
ま
さ
に
革
命
的
で
あ
っ

た
。

「
小
倉
百
人
一
首
」
は
千
年
の
歴
史
を
も
つ
文

化
で
あ
り
、
そ
し
て
百
人
一
首
か
る
た
は
江
戸

時
代
か
ら
続
く
遊
び
文
化
で
あ
る
。

　

こ
ん
な
に
も
長
い
歴
史
を
生
き
延
び
て
き
た

文
化
で
あ
り
、
人
々
を
熱
中
さ
せ
る
遊
び
で
も

あ
る
も
の
は
、
世
界
で
も
そ
う
は
な
い
。

　

そ
ん
な
百
人
一
首
を
細
分
化
す
る
と
い
う
発

想
は
、
革
命
的
で
あ
っ
た
。「
百
首
そ
ろ
っ
て

百
人
一
首
」、
そ
れ
が
不
文
律
だ
っ
た
の
だ
。

　

と
こ
ろ
が
、
そ
ん
な
不
文
律
を
破
り
、
小
さ

な
子
に
も
扱
い
や
す
い
よ
う
に
二
十
枚
ず
つ
分

割
し
た
の
で
あ
る
。
教
師
な
ら
で
は
の
発
想
で

あ
る
。

　

こ
の
細
分
化
の
原
則
の
発
想
に
よ
っ
て
、
百

人
一
首
は
「
五
色
百
人
一
首
」
と
し
て
、
教
室

の
文
化
・
遊
び
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
っ
た
の
で

あ
る
。

　

こ
の
「
五
色
百
人
一
首
」
が
向
山
洋
一
氏
に

よ
っ
て
告
知
さ
れ
る
と
、
そ
の
す
ば
ら
し
さ
を

多
く
の
教
師
は
す
ぐ
に
理
解
し
、
教
室
で
実
践

し
た
。

　

私
も
や
っ
て
み
た
。
子
供
た
ち
は
「
五
色
百

い
か
に
ひ
さ

し
き
も
の
と

か
は
し
る

な
げ
き
つ
つ

ひ
と
り
ぬ
る
よ
の

あ
く
る
ま
は
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1
向
山
氏
の
生
活
指
導
理
論

　

雪
小
三
人
会
 ※
で
、
少
し
話
題
に
上
っ
た
テ
ー
マ

が
あ
る
。
そ
れ
が
「
向
山
氏
の
生
活
指
導
と
は
何

か
」
で
あ
る
。
こ
の
夏
に
発
刊
さ
れ
た
﹃
こ
の
目

で
見
た
向
山
実
践
と
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
﹄（
向
山
洋
一
、

師
尾
喜
代
子
、
板
倉
弘
幸
共
著　

騒
人
社
）
に
は
、

ま
だ
4

4

掲
載
さ
れ
て
い
な
い
内
容
で
あ
る
。
師
尾
氏

は
「
向
山
先
生
の
子
供
へ
の
対
応
は
、
ぜ
ひ
と
も

次
の
巻
に
載
せ
、
若
い
先
生
方
に
伝
え
た
い
ね
」

と
、
強
調
さ
れ
て
い
た
。

　

向
山
氏
の
生
活
指
導
に
つ
い
て
、
ま
ず
基
本
書

と
し
て
押
さ
え
て
お
く
べ
き
は
﹃
教
え
方
の
プ
ロ
・

向
山
洋
一
全
集
28　

一
年
間
こ
れ
で
万
全
・
校
内

生
活
指
導
の
シ
ス
テ
ム
﹄（
向
山
洋
一
著　

明
治
図

書
）
で
あ
る
。
向
山
氏
が
責
任
者
と
し
て
作
成
し

た
「
大
塚
の
教
育
」
や
「
調
布
大
塚
の
生
活
指
導
」

が
ベ
ー
ス
に
な
っ
て
い
る
。
後
者
の
緒
言
に
向
山

氏
は
「
生
活
指
導
の
目
標
が
明
確
に
な
っ
た
。
児

童
の
人
間
性
を
尊
重
し
、
個
性
の
伸
長
、
社
会
性

の
育
成
を
図
る
こ
と
が
指
導
の
中
心
的
な
ね
ら
い

で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
」
と
主
張
す
る
。
こ

の
「
個
性
の
伸
長
」
に
つ
い
て
は
、
谷
氏
も
向
山

実
践
を
解
説
す
る
際
に
よ
く
取
り
上
げ
て
い
る
。

向
山
氏
が
こ
れ
を
ま
と
め
た
の
が
一
九
七
七
年
度

で
あ
っ
た
。
同
時
期
に
﹃
勉
縮
の
す
す
め
﹄
が
当
時

ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に
な
っ
た
。
私
も
購
入
し
て
い
た
。

そ
の
四
年
後
に
文
庫
本
化
さ
れ
た
が
、
そ
れ
が
一

宮
図
書
館
に
て
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
、

向
山
氏
の
マ
ー
カ
ー
が
何
か
所
も
引
か
れ
て
い
た
。

２
政
治
外
交
記
者
か
ら
見
た
日
本
の
教
育

　

著
者
の
松
山
幸
雄
氏
は
、
長
年
、
ア
メ
リ
カ
の
地

に
い
て
全
米
各
地
を
旅
行
、
取
材
し
て
い
る
。
そ

の
中
で
実
感
す
る
こ
と
は
「
教
育
の
地
方
自
治
が

徹
底
し
て
い
る
」
と
い
う
こ
と
だ
そ
う
だ
。
著
者

が
住
ん
だ
こ
と
の
あ
る
ワ
シ
ン
ト
ン
、ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
を
含
め
、
五
つ
の
州
を
比
べ
て
も
千
差
万
別
で

あ
っ
た
。
実
に
様
々
な
や
り
方
を
も
っ
て
い
た
と

い
う
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
ど
こ
の
州
に
行
っ
て
も
日

本
人
か
ら
異
口
同
音
に
聞
か
さ
れ
た
言
葉
が
あ
っ

た
。
そ
れ
は
「
ア
メ
リ
カ
の
学
校
で
は
、
子
供
の
個

性
を
実
に
よ
く
尊
重
し
て
く
れ
る
。
日
本
の
教
育

は
少
し
悪
平
等
過
ぎ
る
の
で
は
」
と
い
う
こ
と
で

あ
っ
た
。
四
十
年
前
の
話
で
は
あ
る
が
、
現
在
も

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
の
ア
メ
リ
カ
教
育
視
察
団
の
見
聞
録
を

拝
見
す
る
と
、
う
な
ず
け
る
こ
と
ば
か
り
で
あ
る
。

３　

向
山
氏
の
引
い
た
マ
ー
カ
ー

　

前
述
の
文
章
で
、
サ
イ
ド
ラ
イ
ン
部
分
に
向
山

氏
の
黄
色
マ
ー
カ
ー
が
引
か
れ
て
い
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
次
の
部
分
に
も
引
か
れ
て
い
る
。

「﹃
万
人
平
等
﹄
を
憲
法
に
う
た
う
ア
メ
リ
カ
で
は
、

能
力
に
個
人
差
の
あ
る
の
は
当
た
り
前
、
だ
れ
も
か

れ
も
同
一
歩
調
を
取
ら
せ
よ
う
と
す
る
の
は
か
え
っ

て
反
民
主
的
だ
、
と
醒
め
た
考
え
か
た
を
す
る
。」

「
カ
ラ
ヤ
ン
と
ヘ
ミ
ン
グ
ウ
ェ
イ
と
パ
ー
マ
ー
と

が
集
ま
り
、
お
互
い
に
相
手
の
欠
陥
だ
け
を
指
摘

し
て
﹃
重
症
だ
﹄
と
言
い
合
っ
て
何
に
な
る
か
。」

「
芸
術
で
も
文
学
で
も
個
性
が
す
べ
て
で
あ
る
」

（﹃
ゲ
ー
テ
と
の
対
話
﹄
エ
ッ
カ
ー
マ
ン
著
）

「
ア
メ
リ
カ
式
テ
ス
ト
の
主
流
は
、
い
か
に
た
く

さ
ん
の
本
を
読
ん
で
内
容
を
的
確
に
つ
か
む
か
、

の
勝
負
で
あ
る
。」（
以
下
略
）

　

日
本
の
教
育
を
振
り
返
ら
せ
る
良
書
で
あ
る
。

個
性
の
伸
長
と「
勉
縮
」条
約

四
十
年
前
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
か
ら
、

向
山
洋
一
氏
の
生
活
指
導
の
ね
ら
い
を
ひ
も
解
く
。

※
向
山
洋
一
・
師
尾
喜
代
子
・
板
倉
弘
幸
の
、
雪
谷
小
学
校
で

同
学
年
を
組
ん
で
い
た
三
人
が
、
定
期
的
に
集
ま
る
会
合
。

勉縮のすすめ
（松山幸雄著　朝日新聞社）

１
向
山
先
生
の
著
作
の
注
文
数

　

先
月
ア
マ
ゾ
ン
の
注
文
が
増
え

て
い
る
こ
と
を
報
告
し
た
。
学
芸

み
ら
い
社
の
役
員
会
で
報
告
が

あ
っ
た
向
山
先
生
著
作
の
﹃
新
版

授
業
の
腕
を
上
げ
る
法
則
﹄（
学
芸

み
ら
い
社
）
は
、
ア
マ
ゾ
ン
他
か
ら

毎
月
百
冊
の
注
文
が
入
る
と
い
う
。

「
毎
月
百
冊
！　

う
ら
や
ま
し
い
」

　

思
わ
ず
声
が
出
て
し
ま
っ
た
。

　

新
刊
が
出
る
と
ア
マ
ゾ
ン
か
ら

の
注
文
数
が
増
え
る
。
前
回
「
漢

字
ま
と
め
く
ん
」
の
と
き
も
発
刊

を
予
告
し
た
ら
三
百
五
十
冊
の
注

文
が
入
っ
た
。
向
山
先
生
の
監
修

本
は
必
ず
大
き
く
反
応
し
、
動
き

が
出
る
。

　

七
月
三
日
（
大
安
）
発
刊
の

﹃
こ
の
目
で
見
た
向
山
実
践
と

バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
﹄（
向
山
洋
一
、

板
倉
弘
幸
、
師
尾
喜
代
子
共
著　

騒
人
社
）
の
書
籍
は
、
ア
マ
ゾ
ン

の
予
想
に
よ
る
注
文
が
倍
に
跳
ね

上
が
り
七
百
五
十
冊
を
超
え
た
。

向
山
洋
一
著
で
あ
る
こ
と
は
、
こ

の
よ
う
に
大
き
く
反
応
す
る
。

　

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
の
先
生
方
に
、
先
行

予
約
を
取
っ
た
数
が
約
五
百
五
十

冊
。﹃
こ
の
目
で
見
た
向
山
実
践

と
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
﹄
は
先
行
予
約

販
売
を
し
た
の
で
、
ア
マ
ゾ
ン
の

売
れ
行
き
は
ど
の
く
ら
い
に
な
る

か
分
か
ら
な
い
が
、
こ
の
よ
う
な

動
き
一
つ
取
っ
て
も
興
味
深
い
。

２

社
長
は
数
値
に
こ
だ
わ
れ

　

学
芸
み
ら
い
社
の
小
島
社
長
は
、

元
は
営
業
だ
っ
た
の
で
、
役
員
会

の
一
つ
一
つ
の
報
告
が
興
味
深
い
。

発
行
部
数
を
は
じ
め
再
版
部
数
、

在
庫
な
ど
、
実
に
考
え
ら
れ
て
い

る
と
い
う
こ
と
が
、
こ
の
頃
や
っ

と
理
解
で
き
て
き
た
。
会
社
を
経

営
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
数
値
に

こ
だ
わ
る
こ
と
な
の
だ
と
分
か
っ

て
き
た
の
が
近
頃
な
の
だ
か
ら
、

自
分
で
も
あ
き
れ
る
。

　

向
山
先
生
に
は
、
売
り
上
げ
の

こ
と
や
経
費
の
こ
と
な
ど
は
報
告

し
、
社
長
と
し
て
自
覚
が
少
な
い

こ
と
を
反
省
し
て
話
す
と
、「
も

ろ
ち
ゃ
ん
ら
し
い
よ
。
潰
れ
な
い

だ
け
で
も
立
派
だ
よ
」
と
言
っ
て

く
れ
る
。
こ
の
優
し
い
言
葉
に
甘

え
ず
、
騒
人
社
を
も
う
少
し
元
気

に
し
た
い
。
こ
こ
ま
で
潰
れ
な
い

で
こ
ら
れ
た
の
は
、
ひ
と
え
に
向
山

先
生
と
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
の
先
生
方
の
お

か
げ
だ
と
感
謝
し
て
い
る
。

３
ク
レ
ジ
ッ
ト
決
済
と
発
送
作
業

　

騒
人
社
も
や
っ
と
ク
レ
ジ
ッ
ト

支
払
い
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

新
刊
の
入
金
を
し
て
く
だ
さ
っ
た

先
生
か
ら
も
好
評
で
、
今
回
の
先

行
予
約
の
七
五
％
の
方
が
ク
レ

ジ
ッ
ト
を
利
用
し
て
く
れ
た
。
郵
便

振
込
は
忘
れ
て
し
ま
う
方
が
多
い
。

　

今
回
、
予
想
を
上
回
る
先
行
予

約
だ
っ
た
が
、
発
送
業
者
に
依
頼

し
そ
び
れ
て
し
ま
い
、
騒
人
社
か

ら
発
送
を
し
た
。
宛
名
が
書
か
れ

た
タ
ッ
ク
シ
ー
ル
を
見
て
、
先
生

方
を
思
い
浮
か
べ
な
が
ら
の
作
業

に
な
っ
た
。

　

向
山
先
生
が
よ
く
中
央
事
務
局

に
「
先
生
の
名
前
を
ど
れ
だ
け
言

え
る
か
」
と
指
導
さ
れ
る
が
、
ま

さ
に
宛
名
の
お
名
前
は
、
騒
人
社

の
一
番
の
宝
物
で
あ
る
こ
と
を
意

識
で
き
た
発
送
作
業
と
な
っ
た
。

つ
ま
ん
な
い
！

　

コ
ロ
ナ
の
た
め
、
人
と
の
接
触

は
全
く
な
い
。
ち
ょ
っ
か
い
も
出

せ
な
い
し
、
バ
ト
ル
も
な
い
。
美

崎
さ
ん
が
私
に
と
っ
て
こ
ん
な
に

大
き
な
存
在
だ
っ
た
な
ん
て
！　

口
が
貝
に
な
っ
ち
ゃ
っ
た
。

　

美
崎
さ
ん
な
ら
「
お
湯
の
中
の

貝
で
し
ょ
！
」
と
言
う
だ
ろ
う
。

一
人
芝
居
。

新刊向山著作の動きと
騒人社の新刊発送の
お仕事
宛名シールのお名前は宝物。
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向山洋一の
日常から学ぶ仕事術

美
み

崎
さき

眞
ま

弓
ゆみ特定非営利

活動法人	TOSS

次の夢へ向かって
～アニャンゴ発、日本の子供
たちへのメッセージ

向
むこう

山
やま

恵
え

理
り

子
こ世界初女性

ニャティティ奏者
アニャンゴこと

新型コロナで突然の
働き方改革
たかがテレワーク、されどテレワーク。

１

テ
レ
ワ
ー
ク
と
﹁Zoom

﹂

　

全
く
予
期
せ
ぬ
テ
レ
ワ
ー
ク
。

四
月
か
ら
い
き
な
り
、
自
宅
が
職

場
と
な
る
。「Zoom

」
で
職
場
と

一
日
つ
な
が
っ
て
い
る
の
で
、
パ

ソ
コ
ン
か
ら
離
れ
た
ら
サ
ボ
っ
て

い
る
と
思
わ
れ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か

と
ト
イ
レ
も
素
早
く
。

　

映
る
背
景
に
も
問
題
。
生
活
感

丸
出
し
で
恥
ず
か
し
い
。
カ
メ
ラ

の
角
度
を
い
ろ
い
ろ
動
か
し
て
疲

れ
る
。
呼
ば
れ
た
ら
三
秒
で
返
事

し
よ
う
と
思
う
の
に
、
ミ
ュ
ー
ト

の
解
除
に
手
間
取
り
焦
る
。

　

画
面
に
映
る
自
分
に
（
え
ー
、

私
こ
ん
な
顔
だ
っ
た
⁉　

下
か
ら

の
ア
ン
グ
ル
だ
と
下
膨
れ
に
見
え

る
な
あ
）
現
実
を
突
き
つ
け
ら
れ

思
考
停
止
。
さ
ら
に
、
映
る
人
の

背
景
に
目
が
い
き
（
へ
ー
、
こ
う

い
う
部
屋
な
ん
だ
）
と
か
（
谷
先

生
の
部
屋
は
基
地
み
た
い
だ
な
）

と
か
興
味
津
々
で
、
ま
る
で
「
家

政
婦
は
見
た
」
状
態
だ
っ
た
。

　

職
場
と
は
つ
な
が
っ
て
い
る
も

の
の
、
用
事
が
あ
る
と
き
や
事
務

連
絡
中
心
。
職
場
で
交
わ
す
何
気

な
い
会
話
や
雑
談
も
で
き
ず
、
一

日
が
終
わ
る
と
ど
っ
と
疲
れ
た
。

　

そ
ん
な
私
で
も
、
い
つ
し
か

「Zoom

」
や
テ
レ
ワ
ー
ク
に
慣
れ

て
く
る
と
、
会
議
も
緊
張
感
が
持

続
す
る
か
ら
ス
ム
ー
ズ
。
作
業
に

も
集
中
で
き
る
。「
一
人
で
い
て

も
み
ん
な
と
つ
な
が
っ
て
い
る
」

と
気
持
ち
に
も
変
化
が
起
き
た
。

職
場
に
行
く
こ
と
が
当
た
り
前
だ

と
思
っ
て
い
た
が
、
い
ろ
い
ろ
な

働
き
方
が
あ
る
こ
と
を
経
験
し
た
。

　

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
の
セ
ミ
ナ
ー
も

「Zoom

」
開
催
と
な
り
、
記
録
的

な
参
加
者
数
を
生
ん
だ
。
子
ど
も

観
光
大
使
全
国
大
会
や
環
境
セ
ミ

ナ
ー
は
、
全
国
か
ら
五
百
名
を
超

え
る
参
加
者
だ
っ
た
。
ど
こ
か
ら

で
も
参
加
で
き
る
。
子
育
て
や
介

護
中
で
も
や
り
く
り
す
れ
ば
参
加

で
き
る
。
会
場
ま
で
の
移
動
時
間

や
交
通
費
が
掛
か
ら
な
い
な
ど
、

メ
リ
ッ
ト
も
大
き
い
。「
一
過
性
で

は
な
く
、
オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー

は
リ
ア
ル
セ
ミ
ナ
ー
と
共
存
す
る
」

と
谷
先
生
も
言
わ
れ
て
い
る
。

　

変
化
に
遅
れ
ず
対
応
し
て
い
く
。

２

こ
れ
も
テ
レ
ワ
ー
ク
？

　

銀
行
に
は
向
山
先
生
専
属
の
担

当
者
が
い
る
。
し
か
し
、
コ
ロ
ナ

の
影
響
で
向
山
先
生
と
の
接
見
が

で
き
な
い
。
そ
こ
で
、
私
が
代
行

し
て
銀
行
に
出
向
く
こ
と
に
な
っ

た
。
あ
ら
か
じ
め
連
絡
が
入
っ
て

い
た
の
か
、
銀
行
に
着
く
と
、
管

理
職
っ
ぽ
い
男
性
が
受
付
に
待
機

さ
れ
て
い
た
。

　

こ
ち
ら
へ
ど
う
ぞ
と
応
接
室
に

案
内
さ
れ
る
。
ロ
ビ
ー
を
横
切
る

と
き
、
ベ
ン
チ
に
座
っ
て
い
る
人

の
視
線
を
感
じ
な
が
ら
、
エ
ッ
ヘ

ン
と
ば
か
り
に
富
裕
層
気
取
り
で

歩
く
（
代
行
な
の
に
）。
名
刺
交

換
ま
で
し
て
、
代
行
業
務
を
終
え
、

出
口
ま
で
見
送
ら
れ
た
。
こ
れ
ま

で
も
こ
れ
か
ら
も
、
私
の
人
生
で
、

銀
行
の
応
接
室
に
通
さ
れ
る
こ
と

も
見
送
ら
れ
る
こ
と
も
な
い
だ
ろ

う
。
銀
行
で
の
対
応
に
、
改
め
て

向
山
先
生
の
す
ご
さ
を
感
じ
た
。

　

し
か
し
、
研
究
所
の
サ
ン
ダ
ル

で
行
っ
た
の
は
ま
ず
か
っ
た
。
そ

れ
だ
け
が
悔
や
ま
れ
た
。

３
向
山
先
生
も
テ
レ
ワ
ー
ク
？

向
山
先
生
と
の
接
触
は
、
限
ら

れ
た
人
だ
け
な
の
で
、
仕
事
も
リ

モ
ー
ト
で
お
願
い
す
る
。
ま
あ
、

向
山
先
生
は
コ
ロ
ナ
の
影
響
以
前

か
ら
、
ど
こ
で
も
仕
事
を
さ
れ
て

き
た
。
テ
レ
ワ
ー
ク
の
先
駆
け
だ
。

手帳を見ながら向山日記
を書く。向山先生は書く
ときは眼鏡を外す。

︵
ケ
ニ
ア
で
ス
ト
リ
ー
ト
ラ
イ
ブ
︶

ニャティティの歌⑥
「できません」とでも言おうものなら、
「帰りなさい」と言われるのは分かっていた。

　

名
人
の
名
は
、
オ
ク
ム
・
オ
レ

ン
ゴ
と
い
っ
た
。
英
語
で
は

「Okum
u	Orengo

」
だ
が
、ル
オ
ー

語
で
は
「Okum

u	

Korengo

」
と

表
記
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、「Okum

u	
Ka	Orengo

」
の
短
縮
形
で
、
オ

レ
ン
ゴ
の
息
子
の
オ
ク
ム
と
い
う

意
味
だ
。

　

オ
ク
ム
の
住
む
村
は
、
ケ
ニ
ア

の
首
都
ナ
イ
ロ
ビ
か
ら
バ
ス
と
徒

歩
で
半
日
以
上
も
掛
か
る
ケ
ニ
ア

北
西
部
の
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
湖
畔
に

あ
っ
た
。

　

覚
え
た
ば
か
り
の
ル
オ
ー
語
で

弟
子
入
り
を
お
願
い
し
た
も
の
の
、

即
座
に
断
ら
れ
た
。「
そ
こ
ま
で

言
う
の
な
ら
、
こ
の
村
に
住
む
こ

と
は
認
め
よ
う
」「
た
だ
し
、
あ

な
た
に
ニ
ャ
テ
ィ
テ
ィ
を
教
え
る

か
ど
う
か
は
、
あ
な
た
が
正
し
い

心
の
持
ち
主
か
ど
う
か
を
見
極
め

て
か
ら
だ
」
と
言
っ
て
も
ら
え
た

の
は
、
通
い
続
け
て
四
日
目
の
こ

と
だ
っ
た
。

　

電
気
も
水
道
も
な
い
村
で
の
生

活
が
始
ま
っ
た
。
朝
は
ニ
ワ
ト
リ

の
鳴
き
声
と
と
も
に
起
床
。
片
道

三
十
分
か
け
て
水
く
み
、
薪
拾
い
、

マ
マ
の
手
伝
い
、
畑
仕
事
、
そ
の

合
間
に
ニ
ャ
テ
ィ
テ
ィ
の
自
主
練

習
。

　

ニ
ャ
テ
ィ
テ
ィ
は
、
ヴ
ォ
ー
カ

ル
と
ス
ト
リ
ン
グ
ス
と
パ
ー
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
一
人
で
同
時
に
奏
で
る

楽
器
で
あ
る
。
右
足
首
に
は
ガ
ラ

と
呼
ば
れ
る
鉄
の
鈴
、
右
足
の
親

指
に
は
オ
ド
ゥ
オ
ン
ゴ
と
呼
ば
れ

る
鉄
の
輪
を
付
け
、
地
面
に
置
い

た
ニ
ャ
テ
ィ
テ
ィ
の
ア
ー
ム
に
打

ち
付
け
て
リ
ズ
ム
を
刻
む
。

　

単
身
村
に
住
み
込
ん
で
、
二
か

月
半
。
オ
ク
ム
が
初
め
て
ニ
ャ

テ
ィ
テ
ィ
を
教
え
て
く
れ
た
。
オ

ク
ム
は
手
取
り
足
取
り
教
え
る
よ

う
な
こ
と
は
し
な
い
。
す
さ
ま
じ

い
速
さ
で
、
実
際
に
ニ
ャ
テ
ィ

テ
ィ
を
弾
い
て
み
せ
、「
や
っ
て

み
な
さ
い
」
と
い
う
だ
け
だ
。

　

初
め
て
聴
く
ル
オ
ー
語
の
歌
を

覚
え
る
だ
け
で
も
大
変
な
の

に
、
ニ
ャ
テ
ィ
テ
ィ
と
ガ
ラ

と
オ
ド
ゥ
オ
ン
ゴ
、
そ
れ
か

ら
歌
も
同
時
に
し
な
さ
い
と

い
う
。
二
〇
〇
パ
ー
セ
ン
ト

集
中
し
て
も
つ
い
て
い
け
な

い
。
そ
れ
で
も
、
や
る
し
か

な
か
っ
た
。「
で
き
ま
せ
ん
」

と
で
も
言
お
う
も
の
な
ら
、

「
帰
り
な
さ
い
」
と
言
わ
れ

る
の
は
分
か
っ
て
い
た
。

　

オ
ク
ム
の
長
男
は
ン
ゴ
ン

ベ
と
い
う
。
私
よ
り
も
少
し

若
い
。
彼
は
今
も
ア
レ
ゴ
村

に
住
ん
で
い
る
。

　

ケ
ニ
ア
で
ス
ト
リ
ー
ト
ラ

イ
ブ
を
し
た
と
き
も
、
ン
ゴ
ン
ベ

と
彼
の
友
人
た
ち
が
応
援
に
来
て

く
れ
た
。

　

ち
な
み
に
、
ン
ゴ
ン
ベ
と
は
ス

ワ
ヒ
リ
語
で
「
牛
」
と
い
う
意
味
。

自
分
に
と
っ
て
一
番
大
切
な
も
の

の
名
前
を
子
供
に
付
け
る
こ
と
も

ケ
ニ
ア
で
は
よ
く
あ
る
。

　

彼
は
今
、
父
の
後
を
継
い
で

ニ
ャ
テ
ィ
テ
ィ
奏
者
と
し
て
修
業

を
始
め
て
い
る
。
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『教育コミュニティ』誌とは、1994年に創刊された『ジュニア・ボランティア教育』誌を前身とし、2014年3月にリニューアル創刊
した、教師の社会貢献活動を支える雑誌です。2019年4月号より、『教育トークライン』誌と合体し、ウェブ展開をスタートしました。

地
域
と
つ
な
げ
る
学
校
づ
く
り

「
校
内
持
久
走
記
録
会
」
を
公
園
で
実
施
す
る
。

大お
お

場ば

寿ひ
さ

子こ

原
作
:
東
京
都
大
田
区
立
道
塚
小
学
校

教育コミュニティ WEB　９月号　□CONTENTS□
【連載】

１．教えて！　専門家……水野正司氏
２．社会貢献活動Ｑ＆Ａ……回答：堂前直人氏
　　　　　　　　　　　　　質問：橋本信介氏
３．越智敏洋のNPO運営講座18……越智敏洋氏

【特別コンテンツ】
●TOSSサマーセミナー 2020　今年はどうなる？

・オンラインだからこうなった！　2020年のスケジュール
・やっぱり特別！　サマーセミナー　内容とお申込み方法

■教育コミュニティ
WEB　閲覧方法
①PC・スマートフォンでアクセス
　http://kc.tiotoss.jp
②あとは見るだけ、読むだけ、
　コメントを書き込むだけ！

まんが：ナカジマ ヤヨイ

※
こ
の
ま
ん
が
は
前
任
校
で
の
お
話
で
す
。
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全
国
の
T
O
S
S
サ
ー
ク
ル
紹
介

http://circle.tos-land.net/

共
に
教
育
を
語
る
仲
間
が
い
る
と
、
教
師
修
業
は
何
倍
も
楽
し
く
な
り
ま
す
！　

授
業
の
腕
を
上
げ
た

い
先
生
、
子
供
が
熱
中
す
る
授
業
を
し
た
い
先
生
は
、
ぜ
ひ
T
O
S
S
サ
ー
ク
ル
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

最新セミナー情報
http://seminar.tos-land.net/

【お知らせ】
TOSSでは、このページでご紹介した以外にもたくさ
んのセミナーを全国で開催しています。
各セミナーの詳細・お申込みは「TOSS最新セミナー
情報」へ！
県別・月別・キーワード検索ができます。

向
山
日
記

向山・谷日記

谷
日
記

共
に
教
育
を
語
る
仲
間
が
い
る
と
、
教
師
修
業
は
何
倍
も
楽
し
く
な
り
ま
す
！　

授
業
の
腕
を
上
げ
た

い
先
生
、
子
供
が
熱
中
す
る
授
業
を
し
た
い
先
生
は
、
ぜ
ひ
T
O
S
S
サ
ー
ク
ル
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

2020年6月

宮城県
TOSS/Skies（スカイズ）

宮城県名取市立高舘小学校

森
もり

元
もと

 智
とも

博
ひろ

連絡先：morimoto.tomohiro@toss2.com

福岡
県
法則化サークル/Circus

福岡県大川市立川口小学校

樺
かば

島
しま

 直
なお

紀
き

連絡先：kabashima.naoki@toss2.com

オンライン サマーセミナー！ （TOSS中央事務局　手塚美和）9 月

楽しいことを続ける
　活動内容の第一は、そのときの仲間に必要
なことを取り上げる。学生が多いときには教
員採用試験対策。20代が多いときにはTOSS
授業技量検定などである。第二は、社会貢献
活動。郵便局、JC、議員さんと様々な出会い
があった。第三は、懇親会。例会と懇親会は
セット。懇親会のために参加する仲間もいる。
これからも代表とサークルの仲間が楽しいこと
を続けて、300回目の例会を目指していきたい。

日頃の授業に磨きをかける楽しい場！　
福岡県大川市ワークピア大川
「授業がうまくなりたい！」
　そんな志をもった仲間たちが集まってくる
場所。やりたい者が立候補し、模擬授業！　
全員が授業にコメントするシステムで、授業
者も見ている側も力が付いていく。19時から
１時間程度の例会。例会後は皆で食事会へ。
教育の話が楽しい。授業力向上を目指す皆さ
んの参加を、いつでもお待ちしている。

　東京オリンピックに対応するかたちで９月末に計画されていた「TOSSサマーセミ
ナーウィーク」は、開催日が変更となりました。下記のように日程を分散します。
　新型コロナウイルス感染症対策として、TOSS史上初、オンラインによるサマーセ
ミナーの開催です。
　たくさんのオンラインセミナーがちまたにあふれる中、TOSS最先端の洗練された

「オンライン講座群」の数々が展開されます。
　日本中・世界中のどこからでも、時空を超えた学びの時を過ごすことができます。
　開催日は以下で決定です。
　講座内容はこれから発表されます。
　TOSS最新オンラインセミナーのホームページを	
ご覧ください。
　http://webinar.tos-land.net/
８月 2日（日）　向山型算数
８月23日（日）　中学JAPAN
８月29日（土）　ライフスキル
９月 6日（日）　向山型国語
９月19日（土）　向山型理科・向山型社会
９月21日（月）　サマーセミナー

六
月
四
日
㈭	

「
向
山
洋
一
映
像
全
集
」
の
追

加
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
収
録
す
る
。
向
山
氏
の

国
語
と
理
科
の
新
発
見
授
業
映
像
に
つ
い
て
。

先
生
方
必
見
の
、
衝
撃
の
映
像
だ
。

六
月
五
日
㈮	

向
山
塾
「
わ
い
わ
い
フ
ェ
ス
」
と

い
う
盛
大
な
オ
ン
ラ
イ
ン
飲
み
会
。
向
山
氏
、

師
尾
氏
も
入
っ
て
く
れ
て
大
盛
り
上
が
り
。

六
月
七
日
㈰	

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
音
楽
セ
ミ
ナ
ー
を
オ

ン
ラ
イ
ン
で
開
催
。
講
師
と
し
て
「
音
楽
で

使
え
る
オ
ン
ラ
イ
ン
ア
プ
リ
」
を
ラ
イ
ン

ナ
ッ
プ
で
多
数
紹
介
し
た
。
好
評
だ
っ
た
。

六
月
八
日
㈪	

谷
チ
ー
ム
会
議
オ
ン
ラ
イ
ン
。

六
月
九
日
㈫	

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
執
行
部
オ
ン
ラ
イ
ン
。

六
月
十
一
日
㈭	

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
中
央
事
務
局
会
議
。

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
の
主
だ
っ
た
会
議
・
セ
ミ
ナ
ー
は

全
て
オ
ン
ラ
イ
ン
。

六
月
十
四
日
㈰	

向
山
塾
を
「Zoom

」
開
催
。

オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
二
回
目
の
向
山
塾
。
前

回
に
も
増
し
て
充
実
し
た
内
容
。
大
盛
況
。

六
月
二
十
八
日
㈰	

茨
城
セ
ミ
ナ
ー
を
オ
ン
ラ

イ
ン
開
催
。
先
生
方
の
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
に

コ
メ
ン
ト
、
代
案
を
し
た
の
が
好
評
。

六
月
二
十
九
日
㈪	

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
全
国
各
県
代
表

者
・
副
代
表
者
会
議
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
実
施
。

全
国
の
先
生
方
と
重
要
事
項
に
つ
い
て
共
有
。

六
月
一
日
㈪	

午
前
中
、
看
護
師
さ
ん
チ
ェ
ッ

ク
。「
木
曽
路
」
か
ら
Ｓ
Ｎ
Ｓ
発
信
「
吉
永

先
生
へ
」。

六
月
二
日
㈫	

聖
路
加
病
院
で
定
期
健
診
。
明

治
屋
で
買
い
物
。
恵
理
子
も
一
緒
。

六
月
四
日
㈭	

理
学
療
法
士
さ
ん
と
散
歩
。
広

尾
か
ら
Ｓ
Ｎ
Ｓ
発
信
「
こ
の
状
況
下
給
食
ど

う
し
て
る
か
な
」。

六
月
五
日
㈮	

荏
原
町
「
亀
七
」
よ
り
、
Ｓ
Ｎ

Ｓ
発
信
「
今
日
は
オ
ン
ラ
イ
ン
飲
み
会
」。

六
月
六
日
㈯	

「Zoom

」
で
向
塾
フ
ェ
ス
に
参

加
。
全
国
の
先
生
方
と
飲
み
会
。

六
月
八
日
㈪	

午
前
中
、看
護
師
さ
ん
チ
ェ
ッ
ク
。

六
月
九
日
㈫	

原
稿
チ
ェ
ッ
ク
。
携
帯
を
直
す
。

浩
子
と
「
亀
七
」
で
会
う
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
発
信
「
今

日
は
向
山
日
記
」。

六
月
十
日
㈬	

向
山
塾
打
ち
合
わ
せ
。「
木
曽
路
」。

六
月
十
一
日
㈭	

「Zoom

」
で
中
央
事
務
局
会

議
。
全
国
の
中
央
事
務
局
代
表
者
も
参
加
。

　
　

そ
の
後
、
オ
ン
ラ
イ
ン
飲
み
会
に
参
加
。

六
月
十
二
日
㈮	

「Zoom

」
で
向
塾
フ
ェ
ス
に

参
加
。
全
国
の
先
生
方
と
飲
み
会
。

六
月
十
四
日
㈰	

「Zoom

」
で
向
山
・
谷
塾
に

参
加
。
全
国
か
ら
三
百
名
の
先
生
方
が
参
加

さ
れ
た
。

六
月
十
五
日
㈪	

午
前
中
、
看
護
師
さ
ん

チ
ェ
ッ
ク
。
向
山
塾
御
礼
Ｓ
Ｎ
Ｓ
発
信
「
向

山
塾
感
想
読
み
ま
し
た
」。
広
尾
「
奥
村
」

か
ら
。

六
月
十
六
日
㈫	

向
山
宅
二
階
。
向
山
部
屋
の

片
付
け
。
数
人
で
。

六
月
十
九
日
㈮	

久
し
ぶ
り
に
、
お
台
場
ま
で

出
か
け
る
。「
鉄
板
焼
き
銀
杏
（
旧
浜
木

綿
）」。
東
京
タ
ワ
ー
を
眺
め
つ
つ
。

六
月
二
十
一
日
㈰	

テ
レ
ビ
で
将
棋
を
見
る
。

六
月
二
十
三
日
㈫	

恵
理
子
と
映
像
全
集
打
合

せ
。

六
月
二
十
四
日
㈬	

オ
ン
ラ
イ
ン
で
学
芸
み
ら

い
社
の
役
員
会
に
出
席
。
小
島
社
長
が
進
行

中
の
様
々
な
企
画
の
報
告
を
し
て
く
れ
た
。

向
山
は
多
く
の
企
画
に
参
加
し
て
い
る
。
小

島
社
長
の
誠
実
な
報
告
に
感
心
。

六
月
二
十
五
日
㈭	

恵
理
子
と
向
山
洋
一
映
像

全
集
の
映
像
チ
ェ
ッ
ク
。

六
月
二
十
六
日
㈮	

久
し
ぶ
り
に
、
雨
宮
先
生

と
師
尾
先
生
、
向
山
の
三
人
で
。
昼
と
夜
。

Ｓ
Ｎ
Ｓ
発
信
「
と
な
り
は
だ
れ
で
し
ょ
う
」。

六
月
二
十
八
日
㈰	

テ
レ
ビ
で
将
棋
を
見
る
。

六
月
三
十
日
㈫	

聖
路
加
病
院
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
。
巨

大
な
ホ
テ
ル
の
よ
う
な
病
院
。
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子供の自己肯定感　急速アップ
やっぱり基本は「分かる・できる授業」（国算編）特集

『教育トークライン』10月号
予告　9月15日発行

谷和樹　　長谷川博之　椿原正和　鈴木良幸
塩谷直大　田丸義明　　山本東矢　石坂陽
水本和希　林健広　　　木村重夫　許鍾萬
並木友寛　奥本翼　　　松島博昭

教育トークライン：第525号
編集人：向山洋一
編集：谷和樹（編集長）、戸村隆之（副編集長）、手塚美和、
　　　橋本信介、久野歩、小嶋悠紀、長谷川博之、
　　　板倉弘幸（校正）、田村純子（編集実務）
発行人：向山洋一
発行所：教育技術研究所、TOSS
〒142-0064	東京都品川区旗の台2-4-12	TOSSビル
電話	：03-3787-6564　
FAX	：03-5702-2384
印刷所：株式会社光陽メディア
DTP・編集：株式会社プラウ21

サークル紹介動画大成功の
絵画工作授業（本誌４・５ページ） ５

※デジタル・トークラインは３か月限定公開です！　

今月のデジタル・トークライン
今月の
向山洋一教育語録１ お悩み解決！

谷編集長の５min. アンサー２ TOSS教師に聞く！
Ｑ＆Ａ 「時短で終わらせる
社会科指導のポイント」

３

４

（動画） （動画）

本誌の PDF データのダウンロードができ
ます！ スマートフォン・タブレット・PC
でいつでもどこでも読むことができます。

トークライン
本誌 PDF データ７本誌掲載論文の

関連カラー画像６
※このマークのあるページは、
　デジタル・トークラインに
　連動コンテンツがあります！

ID：TL9　パスワード： e8jr9k

像
は、
に
す！

※アクセス方法は 8ページを
　ご覧ください。

ペーパーチャレラン

編
集
後
記		

▼
休
校
明
け
か
ら
ひ
と
月
半
、
通
常
登
校
開

始
か
ら
ひ
と
月
が
経
過
し
よ
う
と
し
て
い
ま

す
（
七
月
十
四
日
現
在
）。
例
年
で
言
え
ば
Ｇ

Ｗ
明
け
で
す
。
程
度
の
差
こ
そ
あ
れ
、
ど
の

学
校
で
も
ト
ラ
ブ
ル
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

そ
の
状
況
下
で
い
か
に
安
心
・
安
全
な
環
境

を
保
証
す
る
か
。
本
特
集
が
大
い
に
参
考
に

な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。（
長
谷
川
）

▼
各
学
校
で
コ
ロ
ナ
第
二
波
に
備
え
た
対
応

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業

や
年
間
指
導
計
画
の
見
直
し
、
行
事
の
運
営

方
法
な
ど
、
様
々
な
こ
と
が
例
年
ど
お
り
に

は
い
か
な
い
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
ん

な
先
生
方
に
元
気
と
有
益
な
情
報
を
与
え
ら

れ
る
の
が
本
誌
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、

全
国
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
最
新
の
知
見
を
、
勤

務
校
で
生
か
し
て
く
だ
さ
い
。（
久
野
）

▼
圧
巻
は
向
山
行
雄
氏
の
大
川
小
津
波
訴
訟

最
高
裁
判
決
へ
の
言
及
で
す
。
こ
の
言
及
を

読
み
、
自
地
域
の
防
災
の
在
り
方
に
つ
い
て

根
本
的
に
検
討
せ
ね
ば
と
思
い
ま
し
た
。
も

う
一
つ
長
谷
川
論
文
の
「
全
校
全
箇
所
一
人

で
大
掃
除
」
で
、
十
か
所
以
上
を
二
時
間
掛

け
て
や
り
終
え
た
と
い
う
事
実
に
驚
き
ま
し

た
。
自
ら
の
意
思
で
自
発
的
に
始
め
た
の
で

す
。
そ
の
真
剣
さ
に
心
打
た
れ
ま
す
。（
板
倉
）



今月のご紹介教材

⇒ 詳しくは54ページをお読みください。

『
教
育

ト
ー
ク
ラ
イ
ン
』

教
育
技
術

研
究
所 タイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップ企画企画企画企画企画企画企画企画企画企画企画企画企画企画企画＆ 教室の風景

TOSSかけ算九九
計算尺セット「かけ算九九の助」
350円（税込）
パスワード：1xae73
プレゼント：１回のご注文につき、
１セット「一筆箋　算数の授業」

TOSSオリジナル教材　https://www.tiotoss.jp/
˒掲載商඼のタイアップظ間は2020年6月15日～ 9月14日
※パスワードを入ྗして、３か月間お得にߪ入できます。

おਃ込みઌ

トレースくん
4,500円（税込）
パスワード：ecsqd9
プレゼント：１回のご注文につき、
１セット「おてほんくん　日本地図」

　新型コロナウイルス感染症の感染拡大を防止するため、教室のレイアウトをかなり変更する必要が
あった。また、休校が明けた後も、話し合い活動ができない、教室内の整理整頓の作業は教師が行う、
まめな消毒など、子供たちの活動が制限される一方で、教師の負担はかなり大きくなった。制限された
中で、少しでも教師の負担を減らしながら、子供たちがのびのびと活動できるよう配慮した。毎日、子
供たちはメダカの成長を楽しみに観察している。係（当番）掲示カード作成のときは、自分なりに仕事
の内容を考えながらイラストを描いている子が多かった。

コロナ対策！
密を避けながら教師も子供も楽しい
学校生活を送るための工夫。

⇨机の手前側の足の床に印を
付けておくと、子供は座った
まま自分で机の整頓ができる。
机がきちんと整頓されている
だけで、教師による清掃時の
労力は大分減る。

⇦教室の端に、いつでも観察で
きる「メダカのたまごコーナー」
を設置した。解剖顕微鏡の近く
に消毒液を置き、使用の前後に
は道具や手指を消毒する。

⇧係（当番）を決めたものの、グループで集まっての掲示物作成ができない。そこで、個別に用紙を配り、名前を書かせ、思い思いにイラ
ストを描かせたり好きな形に切らせたりした。それを係ごとにまとめてカードに貼った。限られた中で、子供たちなりに工夫ができた。

ಢ໦県ಢ໦市立ಢ໦第三小学校 松
まつ

ຊ
もと

ࡊ 
な

݄
ずき

８月号
で紹介！

アルファベットスキル
350円（税込）
パスワード：d6hbkd
プレゼント：１回のご注文につき、
１セット「アルファベットスキル
音声CD」

７月号
で紹介！

⇨
教
室
の
机
の
配
置
は
、

前
後
左
右
の
間
隔
を
大
き
く

空
け
る
こ
と
と
な
っ
た
。

TalkLine09H2-3_入稿.indd   1 20/07/29   11:44
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特
集
・「
心
と
体
と
学
習
」を
安
心
の
中
へ

明日の授業にすぐに使える明日の授業にすぐに使える明日の授業にすぐに使える明日の授業にすぐに使える
学年別・国語・算数「授業開始最初の15分の発問」学年別・国語・算数「授業開始最初の15分の発問」学年別・国語・算数「授業開始最初の15分の発問」学年別・国語・算数「授業開始最初の15分の発問」
小学１年　国語「かたかなをみつけよう」小学１年　国語「かたかなをみつけよう」小学１年　国語「かたかなをみつけよう」小学１年　国語「かたかなをみつけよう」 算数「算数「算数「算数「算数「1010よりよりよりよりより おおきいかず」おおきいかず」おおきいかず」おおきいかず」
小学２年　国語「ことばでみちあんない」小学２年　国語「ことばでみちあんない」小学２年　国語「ことばでみちあんない」小学２年　国語「ことばでみちあんない」 算数「式と計算」算数「式と計算」算数「式と計算」算数「式と計算」
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すべての子供の学力を保障する

教育

トークラインを定期購読
頂いている方へ、本誌の
内容をより深く理解でき
る動画と写真が満載の
　　ウェブサイトです！

教育技術研究所
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明日の授業にすぐに使える
学年別・国語・算数「授業開始最初の15分の発問」
小学１年　国語「かたかなをみつけよう」 算数「10より おおきいかず」
小学２年　国語「ことばでみちあんない」 算数「式と計算」
小学３年　国語「グループの合い言葉をきめよう」 算数「あまりのあるわり算」
小学４年　国語「あなたなら、どう言う」 算数「２けたの数でわる筆算」
小学５年　国語「対話の練習」 算数「図形の角」
小学６年　国語「熟語の意味」 算数「教材研究」
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中学校の授業実践
理科 「実感する理科授業『ろ過』」
音楽 「楽しい！　分かった！　鑑賞授業」

特集

特別支援教育にも対応
医師・研究者の目から見た特別支援教育 …… 安原昭博
プロが教える“教室でできる言語療法”…… 下妻玄典
学校現場のスペシャリストが教える合理的配慮
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一目で分かる
板書術・ノート術
カラーで登場！
酒井式絵画指導

https://jp.surveymonkey.com/r/talkline2021

トークラインからのお知らせトークラインからのお知らせ
  読者アンケートを実施します。ご協力お願いします。
【期間】7月31日～8月31日

「心と体と学習」を
安心の中へ
「心と体と学習」を
安心の中へ

休校明けの学校生活休校明けの学校生活




